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論
説

川

岸

　

伸

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
共
通
第
三
条
の
成
立
過
程 

　
　
　
　
　
│
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
外
交
会
議
以
前
を
め
ぐ
っ
て
│

は
じ
め
に

一
　

問
題
意
識

二
　

分
析
視
座

第
一
章

　
一
九
四
六
年
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議

一
　ICRC

提
案

二
　

委
員
会
・
全
体
会
合

（
一
）　「
条
約
の
諸
原
則
」
か
ら
「
条
約
」
へ

（
１
）　
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
へ

（
２
）　「（
国
家
内
部
の
）
内
戦
」
か
ら
「（
国
家
内
部
の
）
武
力
紛
争
」
へ
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（
二
）　
相
互
主
義
の
条
件
を
め
ぐ
っ
て

三
　

評
価

第
二
章

　
一
九
四
七
年
政
府
専
門
家
会
議

一
　ICRC

提
案

二
　

委
員
会
・
全
体
会
合

（
一
）　「
条
約
」
か
ら
「
条
約
の
諸
原
則
」
へ

（
１
）　
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
へ

（
２
）　
そ
の
理
由
―
―Bourquin

とCastberg

の
見
解
を
手
が
か
り
と
し
て

（
二
）　
相
互
主
義
の
条
件
を
め
ぐ
っ
て

三
　

評
価

第
三
章

　
一
九
四
八
年
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議

一
　ICRC

提
案

二
　

法
律
委
員
会
・
全
体
会
合

（
一
）　
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
案

（
二
）　「
条
約
の
諸
原
則
」
か
ら
「
本
条
約
の
諸
規
定
」
へ

（
１
）　
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
へ

（
２
）　
そ
の
批
判
―
―Pesm

azoglou

の
見
解
を
契
機
と
し
て
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（
三
）　
相
互
主
義
の
条
件
を
め
ぐ
っ
て

（
１
）　
そ
の
機
能
―
―Cahen-Salvador

の
見
解
を
中
心
と
し
て

（
２
）　
条
約
区
別
論
（
傷
病
者
条
約
・
海
上
傷
病
者
条
約
／
戦
争
捕
虜
条
約
・
文
民
条
約
）

三
　

評
価

お
わ
り
に

は
じ
め
に

一
　
問
題
意
識

伝
統
的
に
、
国
際
法
に
お
い
て
、「
武
力
紛
争
」
は
、
国
家
相
互
間
に
生
ず
る
国
際
的
武
力
紛
争
と
、
一
国
の
領
域
内
に
生
じ
、
少
な
く

と
も
紛
争
当
事
者
の
一
方
を
非
国
家
主
体
と
す
る
非
国
際
的
武
力
紛
争
と
い
う
二
つ
の
形
態
に
区
別
さ
れ
る
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
形
態
に
適
用
さ
れ
る
規
則
に
関
し
て
は
、
相
違
が
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
は
、
一
九
四
九
年
の
四
つ
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

諸
条
約
（
傷
病
者
条
約
・
海
上
傷
病
者
条
約
・
戦
争
捕
虜
条
約
・
文
民
条
約
）、
一
九
七
七
年
の
二
つ
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
追
加
議
定
書

（
第
一
追
加
議
定
書
・
第
二
追
加
議
定
書
）、
さ
ら
に
一
九
九
八
年
の
国
際
刑
事
裁
判
所
（ICC

）
規
程
の
戦
争
犯
罪
規
定
を
め
ぐ
っ
て
、

非
国
際
的
武
力
紛
争
に
関
す
る
条
文
が
、
国
際
的
武
力
紛
争
に
関
す
る
そ
れ
に
比
べ
て
、
圧
倒
的
に
少
な
い
と
い
う
点
に
端
的
に
表
れ
て

い
る
。
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こ
の
よ
う
に
「
武
力
紛
争
」
が
二
つ
の
形
態
に
区
別
さ
れ
る
と
説
く
主
張
は
、
一
般
に
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
（tw

o box 

approach
）
と
称
さ
れ
て
い
る（

1
）。

こ
の
主
張
は
、「
国
家
主
権
の
反
射
的
作
用（

2
）」

が
招
く
帰
結
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
元
来
、
非
国

際
的
武
力
紛
争
は
、
国
際
的
武
力
紛
争
と
は
異
な
り
、
一
国
の
国
内
問
題
で
あ
る
か
ら
、
ユ
ー
ス
・
イ
ン
・
ベ
ロ
ー（

3
）の

適
用
は
も
と
よ
り
、

そ
も
そ
も
、
国
際
法
の
規
律
そ
れ
自
体
を
及
ぼ
す
こ
と
が
困
難
と
な
る
現
象
で
あ
る（

4
）。

そ
の
意
味
に
お
い
て
、
国
際
的
武
力
紛
争
と
非
国

際
的
武
力
紛
争
の
そ
れ
ぞ
れ
に
適
用
さ
れ
る
規
則
に
相
違
が
生
じ
得
る
の
で
あ
っ
て
、
結
果
と
し
て
、
あ
る
事
態
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
れ
を

国
際
的
武
力
紛
争
と
し
て
性
格
付
け
る
か
、
そ
れ
と
も
非
国
際
的
武
力
紛
争
と
し
て
性
格
付
け
る
か
と
い
う
紛
争
分
類
が
、
重
要
な
意
味

を
持
つ
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る（

5
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
良
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
九
〇
年
代
中
葉
以
降
、
こ
の
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
の
批
判
的
テ
ー

ゼ
と
し
て
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
（one box approach

）
が
主
張
さ
れ
て
い
る（

6
）。

こ
の
主
張
は
、
慣
習
国
際
法
上
、
国
際

的
武
力
紛
争
と
非
国
際
的
武
力
紛
争
の
双
方
に
同
じ
規
則
を
適
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
唱
え
る
も
の
で
あ
っ
て（

7
）、

通
常
、
こ
れ
に

関
連
し
て
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
国
際
刑
事
裁
判
所
（ICTY

）
の
判
決
が
こ
の
主
張
を
推
し
進
め
る
き
っ
か
け
の
一
つ
と
な
っ
た
と
い
う

こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る（

8
）。ICTY

は
、Tadic

事
件
上
訴
裁
判
部
中
間
判
決
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
国
際
戦

争
に
お
い
て
、
非
人
道
的
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
禁
止
さ
れ
る
こ
と
は
、
内
戦
に
お
い
て
も
、
非
人
道
的
で
あ
り
、
許
容
さ
れ
な
い
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い（

9
）」

と
。

こ
の
著
名
な
一
節
は
、
国
際
的
武
力
紛
争
の
禁
止
事
項
を
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
拡
大
す
る
と
い
うICTY

の
基
本
姿
勢
を
明
確
に
示

し
て
い
る）

10
（

。
こ
のICTY

の
手
法
は
、
国
際
的
武
力
紛
争
の
規
則
を
「
模
範
」
と
位
置
付
け
、
そ
れ
を
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
導
入
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
用
さ
れ
る
規
則
の
収
束
を
図
る
こ
と
を
本
旨
と
し
て
い
る
。
事
実
、ICTY

の
本
判
決
に
お
い
て
裁
判
長
を
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務
め
たCassese

は
、
判
決
の
内
容
を
め
ぐ
っ
て
、
次
の
表
現
を
用
い
て
、
後
に
回
顧
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
国
際
法
の
﹇
国
際
的
武

力
紛
争
と
非
国
際
的
武
力
紛
争
と
い
う
﹈
二
つ
の
集
合
の
収
斂
が
生
じ
て
い
る）

11
（

」（
傍
点
引
用
者
）
と
。Cassese

自
身
「
今
や
、
国
内
紛

争
は
、
伝
統
的
に
国
際
紛
争
に
の
み
適
用
さ
れ
た
規
則
・
原
則
に
よ
っ
て
、
大
き
く
規
律
さ
れ
て
い
る）

12
（

」
と
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ

の
「
収
斂
」
は
、
国
際
的
武
力
紛
争
の
規
則
・
原
則
を
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
当
て
は
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
達
成
さ
れ
る
も
の
と
捉
え

ら
れ
て
い
る
。

こ
のICTY

の
手
法
を
究
極
的
な
と
こ
ろ
に
ま
で
推
し
進
め
た
も
の
が
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る）

13
（

。
す
な
わ
ち
、
国
際

的
武
力
紛
争
の
す
べ
て
の
規
則
を
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
者
の
相
違
を
失
く
し
、
完
全
な
同
一
化
を
も

た
ら
す
こ
と
を
最
終
的
な
目
標
と
す
る
。
す
で
に
述
べ
た
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
代
わ
っ
て
、
こ
の
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア

プ
ロ
ー
チ
を
と
る
こ
と
の
影
響
は
、
重
大
で
あ
る
。
ま
ず
、
ユ
ー
ス
・
イ
ン
・
ベ
ロ
ー
に
お
け
る
紛
争
区
別
の
意
義
は
、
著
し
く
相
対
化

さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
あ
る
事
態
に
関
し
て
の
紛
争
分
類
は
、
ほ
と
ん
ど
意
味
を
持
た
な
く
な
る
。
上
記
の
手
法
を
唱
え
る
に
あ
た
っ
て

ICTY

が
「
武
力
紛
争
の
分
野
に
お
い
て
、
国
家
間
戦
争
と
内
戦
と
の
間
の
区
別
は
…
そ
の
価
値
を
失
い
つ
つ
あ
る）

14
（

」
と
し
、
そ
の
上
で
、

「﹇
国
家
間
戦
争
と
内
戦
と
い
う
﹈
区
別
が
徐
々
に
そ
の
重
要
性
を
失
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
然
の
成
り
行
き
で
し
か
な
い）

15
（

」

と
説
明
し
て
い
る
点
は
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
を
的
確
に
言
い
当
て
て
い
る
。

次
に
、
こ
の
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
ど
の
よ
う
に
ユ
ー
ス
・
イ
ン
・
ベ
ロ
ー
の
基
本
構
造
を
理
解
す
る
か
と
い
う
よ
り

根
源
的
な
問
題
に
つ
い
て
も
、
多
大
な
影
響
を
持
つ
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
あ
く
ま
で
も
一
つ
の
要
素
と
し
て
考
慮
す
べ
き
は
、
国
家
間

に
基
づ
く
国
際
的
武
力
紛
争
の
す
べ
て
の
規
則
が
、
少
な
く
と
も
紛
争
当
事
者
の
一
方
を
非
国
家
主
体
と
す
る
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
そ

の
ま
ま
の
内
容
に
お
い
て
妥
当
す
る
と
理
解
す
る
な
ら
ば
、
前
者
の
国
家
的
性
格
は
、
絶
対
的
・
決
定
的
で
は
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
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あ
る
。
論
者
に
よ
っ
て
多
様
な
考
え
方
が
示
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
こ
の
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
並
行
し
て
、「
人
道
」、

「
人
道
（
法
）
化
」、
さ
ら
に
「
人
間
」
の
概
念
が
提
唱
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
い）

16
（

。
上
記
の
手
法
を
説
く
に
あ
た
っ
てICTY

が
「
国
家

主
権
指
向
ア
プ
ロ
ー
チ
は
徐
々
に
人
間
指
向
ア
プ
ロ
ー
チ
に
取
っ
て
代
え
ら
れ
て
い
る）

17
（

」
と
付
言
し
て
い
る
点
は
、
ユ
ー
ス
・
イ
ン
・
ベ

ロ
ー
の
基
本
構
造
を
「
国
家
」
に
よ
っ
て
構
成
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
人
間
」
に
よ
っ
て
構
成
す
る
方
が
適
切
で
あ
る
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る）

18
（

。

こ
の
よ
う
に
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
を
規
律
す
る
ユ
ー
ス
・
イ
ン
・
ベ
ロ
ー
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
規
則
を
適
用
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
対
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
論
争
が
存
在

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
に
関
連
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ

対
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
論
争
が
、
ユ
ー
ス
・
イ
ン
・
ベ
ロ
ー
に
お
け
る
紛
争
区
別
の
意
義
、
さ
ら
に
あ
る
事
態
に
関

し
て
の
紛
争
分
類
を
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
か
と
い
う
実
践
的
な
問
い
を
提
起
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
ユ
ー
ス
・
イ
ン
・
ベ
ロ
ー
の
基

本
構
造
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
と
い
う
理
論
的
な
問
い
も
、
我
々
に
投
げ
か
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二
　
分
析
視
座

こ
の
論
争
に
直
面
し
て
、
有
力
な
先
行
研
究
は
、ICTY

の
判
決
を
中
心
と
し
て
、
比
較
的
最
近
の
実
行
な
ど
を
素
材
と
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
の
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
当
否
を
検
討
し
、
現
在
で
も
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
が
維
持
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
論
証
し
て
い
る）

19
（

。
確
か
に
、
近
年
の
展
開
に
注
目
す
る
こ
と
は
、
一
定
の
意
義
を
有
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
筆
者
も
、
そ
の
結
論

自
体
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
そ
れ
に
与
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、ICTY

の
判
決
が
慣
習
国
際
法
を
媒
介
と
し
て
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
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プ
ロ
ー
チ
へ
の
道
筋
を
付
け
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
は
、
慣
習
国
際
法
の
認
定
方
法
、
さ
ら
に
そ
れ
に
関
連
す
る
国
家
実
行

と
法
的
信
念
の
存
否
と
い
う
論
点
を
中
心
と
し
て
論
じ
る
も
の
で
あ
っ
て）

20
（

、
国
際
的
武
力
紛
争
の
す
べ
て
の
規
則
を
非
国
際
的
武
力
紛
争

に
導
入
す
る
こ
と
の
可
否
と
い
う
よ
り
本
質
的
な
論
点
に
必
ず
し
も
正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

他
方
で
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
を
規
律
す
る
ユ
ー
ス
・
イ
ン
・
ベ
ロ
ー
の
史
的
展
開
を
振
り
返
る
な
ら
ば
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ

ロ
ー
チ
の
考
え
方
そ
れ
自
体
は
、
一
九
九
〇
年
代
中
葉
以
降
のICTY

の
判
決
に
突
如
と
し
て
現
れ
た
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
ワ
ン
・

ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
考
え
方
は
、
一
九
四
六
年
か
ら
本
格
的
に
始
ま
り
一
九
四
九
年
に
終
了
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
共
通
第
三

条
（
共
通
第
三
条
）
の
成
立
過
程
ま
で
、
遡
る）

21
（

。
共
通
第
三
条
の
成
立
は
、
実
定
法
上
、
初
め
て
ユ
ー
ス
・
イ
ン
・
ベ
ロ
ー
が
非
国
際
的

武
力
紛
争
の
領
域
に
立
ち
入
る
こ
と
を
導
い
た
こ
と
か
ら
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
を
規
律
す
る
ユ
ー
ス
・
イ
ン
・
ベ
ロ
ー
の
「
誕
生）

22
（

」
と

呼
ば
れ
る
と
同
時
に
、「
一
九
四
九
年
の
革
命）

23
（

」
と
も
称
さ
れ
る
。

こ
の
文
脈
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
、
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
も
の
が
、
一
九
四
八
年
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
に
提
出
さ
れ
た
赤
十
字

国
際
委
員
会
（ICRC

）
提
案
で
あ
る）

24
（

。
こ
のICRC
提
案
は
、「
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
の
あ
ら
ゆ
る
場
合
、
特
に
、
一
ま
た

は
二
以
上
の
締
約
国
の
領
域
内
に
生
ず
る
、
内
戦
、
植
民
地
紛
争
、
宗
教
戦
争
の
場
合
に
お
い
て
、
各
敵
対
者
は
本
条
約
の
諸
規
定
を
適

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
状
況
に
お
け
る
条
約
の
適
用
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
に
し
て
も
紛
争
当
事
者
の
法
的
地
位
に
よ
っ

て
決
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
か
つ
、
そ
の
法
的
地
位
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
」（
傍
点
引
用
者
）
と
し
て
い
る）

25
（

。
こ
こ
に
言
う

「
本
条
約
の
諸
規
定
」
と
い
う
文
言
は
、
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
す
べ
て
の
規
定
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お

い
て
も
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
て）

26
（

、
ま
さ
に
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
考
え
方
に
拠
っ
て

立
つ
も
の
で
あ
る
。



200

法政研究20巻２号（2015年）

最
終
的
に
共
通
第
三
条
が
成
立
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
のICRC

提
案
に
代
表
さ
れ
る
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
立
脚
す

る
提
案
は
、
幾
度
と
な
く
行
わ
れ
た
も
の
の
、
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
立
脚
す
る
提
案
と
の
激
し
い
対
立
の
末
に
、
結
論
と

し
て
は
、
後
者
に
立
脚
す
る
提
案
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
敢
え
て
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
や
や
別
の
角
度
か
ら
敷

衍
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
こ
と
は
、
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
対
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
論
争
の
構
図
が
同
条
の

成
立
過
程
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
同
条
の
成
立
過
程
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。

で
は
、
共
通
第
三
条
の
成
立
過
程
に
お
い
て
、
な
ぜ
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
拒
否
さ
れ
、
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ

ロ
ー
チ
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
は
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
可
能
性
は
、
ま
っ
た
く

な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
無
条
件
の
下
に
起
こ
り
得
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
一
定
の
条
件
の
下

に
起
こ
り
得
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
分
析
視
座
の
下
、
本
稿
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
を
規
律
す
る
ユ
ー
ス
・
イ
ン
・
ベ
ロ
ー
の
形
成
史
（
共
通
第
三
条
の
成
立
過
程
）

を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
対
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
論
争
に
接
近
し
て
い
く
た
め
の

手
が
か
り
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る）

27
（

。
こ
の
目
的
か
ら
、
本
稿
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
外
交
会
議
以
前
の
展
開
を
取

り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。
同
条
成
立
に
あ
た
っ
て
は
、
各
国
に
加
え
、
赤
十
字
運
動
、
特
にICRC

が
一
定
の
主
導
権
を
握
っ
た）

28
（

。
こ

の
主
導
権
は
、
一
九
一
二
年
赤
十
字
国
際
会
議
に
端
を
発
す
る）

29
（

も
の
の
、
条
文
作
成
と
い
う
意
味
か
ら
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
に

本
格
的
に
始
ま
る）

30
（

。
そ
し
て
、
こ
の
点
に
関
し
て
重
要
な
舞
台
と
な
っ
た
の
が
、
一
九
四
六
年
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
、
一
九
四
七
年

政
府
専
門
家
会
議
、
さ
ら
に
一
九
四
八
年
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
で
あ
っ
た）

31
（

。
こ
れ
ら
の
会
議
の
や
り
取
り
を
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
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ロ
ー
チ
対
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
論
争
の
構
図
に
従
っ
て
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
本
稿
の
ね
ら
い

と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る）

32
（

。

勿
論
、
こ
の
分
析
視
座
の
下
に
共
通
第
三
条
の
成
立
過
程
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
対
ワ
ン
・

ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
論
争
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
全
容
を
解
明
し
、
か
つ
、
断
定
的
な
結
論
を
導
き
出
す
と
い
う
こ
と
は
で
き

な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
一
般
論
と
し
て
、
あ
る
条
文
の
成
立
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
だ
け
か
ら
、
確
定
的
な
解
答
を
導
く
と
い
う
こ
と
は
、

成
立
過
程
の
分
析
結
果
を
過
大
評
価
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
方
法
論
的
に
偏
っ
た
作
業
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る）

33
（

。
し

か
し
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
を
規
律
す
る
ユ
ー
ス
・
イ
ン
・
ベ
ロ
ー
の
形
成
史
（
共
通
第
三
条
の
成
立
過
程
）
を
ひ
も
解
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
限
界
（
と
可
能
性
）
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
す
で
に
述
べ
た
近
年

の
展
開
に
注
目
す
る
先
行
研
究
と
併
せ
て
、
国
際
的
武
力
紛
争
の
す
べ
て
の
規
則
を
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
導
入
す
る
こ
と
の
可
否
と
い

う
論
点
に
正
面
か
ら
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
少
な
く
と
も
考
慮
す
べ
き
事
柄
を
導
き
出
す
こ
と
は
、
生
産
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る）

34
（

。

こ
れ
ら
の
問
題
意
識
と
分
析
視
座
に
従
っ
て
、
ま
ず
、
一
九
四
六
年
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
を
（
第
一
章
）、
次
に
、
一
九
四
七
年
政

府
専
門
家
会
議
を
（
第
二
章
）、
最
後
に
、
一
九
四
八
年
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
を
（
第
三
章
）、
そ
れ
ぞ
れ
検
討
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。
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第
一
章

　
一
九
四
六
年
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議

一
　IC

RC
提
案

一
九
四
六
年
の
七
月
二
六
日
か
ら
八
月
三
日
に
か
け
て
、ICRC

は
、
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
を
開
催
し
た）

35
（

。
こ
の
各
国
赤
十
字
社
予

備
会
議
に
お
い
て
、ICRC

は
、
次
の
テ
キ
ス
ト
を
含
め
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

「
本
条
約
は
、
た
と
え
い
か
な
る
戦
争
宣
言
が
発
せ
ら
れ
な
く
と
も
、
か
つ
、
武
力
介
入
が
ど
の
よ
う
な
形
態
を
帯
び
よ
う
と
も
、
敵
対

行
為
が
事
実
上
生
じ
る
や
い
な
や
、
締
約
当
事
者
間
に
適
用
さ
れ
る
。
国
家
内
部
の
内
戦
の
場
合
に
お
い
て
、
相
対
立
す
る
当
事
者
は
、

相
互
主
義
を
条
件
と
し
て
、
条
約
の
諸
原
則
を
適
用
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
よ
う
、
要
請
さ
れ
る）

36
（

。」

こ
のICRC

提
案
の
特
徴
は
、
次
の
二
つ
の
点
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
は
、
前
段
部
分
と
後
段
部
分
に
よ
っ
て
別
々
の
状

況
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
て
、
異
な
る
規
律
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
段
部
分
は
、
敵
対
行
為
が

「
締
約
当
事
者
間
」、
す
な
わ
ち
、
締
約
国
間
に
生
じ
る
場
合
を
対
象
と
し
、
こ
の
場
合
、「
本
条
約
」、
す
な
わ
ち
、
条
約
の
す
べ
て
の
規

定
の
適
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
後
段
部
分
は
、「
国
家
内
部
の
内
戦
」
を
扱
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、
条
約
の
す
べ
て

の
規
定
の
適
用
は
認
め
ら
れ
ず
、「
条
約
の
諸
原
則
」
の
適
用
が
認
め
ら
れ
る
に
留
ま
っ
て
い
る）

37
（

。

こ
の
点
は
、ICRC

の
説
明
か
ら
、
よ
り
明
確
に
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
も
、
本
テ
キ
ス
ト
を
提
案
す
る
に
あ
た
っ
て
、

ICRC

は
、「
条
約
は
、
戦
争
宣
言
を
伴
わ
な
く
と
も
、
国
家
間
の
あ
ら
ゆ
る
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
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し
て
、
そ
の
人
道
的
な
諸
原
則
は
、
た
と
え
条
約
が
法
的
に
適
用
可
能
と
な
ら
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
お
い
て
、
尊

重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る）

38
（

。
こ
の
説
明
に
関
連
し
てICRC

は
「
人
道
的
な
諸
原
則
は
、
す
べ
て
の
場

合
に
、
内
戦
の
場
合
で
さ
え
、
影
響
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
に
付
言
し
て
い
る）

39
（

こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
言
う
「
あ
ら
ゆ
る
状
況
」
の

中
に
「
内
戦
」
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
こ
のICRC

提
案
に
関
し
て
は
、
国
際
的
武
力
紛
争
を
め
ぐ
っ
て
は
、「
本
条
約
」（
ま
た
は
「
条
約
」）
が
適
用
さ
れ
る

の
に
対
し
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
う
で
は
な
く
「
条
約
の
諸
原
則
」（
ま
た
は
「
人
道
的
な
諸
原
則
」）
が
適
用
さ
れ

る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
点
に
ま
ず
も
っ
て
そ
の
特
徴
が
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る）

40
（

。
こ
の
こ
と
は
、
ユ
ー
ス
・
イ
ン
・
ベ
ロ
ー
の

紛
争
区
別
に
従
っ
て
規
律
に
相
違
を
設
け
て
い
る
と
い
う
趣
旨
か
ら
、
ま
さ
に
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
こ
のICRC

提
案
の

中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

第
二
に
、
こ
のICRC

提
案
の
後
段
部
分
に
関
連
し
て
、
相
互
主
義
の
条
件
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
注
目
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、ICRC

コ
メ
ン
タ
リ
ー
は
、「
相
互
主
義
に
基
づ
き
、
敵
対
当
事
者
は
、
条
約
の
諸
原
則
を
適
用
す
る
準

備
が
で
き
て
い
る
こ
と
を
宣
言
す
る
よ
う
、
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る）

41
（

。
す
な
わ
ち
、
そ
も
そ
も
、
非
国
際
的
武
力

紛
争
に
お
い
て
、
条
約
の
諸
原
則
の
適
用
は
、
適
用
に
関
す
る
宣
言
が
紛
争
当
事
者
か
ら
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
相
互
主
義
の
条
件
に
つ
い
て
、ICRC

は
、
適
用
に
関
す
る
宣
言
が
人
道
的
な
観
念
を
紛
争
当
事
者
に
普
及
し
、「
結
果
と
し
て
、
内

戦
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
被
害
が
か
な
り
減
ら
さ
れ
る
」
と
期
待
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る）

42
（

。
確
か
に
、
そ
の
可
能
性
は
否
定
さ
れ
な

い
も
の
の
、
紛
争
当
事
者
に
こ
の
宣
言
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
適
用
さ
れ
る
範
囲
を
著
し
く
制
限
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
に

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
に
提
出
さ
れ
たICRC

提
案
に
つ
い
て
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
関
し
て
、「
条
約
の
諸
原

則
」
の
適
用
に
留
め
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
適
用
に
あ
た
っ
て
は
相
互
主
義
の
条
件
を
課
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
体
と
し
て
、
相

当
に
慎
重
な
立
場
を
と
る
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。ICRC

コ
メ
ン
タ
リ
ー
が
こ
のICRC

提
案
に
つ
い
て
「
十
分
に

控
え
め
で
あ
っ
た）

43
（

」
と
回
顧
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、ICRC

自
身
が
こ
の
よ
う
な
立
場
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る）

44
（

。
で
は
、
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
は
、
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

二
　
委
員
会
・
全
体
会
合

各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
は
、
三
つ
の
委
員
会
を
設
置
し
つ
つ）

45
（

、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
の
審
議
を
進
め
た
後
、
全
体
会
合
に
お
い
て
総

括
す
る
と
い
う
手
順
を
踏
ん
だ
。
各
審
議
を
受
け
て
、
最
終
的
に
同
会
議
が
採
択
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
本
条
約
は
、
た
と
え
い
か
な
る
戦
争
宣
言
が
発
せ
ら
れ
な
く
と
も
、
か
つ
、
武
力
介
入
が
ど
の
よ
う
な
形
態
を
帯
び
よ
う
と
も
、
敵
対

行
為
が
事
実
上
生
じ
る
や
い
な
や
、
締
約
当
事
者
間
に
適
用
さ
れ
る
。
国
家
内
部
の
武
力
紛
争
の
場
合
に
お
い
て
、
条
約
は
、
敵
対
当
事

者
の
一
方
が
拒
否
す
る
こ
と
を
明
示
的
に
宣
言
し
な
い
限
り
、
各
敵
対
当
事
者
に
よ
っ
て
等
し
く
適
用
さ
れ
る）

46
（

。」

こ
の
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
の
審
議
を
め
ぐ
っ
て
は
、「﹇ICRC
の
﹈
控
え
め
な
提
案
を
拒
否
し
、
当
時
と
し
て
は
極
め
て
革
新
的
な

テ
キ
ス
ト
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る）

47
（

。ICRC

提
案
か
ら
の
変
化
に
注
意
し
つ
つ
、
本
テ
キ
ス
ト
の
「
革
新
的
」

な
部
分
に
つ
い
て
、
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う）

48
（

。
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（
一
）　
「
条
約
の
諸
原
則
」
か
ら
「
条
約
」
へ

（
１
）　

ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
へ

第
一
に
、
注
目
す
べ
き
は
、
前
段
部
分
と
後
段
部
分
の
双
方
に
、
同
じ
規
律
が
及
ぼ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
前
段
部
分
は
、

敵
対
行
為
が
「
締
約
当
事
者
間
」、
す
な
わ
ち
、
締
約
国
間
に
お
い
て
生
じ
る
場
合
を
想
定
し
、
そ
こ
で
は
、「
本
条
約
」
が
適
用
さ
れ
る

の
に
対
し
、
後
段
部
分
は
、「
国
家
内
部
の
武
力
紛
争
」
を
取
り
扱
っ
て
お
り
、
そ
の
場
合
も
、
前
段
部
分
と
同
様
、「
条
約
」
が
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
本
テ
キ
ス
ト
は
、
国
際
的
武
力
紛
争
と
非
国
際
的
武
力
紛
争
の
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
、「
条
約
」
の

適
用
を
認
め
る
と
い
う
内
容
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
に
お
い
て
こ
の
点
を
進
言
し
た
の
が
、
ベ
ル
ギ
ー
赤
十
字
社
で
あ
っ
た
。
そ
の
代
表
のD

ronsart

は
、「
戦
争

の
性
質
と
そ
の
帰
結
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
か
ら
我
々
が
作
成
す
る
す
べ
て
の
条
約
は
す
べ
て
の
戦
争
犠
牲
者
に
関
係
す

る
」
と
し
、「
戦
争
が
国
家
間
と
国
家
内
部
の
い
ず
れ
に
生
じ
よ
う
と
も
、
今
後
は
、
条
約
が
す
べ
て
の
戦
争
犠
牲
者
に
向
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
判
断
す
る
」
と
提
案
し
て
い
る）

49
（

。
結
果
的
に
、
こ
の
提
案
は
、
各
国
赤
十
字
社
か
ら
支
持
を
受
け
る
に

至
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
赤
十
字
社
の
代
表
で
あ
るM

ilosevic

は
、「﹇D

ronsart

が
提
案
す
る
﹈
規
定
に
よ
っ
て
、
援

助
を
必
要
と
し
て
い
る
す
べ
て
の
者
に
そ
れ
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
歓
迎
の
意
を
表
明
し）

50
（

、
さ
ら
に
イ
ラ
ン
赤
十
字
社
の
代
表

で
あ
るAghababian

は
、「﹇
内
戦
を
付
随
的
な
も
の
と
理
解
す
る
﹈
考
え
は
…
あ
ら
ゆ
る
戦
争
が
条
約
に
よ
っ
て
関
連
付
け
ら
れ
る
と
い

う
我
々
の
考
え
と
も
は
や
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
断
じ
て
い
る）

51
（

。

こ
の
よ
う
に
、
本
テ
キ
ス
ト
は
、
国
際
的
武
力
紛
争
と
非
国
際
的
武
力
紛
争
の
両
方
に
、
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
の
適
用
を
認
め
る
も

の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
、
本
テ
キ
ス
ト
が
ま
さ
に
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
拠
っ
て
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
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い
る
。ICRC

提
案
か
ら
の
変
化
と
し
て
、
ま
ず
は
、
こ
の
点
に
「
革
新
的
」
な
部
分
を
本
テ
キ
ス
ト
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
評

価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）　
「（
国
家
内
部
の
）
内
戦
」
か
ら
「（
国
家
内
部
の
）
武
力
紛
争
」
へ

ICRC

提
案
か
ら
本
テ
キ
ス
ト
に
か
け
て
、
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
移
り
変
わ
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
よ
り
良
く
理
解
す
る
目
的
か
ら
は
、
も
う
一
つ
の
修
正
箇
所
に
目
を
向
け
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
ベ
ル
ギ
ー
赤
十
字
社
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
先
鞭
を
付
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
代
表
のD

ronsart

は
、「
内
戦
、

さ
ら
に
宣
言
を
伴
わ
な
い
戦
争
の
み
な
ら
ず
宣
言
を
伴
う
戦
争
に
対
し
て
も
条
約
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
す
る
規
定
を
…
導
入
す
べ

き
で
あ
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
」
と
し
、
そ
の
上
で
、「
戦
争
が
宣
言
を
伴
う
に
せ
よ
、
伴
わ
な
い
に
せ
よ
、
同
一
の
国
家
の
個
人
を
戦

わ
せ
る
に
せ
よ
、
複
数
の
国
家
を
戦
わ
せ
る
に
せ
よ
、
一
種
類
の
戦
争
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

52
（

」（
傍
点
引
用

者
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
発
言
は
、
国
際
的
武
力
紛
争
と
非
国
際
的
武
力
紛
争
の
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
、
同
じ
く
条
約
の
す
べ
て
の
規

定
が
適
用
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
ユ
ー
ス
・
イ
ン
・
ベ
ロ
ー
に
お
け
る
紛
争
区
別
の
意
義
を
失
く
す
と
い
う
と
こ
ろ
に
そ
の
趣
旨
が

あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

具
体
的
に
文
言
を
提
案
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ベ
ル
ギ
ー
赤
十
字
社
の
発
言
を
さ
ら
に
一
歩
前
進
さ
せ
た
の
が
、
エ
ジ
プ
ト
赤
十
字
社
で

あ
っ
た
。
そ
の
代
表
のD

oss Pacha

は
、「
国
家
間
戦
争
と
内
戦
の
い
ず
れ
が
問
題
と
な
ろ
う
と
も
、
条
約
が
武
力
紛
争
の
あ
ら
ゆ
る
場
合

に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
す
る
文
言
は
、
す
べ
て
の
事
態
を
考
慮
す
る
目
的
か
ら
、
十
分
に
ゆ
と
り
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
」
と
し
た

上
で
、「（『
内
戦
』
で
は
な
く
）『
武
力
紛
争
』
の
文
言
が
完
全
に
満
足
が
行
く
と
い
う
点
を
主
張
す
る
」
と
述
べ
て
い
る）

53
（

。
す
な
わ
ち
、「
武

力
紛
争
」
の
文
言
で
あ
れ
ば
、
国
際
的
武
力
紛
争
と
非
国
際
的
武
力
紛
争
の
い
ず
れ
も
等
し
く
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
か
ら
、
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少
な
く
と
も
こ
こ
で
は
、「
内
戦
」
の
文
言
よ
り
も
、「
武
力
紛
争
」
の
文
言
を
用
い
る
方
が
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

ICRC
提
案
と
は
対
照
的
に
、
本
テ
キ
ス
ト
の
よ
う
に
、
国
際
的
武
力
紛
争
と
非
国
際
的
武
力
紛
争
の
双
方
に
同
じ
く
「
条
約
」、
す
な

わ
ち
、
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
の
適
用
を
認
め
る
な
ら
ば
、
ユ
ー
ス
・
イ
ン
・
ベ
ロ
ー
に
お
け
る
紛
争
区
別
の
意
義
は
、
実
質
的
に
な
く

な
る
。
こ
の
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
と
い
う
変
化
に
、「（
国
家
内
部
の
）
内
戦
」
か

ら
「（
国
家
内
部
の
）
武
力
紛
争
」
へ
と
い
う
も
う
一
つ
の
修
正
箇
所
は
、
基
本
的
に
連
動
す
る
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る）

54
（

。

（
二
）　

相
互
主
義
の
条
件
を
め
ぐ
っ
て

第
二
に
、ICRC

提
案
が
、「
相
互
主
義
を
条
件
と
し
て
」
と
い
う
文
言
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
適
用
に
あ
た
っ
て
は
そ
れ
に
関
す

る
明
示
の
宣
言
を
紛
争
当
事
者
に
求
め
て
い
た
の
に
対
し
、
本
テ
キ
ス
ト
は
、
当
該
文
言
を
「
敵
対
当
事
者
の
一
方
が
拒
否
す
る
こ
と
を

明
示
的
に
宣
言
し
な
い
限
り
」
と
い
う
文
言
に
改
め
て
い
る
点
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
文
言
に
従
う
と
、
紛
争
当
事
者
か

ら
適
用
の
拒
否
に
関
す
る
明
示
の
宣
言
が
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
条
約
の
継
続
的
適
用
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
か
ら
、ICRC

提
案
よ

り
も
、
適
用
さ
れ
る
範
囲
が
広
く
認
め
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
に
お
い
て
、ICRC

提
案
が
唱
え
る
相
互
主
義
の
条
件
に
懸
念
を
表
明
し
た
者
が
、
イ
ラ
ン
赤
十
字
社
で
あ
っ

た
。
そ
の
代
表
を
務
め
るAghababian

は
、
適
用
に
関
す
る
明
示
の
宣
言
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
れ
が
「
意
思
を
表
明
す
る
こ
と
の
可
能
な

周
知
の
能
力
の
存
在
を
推
定
す
る
」
と
し）

55
（

、
紛
争
当
事
者
の
側
に
意
思
表
明
の
能
力
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
主
張
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、「
結
果
的
に
、
戦
争
下
に
あ
る
一
方
の
当
事
者
の
側
に
、
こ
の
よ
う
に
何
ら
か
の
意
思
の
識
別
を
要
求
す

る
こ
と
は
、
条
約
の
適
用
を
制
約
し
、
か
つ
、
条
約
の
適
用
が
よ
り
一
層
望
ま
れ
る
場
合
を
排
除
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
し）

56
（

、ICRC

提
案
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の
よ
う
に
、
適
用
に
関
す
る
明
示
の
宣
言
を
求
め
る
こ
と
を
問
題
と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、Aghababian

は
、
新
し
い
文
言
を
提
案
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
定
式
を
逆
転
し
、『
公
の
当
局
の
明
示
的
か
つ
断
定
的
な

拒
絶
が
あ
る
場
合
を
除
き
』
と
表
す
こ
と
が
で
き
る）

57
（

」
と
。
こ
の
文
言
は
、
紛
争
当
事
者
か
ら
の
明
示
の
宣
言
に
つ
い
て
、ICRC

提
案

が
、
条
約
の
諸
原
則
の
適
用
と
い
う
効
力
発
生
の
た
め
の
条
件
と
い
う
観
点
か
ら
そ
れ
を
構
成
し
て
い
る
（
停
止
条
件
）
の
と
は
異
な
っ

て
、
条
約
の
不
適
用
と
い
う
効
力
消
滅
の
た
め
の
条
件
と
い
う
観
点
か
ら
そ
れ
を
構
成
し
て
い
る
（
解
除
条
件）

58
（

）。
い
く
つ
か
の
修
正
が
出

さ
れ
た
後）

59
（

、
最
終
的
に
「
敵
対
当
事
者
の
一
方
が
拒
否
す
る
こ
と
を
明
示
的
に
宣
言
し
な
い
限
り
」
と
い
う
文
言
に
落
ち
着
く
に
至
っ
て

い
る
。

相
互
主
義
の
条
件
に
関
し
て
は
、
そ
れ
が
停
止
条
件
か
ら
解
除
条
件
に
変
化
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
当
事
者
の
同

意
な
し
に
条
約
を
自
動
的
に
適
用
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る）

60
（

」
と
い
う
こ
と
が
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
。
と
い
う
の
も
、
す
で
に
述
べ
た
文
言
を
提
案
す
る
に
あ
た
っ
て
、Aghababian

は
、「『
黙
示
の
受
諾
』
を
想
定
す
る
文
言
に
よ
っ
て
、

相
互
主
義
の
そ
れ
に
取
っ
て
代
え
る
こ
と
を
求
め
る
」
と
い
う
こ
と
に
付
言
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る）

61
（

。
要
す
る
に
、
こ
こ
で
は
、
紛
争
当

事
者
に
条
約
の
適
用
に
関
す
る
同
意
が
黙
示
的
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て）

62
（

、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、「
い

か
な
る
国
家
も
叛
徒
も
、
そ
の
価
値
と
本
質
的
な
性
格
が
普
遍
的
に
承
認
さ
れ
る
人
道
原
則
を
遵
守
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
な
い

だ
ろ
う
」
と
い
う
認
識
が
少
な
く
と
も
各
国
赤
十
字
社
の
間
に
共
有
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る）

63
（

。

こ
の
よ
う
に
、
本
テ
キ
ス
ト
は
、
相
互
主
義
の
条
件
を
停
止
条
件
か
ら
解
除
条
件
に
修
正
す
る）

64
（

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
著
し
く
緩
和

し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
の
「
ほ
ぼ
自
動
的
な
」
適
用
を
認
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る）

65
（

。
こ
こ
に
、ICRC

提
案
と

は
異
な
る
「
革
新
的
」
と
言
え
る
も
う
一
つ
の
部
分
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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三
　
評
価

以
上
、
一
九
四
六
年
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
の
や
り
取
り
を
検
討
し
て
き
た
。
同
会
議
に
お
け
るICRC

提
案
と
委
員
会
・
全
体
会

合
の
そ
れ
ぞ
れ
の
検
討
か
ら
は
、
次
の
よ
う
に
評
価
を
導
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
ず
、ICRC
提
案
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
を
め
ぐ
っ
て
は
、「
条
約
の
諸
原
則
」
の
適
用
に
留
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
際
的
武
力

紛
争
と
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
別
々
の
規
律
を
設
け
る
こ
と
を
内
容
と
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に

依
拠
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
も
の
の
、
最
終
的
に
同
会
議
が
採
択
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
国
際
的
武
力
紛
争
と
非
国
際
的
武

力
紛
争
の
い
ず
れ
も
等
し
く
「
条
約
」
の
適
用
を
認
め
る
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
同
会
議
が
、ICRC

提
案
と
異
な

り
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
拠
っ
て
立
つ
こ
と
を
選
択
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

次
に
、ICRC

提
案
は
、
相
互
主
義
の
条
件
を
課
し
、
紛
争
当
事
者
に
適
用
に
関
す
る
明
示
の
宣
言
を
求
め
る
こ
と
を
内
容
と
し
て
い

た
。
し
か
し
、
最
終
的
に
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
が
採
択
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
相
互
主
義
の
条
件
を
定
式
し
直
し
、
紛
争
当
事
者
か
ら

適
用
の
拒
否
に
関
す
る
明
示
の
宣
言
が
出
さ
れ
な
い
限
り
、
条
約
の
継
続
的
適
用
を
認
め
る
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

相
互
主
義
の
条
件
に
つ
い
て
は
、
停
止
条
件
か
ら
解
除
条
件
へ
と
修
正
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
同
会
議
の
テ
キ
ス
ト
に
関
し
て
は
、

ICRC

提
案
よ
り
も
、
そ
の
適
用
さ
れ
る
範
囲
が
広
範
に
認
め
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
全
体
と
し
て
整
理
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、ICRC

提
案
は
、「
条
約
の
諸
原

則
」
の
適
用
を
認
め
る
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
に
加
え
て
、
停
止
条
件
と
し
て
の
相
互
主
義
の
条
件
を
課
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
当
に
慎
重
な

立
場
を
と
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
最
終
的
に
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
が
採
択
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、「
条
約
」、
す

な
わ
ち
、
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
の
適
用
を
認
め
、
そ
れ
と
同
時
に
、
解
除
条
件
と
し
て
の
相
互
主
義
の
条
件
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
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て
、ICRC

提
案
と
は
異
な
っ
て
、
相
当
に
大
胆
な
立
場
を
と
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
九
四
六
年
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
に
お
け
るICRC

提
案
と
委
員
会
・
全
体
会
合
の
や
り
取
り
は
、
非
国
際
的
武

力
紛
争
を
規
律
す
る
ユ
ー
ス
・
イ
ン
・
ベ
ロ
ー
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
の
内
容
を
大
き
く
振
れ
動
か
す
経
緯
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が

で
き
る）

66
（

。
も
っ
と
も
、
注
意
を
要
す
る
の
は
、
同
会
議
は
、
国
家
を
代
表
す
る
政
府
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
赤
十
字
社
が
参
加
す
る
会

議
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
、
国
家
を
代
表
す
る
政
府
が
、
本
テ
キ
ス
ト
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
示
す

か
と
い
う
こ
と
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る）

67
（

。
そ
こ
で
、
次
に
、
政
府
専
門
家
会
議
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

第
二
章
　
一
九
四
七
年
政
府
専
門
家
会
議

一
　IC

RC

提
案

政
府
専
門
家
会
議
は
、
一
九
四
七
年
四
月
一
四
日
か
ら
四
月
二
六
日
の
間
、ICRC

に
よ
っ
て
、
開
催
さ
れ
た）

68
（

。
同
会
議
に
先
立
っ
て
、

ICRC

は
、
す
で
に
述
べ
た
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
の
テ
キ
ス
ト
を
原
案
と
し
て
、
提
出
し
て
い
る
。
改
め
て
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
を
こ
こ

に
記
し
て
お
こ
う
。

「
本
条
約
は
、
た
と
え
い
か
な
る
戦
争
宣
言
が
発
せ
ら
れ
な
く
と
も
、
か
つ
、
武
力
介
入
が
ど
の
よ
う
な
形
態
を
帯
び
よ
う
と
も
、
敵
対

行
為
が
事
実
上
生
じ
る
や
い
な
や
、
締
約
当
事
者
間
に
適
用
さ
れ
る
。
国
家
内
部
の
武
力
紛
争
の
場
合
に
お
い
て
、
条
約
は
、
敵
対
当
事

者
の
一
方
が
拒
否
す
る
こ
と
を
明
示
的
に
宣
言
し
な
い
限
り
、
各
敵
対
当
事
者
に
よ
っ
て
等
し
く
適
用
さ
れ
る）

69
（

。」
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本
テ
キ
ス
ト
に
関
し
て
、ICRC

コ
メ
ン
タ
リ
ー
は
、「
赤
十
字
運
動
の
理
想
で
あ
っ
て
、
必
然
的
な
立
場
で
あ
っ
た
」
と
し）

70
（

、ICRC

と

い
う
団
体
の
性
格
上
、
し
か
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
注
目
に
値
す
べ
き
は
、
少
な
く
と
も

本
テ
キ
ス
ト
を
提
出
す
る
当
時
に
お
い
て
、ICRC

が
、
そ
の
内
容
に
必
ず
し
も
満
足
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る）

71
（

。
ICRC

の
不
満
は
、
本
テ
キ
ス
ト
が
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
「
条
約
」、
す
な
わ
ち
、
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
を
認
め

て
い
る
と
い
う
点
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。ICRC

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「﹇
本
テ
キ
ス
ト
の
﹈
解
決
策
は
、
特
に
、

戦
争
捕
虜
に
関
す
る
条
約
が
類
推
に
よ
っ
て
で
し
か
…
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
事
実
か
ら
、
多
く
の
困
難
に
直
面
す
る
」
の

で
あ
っ
て
、「
実
際
の
と
こ
ろ
、﹇
戦
争
捕
虜
に
関
す
る
条
約
の
﹈
多
く
の
規
定
は
、
正
規
軍
に
の
み
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ

て
、
国
際
戦
争
を
前
提
と
し
て
い
る
」
と）

72
（

。
こ
の
懸
念
は
、
戦
争
捕
虜
の
概
念
、
よ
り
一
般
的
に
、
戦
争
捕
虜
に
関
す
る
条
約
の
規
定
が

国
際
的
武
力
紛
争
に
の
み
適
用
可
能
で
あ
る
か
ら
、
類
推
適
用
を
別
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
概
念
・
規
定
を
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
テ
キ
ス
ト
に
関
し
て
、ICRC

は
、
一
定
の
理
解
を
示
し
つ
つ
も
、
そ
れ
が
同
時
に
問
題
点
を
抱
え
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
た）

73
（

。
本
テ
キ
ス
ト
の
提
出
に
あ
た
っ
て
、ICRC
が
「
内
戦
へ
の
人
道
条
約
の
適
用
に
よ
っ
て
で
は
、
国
家
内
部
の
紛
争

か
ら
生
ず
る
す
べ
て
の
複
雑
な
問
題
の
解
決
に
、
必
ず
し
も
十
分
で
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

74
（

」
と
述
べ
て
い
た
こ
と
を

考
慮
す
る
と
、
全
体
と
し
て
は
、
批
判
的
な
意
識
の
方
が
強
か
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。ICRC

の
上
記
懸
念
、
す
な
わ
ち
、
戦

争
捕
虜
に
関
す
る
概
念
・
規
定
を
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
困
難
が
伴
う
と
い
う
点
は
、
本
稿
の
問
題
関
心
と
の

関
連
に
お
い
て
、
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
が
抱
え
る
限
界
の
一
つ
を
窺
い
知
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る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
に
提
案
者
で
あ
るICRC

か
ら
あ
ま
り
支
持
を
受
け
な
か
っ
た
本
テ
キ
ス
ト
は
、
政
府
専
門
家
会
議
の
審
議
に
お
い

て
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

二
　
委
員
会
・
全
体
会
合

政
府
専
門
家
会
議
は
、
三
つ
の
委
員
会
を
設
置
し）

75
（

、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
の
審
議
を
踏
ま
え
た
上
で
、
全
体
会
合
に
お
い
て
結
論
を
出

し
て
い
る
。
全
体
会
合
は
、
次
の
テ
キ
ス
ト
を
採
択
し
た
。

「
本
条
約
は
、
当
事
者
に
よ
っ
て
戦
争
状
態
と
し
て
承
認
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
り
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
武
力
紛
争
の
開
始
か
ら
、
締

約
当
事
者
間
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
。
締
約
当
事
者
の
本
国
ま
た
は
植
民
地
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
の
内
戦
の
場
合
に
お
い
て
、
条
約
の
諸
原

則
は
、
敵
対
当
事
者
が
等
し
く
そ
れ
に
従
う
と
い
う
条
件
の
下
に
、
締
約
当
事
者
に
よ
っ
て
等
し
く
適
用
さ
れ
る）

76
（

。」

本
テ
キ
ス
ト
の
内
容
に
つ
い
て
は
、「
過
度
に
悲
観
的
で
あ
っ
た
」
と
言
わ
れ
て
い
る）

77
（

。
ど
の
よ
う
な
点
を
め
ぐ
っ
て
、
本
テ
キ
ス
ト
を

「
悲
観
的
」
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。ICRC

提
案
と
の
比
較
に
お
い
て
、
そ
れ
は
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
二
つ
の
点
に

あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
一
）　
「
条
約
」
か
ら
「
条
約
の
諸
原
則
」
へ

（
１
）　

ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
へ

第
一
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
を
め
ぐ
っ
て
は
、「
条
約
」
の
適
用
か
ら
、「
条
約
の
諸
原
則
」
の
適
用
に
再
び
変
化
し
て
い
る
と
い
う
点

で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
前
段
部
分
は
、「
武
力
紛
争
」
が
「
締
約
当
事
者
間
」、
す
な
わ
ち
、
締
約
国
間
に
発
生
す
る
場
合
を
対
象
と
し
、
そ

の
場
合
は
、「
本
条
約
」
の
適
用
を
認
め
て
い
る
の
に
対
し
、
後
段
部
分
は
、「
締
約
当
事
者
の
本
国
ま
た
は
植
民
地
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
の
内

戦
」
を
扱
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、「
本
条
約
」
で
は
な
く
、「
条
約
の
諸
原
則
」
の
適
用
を
認
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

政
府
専
門
家
会
議
に
お
い
て
こ
の
修
正
を
切
り
出
し
た
者
が
、
す
で
に
見
たICRC

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
興
味
深
い
。
そ
の
代
表
のPictet

は
、
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
に
お
け
るICRC

提
案
か
ら
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
一
連
の
経
緯
を
振
り
返
っ
た
上
で）

78
（

、「
そ
の
検
討
を
継
続

す
る
う
ち
に
、（
赤
十
字
）
国
際
委
員
会
は
、﹇
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
が
採
択
し
た
﹈
テ
キ
ス
ト
を
い
く
ら
か
修
正
し
得
る
と
判
断
し

た
」
と
説
明
し）

79
（

、
同
会
議
の
テ
キ
ス
ト
（
す
な
わ
ち
、
政
府
専
門
家
会
議
にICRC

が
原
案
と
し
て
提
出
し
た
上
記
テ
キ
ス
ト
）
の
修
正

を
提
案
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
同
時
に
オ
ラ
ン
ダ
も
修
正
を
申
し
出
た
こ
と
か
ら
、ICRC

に
先
立
っ
て
、
ま
ず
は
同
国
が
、
具
体
的
な

提
案
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
の
代
表
のD

aubenton

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
内
戦
に
お
い
て
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
、

一
般
的
な
諸
原
則
に
他
な
ら
な
い
」
と）

80
（

。
こ
の
発
言
は
、
政
府
専
門
家
会
議
が
採
択
す
る
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、「
条
約
」
で
は
な
く
、

「
一
般
的
な
諸
原
則
」
の
適
用
に
留
め
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
事
実
、
こ
の
オ
ラ
ン
ダ
修
正
案
を
受
け
て
、
議
長
を
務
め

るD
ronsart

は
、「
結
局
、
こ
の
修
正
案
は
、『
条
約
は
適
用
さ
れ
る
』
の
文
言
を
『
条
約
の
一
般
的
な
諸
原
則
は
適
用
さ
れ
る
に
留
ま
る
』

の
文
言
に
取
っ
て
代
え
る
こ
と
に
近
づ
く
だ
け
で
あ
る
」
と
し）

81
（

、
本
修
正
案
の
趣
旨
が
「
条
約
の
一
般
的
な
諸
原
則
」
の
適
用
に
留
め
る
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こ
と
に
あ
る
と
い
う
理
解
を
示
し
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
修
正
案
に
続
い
て
、ICRC

か
ら
も
う
一
つ
の
修
正
案
が
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
代
表
のPictet

は
、
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議

の
テ
キ
ス
ト
の
一
部
に
つ
い
て
、「
国
家
内
部
の
武
力
紛
争
の
場
合
に
お
い
て
、
条
約
の
諸
規
則
は
適
用
さ
れ
る
」
に
修
正
す
る
よ
う
、
求

め
て
い
る）

82
（

。「
条
約
の
諸
規
則
」
の
文
言
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
か
ら
は
、「
条
約
」
を
若
干
明
確
に
言
い
換
え
た
だ
け
で
あ
っ
て
、「
条
約
」
と
何

ら
異
な
ら
な
い
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、Pictet

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「﹇
各
国
赤

十
字
社
予
備
会
議
の
テ
キ
ス
ト
は
﹈
国
家
に
と
っ
て
あ
ま
り
に
絶
対
的
な
約
束
で
あ
る
。
…
﹇ICRC

修
正
案
に
よ
っ
て
﹈
我
々
は
、
オ

ラ
ン
ダ
修
正
案
に
近
づ
く）

83
（

」
と
。
こ
の
よ
う
に
、
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
の
テ
キ
ス
ト
を
批
判
す
る
と
と
も
に
、ICRC

修
正
案
が
オ
ラ

ン
ダ
修
正
案
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
付
言
し
て
い
る
点
を
考
慮
す
る
と
、
前
者
と
後
者
に
基
本
的
に
違
い
は
な
い
と
評
価
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
条
約
の
諸
原
則
」
に
修
正
さ
れ
た
こ
と
が
意
味
を
持
つ
。
こ
の
こ
と
は
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら

ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
再
び
戻
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て）

84
（

、ICRC

提
案
と
比
較
し
て
、
こ
こ
に
「
悲
観
的
」
と
言
え

る
箇
所
の
一
つ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

（
２
）　

そ
の
理
由
―
―Bourquin

とC
astberg

の
見
解
を
手
が
か
り
と
し
て

そ
こ
で
、
問
題
は
、
な
ぜ
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
再
び
戻
っ
た
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
国
際
法
学
者
と
し
て
も
著
名
なBourquin
とCastberg

と
い
う
二
人
の
政
府
代
表
が
見
解
を
述
べ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
本
節
は
、
そ
れ
ら
を
手
が
か
り
と
し
た
い
。

議
論
の
発
端
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
代
表
で
あ
るBourquin

か
ら
、
提
起
さ
れ
た
。Bourquin

は
、「
ま
さ
に
人
道
の
諸
規
定
は
人
道
的
な
性
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格
を
有
す
る
が
故
に
、
我
々
を
突
き
動
か
す
傾
向
は
、
そ
れ
ら
の
諸
規
定
を
可
能
な
限
り
拡
大
す
る
こ
と
に
あ
る
」
と
し）

85
（

、
非
国
際
的
武

力
紛
争
へ
の
「
条
約
」
の
適
用
を
推
進
す
る
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、「
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
同
じ

方
法
に
よ
っ
て
適
用
す
る
よ
う
に
形
式
的
に
規
則
を
拡
大
す
る
こ
と
は
難
し
い
」
と
し
、「
内
戦
に
つ
い
て
は
一
定
の
必
要
な
適
合
が
求
め

ら
れ
る
」
と
断
じ
て
い
る）

86
（

。
要
す
る
に
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
そ
の
ま
ま
「
条
約
」
を
適
用
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
て
、
そ
れ
故
に
、

「
適
合
」、
す
な
わ
ち
、
一
定
の
調
整
が
必
要
と
な
る
と
い
う
認
識
を
示
し
て
い
る
。

で
は
、
ど
の
よ
う
な
点
に
お
い
て
、
こ
の
「
適
合
」
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。Bourquin

は
、
交
戦
団
体
承
認
が
あ
る
場
合
は
、
い

か
な
る
問
題
も
生
じ
な
い）

87
（

け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
な
い
場
合
は
、「
形
式
的
に
合
法
な
政
府
と
そ
の
政
府
と
対
立
し
て
い
る
当
事
者
に
直
面
す

る
た
め
、
状
況
は
お
そ
ら
く
極
め
て
複
雑
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る）

88
（

。
そ
し
て
、「
我
々
が
こ
れ
ま
で
に
同
意
を
表
明
し
て
き
た
諸
規
定
が

あ
ら
ゆ
る
状
況
に
お
い
て
技
術
的
に
適
用
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
私
は
、
確
信
を
持
っ
て
い
な
い
」
と
し
た
上
で）

89
（

、
非
国
際

的
武
力
紛
争
と
の
関
連
に
お
い
て
こ
の
疑
問
が
露
呈
す
る
規
則
と
し
て
、
具
体
的
に
、
占
領
国
と
文
民
の
そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
を
挙
げ
て
い

る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
占
領
国
の
概
念
に
関
し
て
、Bourquin

は
、「
こ
の
概
念
を
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
」
と
自
問
し
、

そ
の
上
で
、「
私
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
何
も
わ
か
ら
な
い
」
と
答
え
て
い
る）

90
（

。「
起
こ
り
得
る
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
条
約
の
す
べ
て
の
規

定
を
事
実
と
し
て
適
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、「
占
領

国
の
概
念
は
、
内
戦
と
の
関
連
に
お
い
て
は
、
解
決
の
容
易
で
な
い
法
的
状
況
で
あ
る
」
と
し
て
い
る）

91
（

。
少
な
く
と
も
こ
の
説
明
だ
け
か

ら
は
、
そ
の
よ
う
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
自
体
は
示
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
確
か
に
、
占
領
国
（
ま
た
は
占
領
）
の
概
念

が
外
国
領
域
へ
の
一
定
の
支
配
の
確
立
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
想
起
し
て
み
れ
ば
、
そ
れ
が
、
一
国
の
領
域
内
に
生
じ
る
こ
と
を
前
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提
と
し
て
い
る
非
国
際
的
武
力
紛
争
と
基
本
的
に
な
じ
み
難
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
想
像
し
得
る
と
考
え
ら
れ
る）

92
（

。

次
に
、
文
民
の
概
念
に
関
し
て
、Bourquin

は
、「
内
戦
の
場
合
に
文
民
の
保
護
を
可
能
な
限
り
拡
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
私
は
、
ま
っ
た
く
賛
成
で
あ
る
」
と
し）

93
（

、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
文
民
の
保
護
の
主
張
を
支
持
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
文
民
の
概
念
を
め
ぐ
っ
て
は
、「
内
戦
と
い
う
特
別
の
状
況
に
条
約
の
定
式
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

し）
94
（

、
こ
の
概
念
に
関
す
る
条
約
の
規
則
を
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ

の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
、「
条
約
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
文
民
は
自
身
の
所
在
す
る
領
域
国
の
国
籍
を
有

し
な
い
」
と
い
う
い
わ
ゆ
る
国
籍
要
件
で
あ
る）

95
（

。
確
か
に
、
一
般
的
に
言
え
ば
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
の
紛
争
当
事
者
の
一
方
で
あ
る
叛

徒
は
、
領
域
国
の
国
籍
を
有
す
る
者
で
あ
る
訳
だ
か
ら
、
こ
の
文
脈
に
お
い
て
国
籍
要
件
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
意
味
を

持
た
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
と
類
似
す
る
見
解
を
提
示
し
て
い
る
者
が
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
代
表
を
務
め
るCastberg

で
あ
っ
た
。Castberg

は
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
適
用
の
難
し
さ
は
、
抑
留
の
規
則
と
占
領
国
に
関
す
る
規
則
を
め
ぐ
っ
て
、
惹
起
さ
れ
る
」
と）

96
（

。
占
領
国

の
規
則
は
、
上
記Bourquin

に
よ
っ
て
も
、
指
摘
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
抑
留
の
規
則
を
め
ぐ
っ
て
は
、
例
え
ば
、
被
抑
留
者
の

待
遇
・
条
件
に
関
連
し
て
、
通
常
は
、
国
家
と
同
じ
能
力
を
叛
徒
が
持
っ
て
い
る
こ
と
は
想
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
確
か
に
、「
条
約
」

に
求
め
ら
れ
る
義
務
を
そ
の
ま
ま
叛
徒
に
課
す
と
い
う
こ
と
は
、
不
合
理
な
の
か
も
し
れ
な
い）

97
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
発
言
の
背
景
に
、

Bourquin

と
同
様
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
へ
の
「
条
約
」
の
適
用
に
対
し
て
批
判
的
な
意
識
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
事
実
、

Castberg

は
、「
私
はBourquin

の
意
見
に
賛
成
す
る
」
と
し
、「
規
則
を
適
用
す
る
た
め
に
必
要
な
適
合
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と

明
確
に
述
べ
て
い
る）

98
（

。
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で
は
、
こ
の
「
適
合
」
は
、
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
糸
口
は
、
次
のCastberg

の
発
言
に

隠
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
当
事
者
が
交
戦
団
体
の
権
利
を
有
し
て
い
な
い
状
況
は
、
起
こ
り
得
る
の
で
あ
っ
て
、
…
そ
の
よ
う
な
状

況
は
、
人
道
的
な
諸
規
則
を
適
用
し
な
い
理
由
に
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る）

99
（

」（
傍
点
引
用
者
）
と
。
す
で
にICRC

と
オ
ラ
ン
ダ
の
や
り
取

り
か
ら
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
言
う
「
諸
規
則
」
と
い
う
言
葉
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
関
し
て
は
、「
条
約
」
で

は
な
く
、
条
約
の
一
定
の
規
定
に
適
用
を
制
限
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
「
条
約
」
の
適
用
を

認
め
て
し
ま
う
と
、
適
用
の
困
難
な
規
則
が
存
在
し
て
い
る
が
故
に
、
問
題
が
生
じ
る
。
し
た
が
っ
て
、
適
用
に
あ
た
っ
て
は
、
条
約
の

一
定
の
規
定
に
絞
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
回
避
す
る
と
い
う
手
法
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

よ
り
具
体
的
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
こ
の
手
法
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
関
し
て
は
、「
条
約
の
諸
原
則
」
の
適
用
に
制
限
す
る
と
い
う

方
法
に
結
実
す
る
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
も
、Bourquin

とCastberg

の
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
を
受
け
て
、
フ
ラ
ン

ス
の
代
表
で
あ
るBourdet

は
、
こ
の
「
適
合
」
の
あ
り
方
と
し
て
、「
諸
原
則
が
内
戦
の
場
合
に
一
般
的
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
こ

と
」
を
提
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る）

100
（

。
政
府
専
門
家
会
議
の
テ
キ
ス
ト
を
一
瞥
す
る
と
、
こ
の
方
法
を
採
り
入
れ
る
に
至
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
こ
こ
に
言
う
「
諸
原
則
」
の
具
体
的
な
内
容
は
示
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
を
め

ぐ
っ
て
は
、
条
約
の
一
定
の
規
定
に
そ
の
適
用
を
留
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
適
用
の
困
難
な
規
則
の
存
在
と
い
う
懸
念
を
克
服
す
る
見
解

が
同
会
議
に
お
い
て
支
配
的
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
一
連
の
経
緯
か
ら
看
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
政
府
専
門
家
会
議
の
審
議
に
お
い
て
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
再

び
戻
っ
た
理
由
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
す
る
こ
と
の
困
難
な
規
則
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
求
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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（
二
）　

相
互
主
義
の
条
件
を
め
ぐ
っ
て

第
二
に
、ICRC

コ
メ
ン
タ
リ
ー
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
政
府
専
門
家
会
議
の
テ
キ
ス
ト
は
﹇
条
約
の
諸
原
則
の
﹈
適
用
を
相
互

主
義
に
条
件
付
け
て
い
る）

101
（

」
と
い
う
点
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
本
テ
キ
ス
ト
は
、ICRC

提
案
と
比
較
す
る

と
、「
敵
対
当
事
者
の
一
方
が
拒
否
す
る
こ
と
を
明
示
的
に
宣
言
し
な
い
限
り
」
と
い
う
そ
れ
ま
で
の
文
言
と
は
異
な
っ
て
、「
敵
対
当
事
者

が
等
し
く
そ
れ
に
従
う
と
い
う
条
件
の
下
に
」
と
い
う
文
言
に
修
正
し
て
い
る
。

こ
の
相
互
主
義
の
条
件
に
関
し
て
は
、
第
一
委
員
会
の
審
議
に
修
正
案
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。ICRC

の
代
表
のPictet

は
、「『
敵

対
当
事
者
の
一
方
が
拒
否
す
る
こ
と
を
明
示
的
に
宣
言
し
な
い
限
り
』
と
い
う
文
言
を
め
ぐ
っ
て
、『
そ
こ
か
ら
生
じ
る
義
務
を
免
れ
る
こ

と
を
明
示
的
に
宣
言
し
な
い
限
り
』
に
置
き
換
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ど
う
か
を
問
い
た
い
」
と
述
べ
て
い
る）

102
（

。
し
か
し
、
こ
れ
ら
双

方
の
文
言
と
も
に
、
紛
争
当
事
者
に
適
用
の
拒
否
に
関
す
る
明
示
の
宣
言
を
求
め
て
い
る
意
味
か
ら
、
実
質
的
に
違
い
は
な
い
と
言
え
る
。

結
局
、
第
一
委
員
会
は
、
全
体
会
合
の
判
断
に
委
ね
る
と
判
断
し）

103
（

、
こ
れ
以
上
の
進
展
を
示
し
て
い
な
い
。

で
は
、
上
記
文
言
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
の
下
に
採
択
さ
れ
た
か
。
結
論
を
示
す
と
、
第
三
委
員
会
の
テ
キ
ス
ト
に
登
場
し
た
後
に
、

全
体
会
合
に
お
い
て
統
一
的
に
採
択
さ
れ
た
と
い
う
点
を
除
け
ば
、
外
交
交
渉
の
記
録
か
ら
い
か
な
る
手
が
か
り
も
得
ら
れ
な
い
。ICRC

の
代
表
で
あ
るPictet

は
、「
武
力
紛
争
の
あ
ら
ゆ
る
場
合
へ
の
条
約
の
適
用
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
事
務
局
は
、
第
三
委
員
会
が
提

示
し
た
テ
キ
ス
ト
を
承
認
し
た
」
と
し
、「
全
体
会
合
が
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
採
択
す
る
場
合
、
そ
れ
は
﹇
第
一
委
員
会
と
第
二
委
員
会
が
採

択
し
た
﹈
テ
キ
ス
ト
に
取
っ
て
代
わ
る
」
と
説
明
し
て
い
る）

104
（

。
こ
れ
を
受
け
て
、
議
長
は
、「
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
採
択
す
る
」
こ
と
を
宣
言

し）
105
（

、
そ
れ
を
決
定
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
政
府
専
門
家
会
議
の
審
議
か
ら
、
相
互
主
義
の
条
件
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
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し
、
同
会
議
が
採
択
し
た
テ
キ
ス
ト
そ
れ
自
体
に
目
を
向
け
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
次
の
よ
う
に
評
価
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
。す

で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
同
会
議
に
提
出
さ
れ
たICRC

提
案
は
、
紛
争
当
事
者
か
ら
条
約
の
適
用
の
拒
否
に
関
す
る
明
示
の
宣
言

が
あ
る
ま
で
、
条
約
の
継
続
的
適
用
を
認
め
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、ICRC

提
案
は
、
条
約
の
適
用
を
前
提
と
し
つ

つ
、
そ
の
拒
否
に
関
す
る
明
示
の
宣
言
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
条
約
の
不
適
用
と
い
う
効
果
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
解

除
条
件
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
会
議
が
採
択
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
紛
争
当
事
者
が
双
方
と
も
に
条
約
の
諸
原
則
に
従
う
こ
と
を
通
じ
て
、

初
め
て
そ
れ
ら
の
適
用
を
認
め
る
と
い
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
紛
争
当
事
者
が
従
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
条
約
の
諸
原
則
の

適
用
と
い
う
効
果
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
停
止
条
件
）。

こ
の
定
式
の
変
化
の
結
果
と
し
て
、
本
テ
キ
ス
ト
に
関
し
て
は
、ICRC

提
案
よ
り
も
、
適
用
さ
れ
る
範
囲
が
狭
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ

に
「
悲
観
的
」
と
言
え
る
箇
所
の
も
う
一
つ
が
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
　
評
価

以
上
、
一
九
四
七
年
政
府
専
門
家
会
議
の
や
り
取
り
を
見
て
き
た
。
同
会
議
に
お
け
るICRC

提
案
と
委
員
会
・
全
体
会
合
の
検
討
を

踏
ま
え
る
と
、
次
に
述
べ
る
通
り
、
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、ICRC

提
案
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
関
し
て
は
、「
条
約
」、
す
な
わ
ち
、
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
の
適
用
を
認
め
る
と
い
う

内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、ICRC

提
案
が
国
際
的
武
力
紛
争
と
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
同
じ
規
律
を
設
け
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ワ

ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
拠
っ
て
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
は
、
提
出
者
で
あ
るICRC

に
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よ
っ
て
必
ず
し
も
支
持
さ
れ
た
訳
で
は
な
く
、
政
府
専
門
家
会
議
に
よ
っ
て
退
け
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
最
終
的
に
同
会

議
が
採
択
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
関
し
て
は
、「
条
約
の
諸
原
則
」
の
適
用
を
認
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、

こ
こ
に
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

重
要
な
こ
と
は
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
再
び
戻
っ
た
こ
と
の
理
由
が
何
で
あ
っ

た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
節
の
検
討
か
ら
は
、
条
約
の
中
に
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
す
る
こ
と
の
困
難
な
規
則
が
存
在
し
て

い
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
へ
の
適
用
の
困
難
な

規
則
と
し
て
、
ま
ず
、ICRC
に
よ
っ
て
挙
げ
ら
れ
た
も
の
が
、
戦
争
捕
虜
の
概
念
・
規
定
で
あ
っ
て
、
次
に
、
政
府
専
門
家
に
よ
っ
て
挙

げ
ら
れ
た
も
の
が
、
占
領
国
、
文
民
、
さ
ら
に
抑
留
の
概
念
・
規
定
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
政
府
専
門
家
会
議
の
や
り
取
り
は
、
戦
争

捕
虜
条
約
と
文
民
条
約
に
関
連
す
る
概
念
・
規
定
を
問
題
視
し
た
の
で
あ
る
。

次
に
、ICRC

提
案
は
、
相
互
主
義
の
条
件
に
つ
い
て
、
紛
争
当
事
者
か
ら
適
用
の
拒
否
に
関
す
る
明
示
の
宣
言
が
出
さ
れ
る
ま
で
、
条

約
の
継
続
的
適
用
を
認
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
最
終
的
に
政
府
専
門
家
会
議
が
採
択
し
た
テ
キ
ス
ト

は
、
相
互
主
義
の
条
件
に
つ
い
て
、
紛
争
当
事
者
が
条
約
の
諸
原
則
に
従
う
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
そ
の
適
用
を
認
め
る
と
い
う
内
容
に

な
っ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
相
互
主
義
の
条
件
を
め
ぐ
っ
て
は
、
解
除
条
件
か
ら
停
止
条
件
に
再
び
戻
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

結
果
と
し
て
、
本
テ
キ
ス
ト
に
関
し
て
は
、ICRC

提
案
と
比
べ
て
、
適
用
さ
れ
る
範
囲
が
制
限
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
を
全
体
と
し
て
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
次
の
通
り
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、ICRC

提
案
は
、「
条
約
」
を
適
用
す
る
と
と
も
に
、
解

除
条
件
と
し
て
の
相
互
主
義
を
課
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
当
に
大
胆
な
立
場
に
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
政
府
専
門
家
会
議
の
テ
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キ
ス
ト
は
、「
条
約
の
諸
原
則
」
の
適
用
に
留
め
る
と
同
時
に
、
停
止
条
件
と
し
て
の
相
互
主
義
に
修
正
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
当
に
慎

重
な
立
場
に
再
び
戻
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
政
府
専
門
家
会
議
の
審
議
に
お
い
て
、
相
当
に
大
胆
な
立
場
に
あ
る
と
捉
え

ら
れ
た
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
の
テ
キ
ス
ト
は
、
相
当
に
慎
重
な
立
場
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
元
々
のICRC

提
案
の
内
容
に
、
も
う

一
度
、
振
り
戻
さ
れ
る
と
い
う
経
緯
を
辿
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
通
り
、
本
稿
の
問
題
関
心
か
ら
は
、
政
府
専
門
家
会
議
の
や
り
取
り
は
、
一
定
の
意
義
を
有
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ワ

ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
な
く
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
プ
ロ
ー
チ
が
選
択
さ
れ
た
こ
と
の
理
由
に
つ
い
て
、
同
会
議
の
や
り
取
り

か
ら
、
一
定
の
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
戦
争
捕
虜
条
約
と
文
民
条
約
に
関
連
す
る
概
念
・
規
定
（
戦

争
捕
虜
・
占
領
国
・
文
民
・
抑
留
）
を
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る）

106
（

。
で
は
、
こ
れ
ら
の
諸
点
は
、
一
九
四
八
年
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
、

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

第
三
章
　
一
九
四
八
年
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議

一
　IC

RC

提
案

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
は
、
一
九
四
八
年
八
月
二
〇
日
か
ら
八
月
三
〇
日
ま
で
、ICRC

の
主
催
の
下
に
開
催
さ
れ
た）

107
（

。
同
会
議
に
先
立

ち
、ICRC

は
、
四
つ
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
に
共
通
す
る
第
二
条
四
項
と
し
て
、
次
の
テ
キ
ス
ト
を
提
案
し
て
い
る
。
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「
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
の
あ
ら
ゆ
る
場
合
、
特
に
、
一
ま
た
は
二
以
上
の
締
約
国
の
領
域
内
に
生
ず
る
、
内
戦
、
植
民
地

紛
争
、
宗
教
戦
争
の
場
合
に
お
い
て
、
各
敵
対
者
は
本
条
約
の
諸
規
定
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
状
況
に
お
け
る
条
約

の
適
用
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
に
し
て
も
紛
争
当
事
者
の
法
的
地
位
に
よ
っ
て
決
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
か
つ
、
そ
の
法
的
地
位
に
影
響

を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い）

108
（

。」

こ
のICRC

提
案
は
、
す
で
に
本
稿
の
冒
頭
に
お
い
て
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
テ
キ
ス
ト
を
提
出
す
る
に
あ
た
っ
て
、ICRC

は
、

「ICRC

が
そ
れ
以
前
の
草
案
か
ら
か
な
り
遠
ざ
か
る
起
草
を
行
っ
た
」
と
し）

109
（

、
そ
の
内
容
が
こ
れ
ま
で
の
テ
キ
ス
ト
と
異
な
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
事
実
、
政
府
専
門
家
会
議
が
採
択
し
た
テ
キ
ス
ト
と
比
較
す
る
と
、
主
と
し
て
、
次
の
二
つ
の
点
に
違

い
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。

第
一
は
、
政
府
専
門
家
会
議
の
テ
キ
ス
ト
が
「
条
約
の
諸
原
則
」
の
文
言
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
本
テ
キ
ス
ト
は
、

「
本
条
約
の
諸
規
定
」
と
定
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
テ
キ
ス
ト
が
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
つ
い
て
は
、「
条

約
の
諸
原
則
」
の
適
用
に
留
め
る
の
で
な
く
、「
本
条
約
の
諸
規
定
」、
す
な
わ
ち
、
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
の
適
用
を
認
め
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
本
テ
キ
ス
ト
を
提
出
す
る
に
あ
た
っ
て
、ICRC

は
、
政
府
専
門
家
会
議
の
テ
キ
ス
ト
が
「
条
約
の
諸
原
則
」

の
適
用
を
謳
う
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
に
付
言
し
、「ICRC

は
、
よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
そ
の
定
式
を
維
持
す
る
必
要
が
な
い
と
確

信
し
た
」
と
述
べ
て
い
る）

110
（

。
要
す
る
に
、ICRC

は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
関
し
て
、「
条
約
の
諸
原
則
」
の
適
用
に
留
め
る
必
要
は
な

い
と
判
断
し
た
の
で
あ
る）

111
（

。

第
二
は
、
政
府
専
門
家
会
議
の
テ
キ
ス
ト
が
「
敵
対
当
事
者
が
等
し
く
そ
れ
に
従
う
と
い
う
条
件
の
下
に
」
と
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
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相
互
主
義
の
条
件
を
課
す
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
本
テ
キ
ス
ト
は
、
そ
の
条
件
を
削
除
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
理
由
に
関
し
て
、ICRC

は
、「
当
事
者
の
一
方
は
、
そ
の
敵
対
者
が
条
約
の
あ
れ
や
こ
れ
や
の
条
項
に
従
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を

常
に
主
張
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
ら
、
相
互
主
義
の
条
件
は
、
条
約
規
定
か
ら
い
か
な
る
価
値
も
奪
っ
て
し
ま
う
危
険
性
を
有
し
て

い
る
」
と
述
べ
て
い
る）

112
（

。
こ
の
発
言
の
趣
旨
は
、
相
互
主
義
の
条
件
を
課
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
紛
争
当
事
者
の
一
方
が
紛
争
当
事
者
の
も

う
一
方
の
不
遵
守
を
訴
え
る
時
は
い
つ
で
も
条
約
が
不
適
用
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
危
惧
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、ICRC
提
案
は
、
政
府
専
門
家
会
議
の
テ
キ
ス
ト
と
比
較
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
乖
離
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る）

113
（

。
す
な
わ

ち
、ICRC

提
案
の
骨
子
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
つ
い
て
、「
条
約
の
諸
原
則
」
で
は
な
く
、「
本
条
約
の
諸
規
定
」、
す
な
わ
ち
、
条
約

の
す
べ
て
の
規
定
の
適
用
を
認
め
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
相
互
主
義
の
条
件
を
削
除
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
点
に
鑑
み
る
と
、ICRC

コ
メ
ン
タ
リ
ー
が
「﹇ICRC

提
案
の
﹈
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
前
段
は
、
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
の
提
案

を
実
施
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
同
会
議
が
予
定
し
て
い
た
﹇
相
互
主
義
の
﹈
条
件
を
削
除
す
ら
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
解
説
し
て
い
る
よ

う
に）

114
（

、ICRC

提
案
は
、
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
の
テ
キ
ス
ト
に
回
帰
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
元
々
、ICRC

は
、
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
の
テ
キ
ス
ト
に
満
足
せ
ず
、
基
本
的
に
慎
重
な
立
場
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、「
条
約
の
諸
原
則
」
の
適
用
に
留
め
る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
提
案
に
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
会
議
に
お
け
るICRC

提
案
は
、
も
は
や
、
そ
の
立
場
を
堅
持
し
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、ICRC

コ
メ
ン
タ
リ
ー
は
、
政

府
専
門
家
会
議
の
テ
キ
ス
ト
が
「
条
約
の
諸
原
則
」
の
適
用
を
認
め
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
に
触
れ
た
上
で
、「
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

同
会
議
の
提
案
は
、ICRC

に
こ
の
任
務
を
継
続
す
る
こ
と
を
促
す
こ
と
に
役
立
っ
た
」
と
回
顧
し
、「
こ
れ
ら
の
意
見
表
明
に
勇
気
付
け

ら
れ
た
」
と
明
確
に
述
べ
て
い
る）

115
（

。
少
な
く
と
もICRC

と
し
て
は
、
政
府
専
門
家
会
議
の
審
議
が
そ
れ
ま
で
の
自
身
の
方
針
に
再
考
を
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促
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。

で
は
、
こ
のICRC

提
案
は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
の
審
議
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

二
　
法
律
委
員
会
・
全
体
会
合

（
一
）　

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
案

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
は
、
法
律
委
員
会
の
審
議
を
経
た
後
、
全
体
会
合
に
お
い
て
そ
の
審
議
を
継
続
す
る
と
い
う
手
順
を
と
っ
た
。

最
終
的
に
同
会
議
が
採
択
し
た
通
称
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
案
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
の
対
象
と
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
に
応
じ
て
、
幾
分
異
な
っ
た
テ
キ
ス
ト
を
内
容
と
し
て
い
る
。

一
方
で
、
傷
病
者
条
約
と
海
上
傷
病
者
条
約
に
関
し
て
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
案
は
、「
一
ま
た
は
二
以
上
の
締
約
国
の
領
域
内
に
生
ず
る

国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
の
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
お
い
て
、
各
敵
対
者
は
、
本
条
約
の
諸
規
定
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
状
況
に
お
け
る
条
約
の
適
用
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
に
し
て
も
紛
争
当
事
者
の
法
的
地
位
に
よ
っ
て
決
ま
る
も
の
で
は
な
く
、

か
つ
、
そ
の
法
的
地
位
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る）

116
（

。

他
方
で
、
戦
争
捕
虜
条
約
と
文
民
条
約
に
関
し
て
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
案
は
、「
一
ま
た
は
二
以
上
の
締
約
国
の
領
域
内
に
生
ず
る
国
際

的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
の
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
お
い
て
、
各
紛
争
当
事
者
は
、
敵
紛
争
当
事
者
も
同
様
に
そ
れ
に
従
う
こ
と
を
条
件

と
し
て
、
本
条
約
の
諸
規
定
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
状
況
に
お
け
る
条
約
の
適
用
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
に
し
て
も

紛
争
当
事
者
の
法
的
地
位
に
よ
っ
て
決
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
か
つ
、
そ
の
法
的
地
位
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る）

117
（

。

こ
の
よ
う
に
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
案
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
の
分
野
を
め
ぐ
っ
て
、
傷
病
者
条
約
と
海
上
傷
病
者
条
約
の
グ
ル
ー
プ
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と
戦
争
捕
虜
条
約
と
文
民
条
約
の
グ
ル
ー
プ
と
い
う
二
つ
に
区
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
若
干
異
な
っ
た
テ
キ
ス
ト
を
内
容
と
し
て
い
る
。
こ

の
点
に
留
意
し
つ
つ
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
案
の
主
な
特
徴
を
示
す
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
一
は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
案
の
す
べ
て
の
テ
キ
ス
ト
に
共
通
す
る
こ
と
と
し
て
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
つ
い
て
は
、「
本
条
約
の
諸

規
定
」、
す
な
わ
ち
、
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
の
適
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
政
府
専
門

家
会
議
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
つ
い
て
は
、「
条
約
の
諸
原
則
」
の
適
用
に
留
め
る
と
い
う
立
場
を
と
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
に
対
し
て
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
案
は
、
こ
の
立
場
を
取
る
も
の
で
は
な
く
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
に
提
出
さ
れ
た
上
記ICRC

提

案
の
立
場
を
踏
襲
し
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
つ
い
て
は
、「
本
条
約
の
諸
規
定
」、
す
な
わ
ち
、
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
の
適
用
を
認
め

る
と
い
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
は
、「
本
条
約
の
諸
規
定
」
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
条
件
付
き
の
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
区
別
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
本
条
約
の
諸
規
定
」
の
適
用
は
、
傷
病
者
条
約
と
海
上
傷
病
者
条
約
と
の
関
連
に
お
い
て
は
、
無
条
件
の
下
に
認
め

ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
戦
争
捕
虜
条
約
と
文
民
条
約
と
の
関
連
に
お
い
て
は
、
無
条
件
の
下
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
案
は
、
少
な
く
と
も
後
者
に
関
し
て
は
、「
敵
紛
争
当
事
者
も
同
様
に
そ
れ
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
」
と
し
、
相
互
主
義
の
条
件
を

課
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
と
政
府
専
門
家
会
議
の
各
テ
キ
ス
ト
と
の
対
比
か
ら
す
る
と
、
こ
こ
に
言
う
相
互

主
義
の
条
件
は
、
停
止
条
件
と
し
て
、
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
二
つ
の
点
をICRC

提
案
か
ら
の
変
遷
と
い
う
観
点
か
ら
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ

ち
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
案
は
、
傷
病
者
条
約
と
海
上
傷
病
者
条
約
に
関
し
て
は
、ICRC

提
案
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
た
の
に
対
し
、
戦
争

捕
虜
条
約
と
文
民
条
約
に
関
し
て
は
、ICRC

提
案
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
ず
、
相
互
主
義
の
条
件
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
に
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修
正
を
施
し
て
い
る
。ICRC

コ
メ
ン
タ
リ
ー
が
「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
は
、
第
一
条
約
と
第
二
条
約
に
関
し
て
は
、ICRC

提
案
を
採

択
し
、
第
三
条
約
と
第
四
条
約
に
関
し
て
は
、
敵
紛
争
当
事
者
も
条
約
に
従
う
と
い
う
条
件
を
そ
の
適
用
に
課
し
て
い
る）

118
（

」
と
述
べ
て
い

る
点
は
、
こ
の
こ
と
を
的
確
に
言
い
当
て
る
も
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
点
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
点
に
関
し
て
、
そ
の
意
味
を
探
っ
て
み
る
こ
と

に
し
た
い）

119
（

。

（
二
）　
「
条
約
の
諸
原
則
」
か
ら
「
本
条
約
の
諸
規
定
」
へ

（
１
）　

ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
へ

す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
案
は
、ICRC

提
案
と
同
様
、
四
つ
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
に
共
通
す
る
こ
と
と
し
て
、

非
国
際
的
武
力
紛
争
へ
の
「
本
条
約
の
諸
規
定
」
の
適
用
を
謳
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
を
め
ぐ
っ
て
は
、
政
府

専
門
家
会
議
の
採
択
し
た
テ
キ
ス
ト
が
「
条
約
の
諸
原
則
」
の
適
用
に
留
め
て
い
た
こ
と
と
は
対
照
的
に
、「
本
条
約
の
諸
規
定
」、
す
な

わ
ち
、
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
の
適
用
を
認
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る）

120
（

。

重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
が
、
政
府
専
門
家
会
議
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
変
遷
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー

チ
か
ら
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
、

ユ
ー
ス
・
イ
ン
・
ベ
ロ
ー
に
お
け
る
紛
争
区
別
の
意
義
を
実
質
的
に
消
失
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
案
に
関
し
て
、

あ
る
論
者
が
「
一
九
四
九
年
よ
り
前
に
二
つ
の
紛
争
類
型
の
間
に
存
在
し
て
い
た
区
別
が
（
実
質
的
に
）
消
失
し
得
た
こ
と
を
本
質
的
に

意
味
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
評
し
、
そ
れ
と
同
時
に
「
そ
の
性
質
が
国
際
的
で
あ
れ
、
非
国
際
的
で
あ
れ
、
国
際
人
道
法
が
適
用
さ
れ
る
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状
況
、
す
な
わ
ち
、
武
力
紛
争
と
い
う
単
一
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
作
り
出
し
た
」
と
ま
で
評
価
し
て
い
る
点）

121
（

は
、
こ
の
こ
と
を
的
確
に
言
い

表
し
て
い
る
。

し
か
し
、
一
方
で
、
政
府
専
門
家
会
議
の
や
り
取
り
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
た
よ
う
に
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
め
ぐ
っ
て

は
、
非
常
に
重
要
な
問
題
が
提
示
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
戦
争
捕
虜
条
約
と
文
民
条
約
と
の
関
連
に
お
い
て
、
非
国
際
的
武
力
紛
争

に
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
を
適
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
困
難
が
惹
起
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
会
議
は
、
い
か
な
る
見
解
も
提
示
し
な
い
ま
ま
に
、
そ
の
ま
ま
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
受
け
入
れ
た
と
評
価
す
る
こ

と
が
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
示
せ
ば
、
同
会
議
の
審
議
に
お
い
て
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
異
論
が
な
か
っ
た
訳
で
は
決
し
て
な

く
、
む
し
ろ
、
激
し
い
批
判
に
晒
さ
れ
て
い
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
っ
た
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
。

（
２
）　

そ
の
批
判
―
―Pesm

azoglou
の
見
解
を
契
機
と
し
て

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
の
審
議
に
お
い
て
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
し
て
批
判
を
提
起
し
て
い
た
者
が
、
ギ
リ
シ
ャ
の

代
表
を
務
め
るPesm

azoglou

で
あ
っ
た
。Pesm

azoglou
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
対
し
て
「
本
条
約
の
諸
規
定
」
の
適
用
を
認
め
る

べ
き
で
は
な
い
と
批
判
し
、「
人
道
の
諸
原
則
」（
ま
た
は
「
本
条
約
に
含
ま
れ
る
人
道
の
諸
原
則
」）
の
適
用
を
認
め
る
に
留
め
る
べ
き
で

あ
る
と
主
張
し
て
い
る）

122
（

。
こ
の
主
張
が
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
抗
し
て
、
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
立
脚
す

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
の
理
由
に
関
し
て
、Pesm

azoglou

は
、
法
律
委
員
会
と
全
体
会
合
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
ま
ず
、
法

律
委
員
会
に
お
い
て
、Pesm

azoglou

は
、
戦
争
捕
虜
条
約
に
関
連
し
て
、
政
府
が
叛
徒
を
戦
争
捕
虜
と
し
て
取
り
扱
い
、
か
つ
、
利
益
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保
護
国
の
関
与
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
は
ま
ず
も
っ
て
あ
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル

ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
地
方
に
お
け
る
反
乱
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
、「
合
法
政
府
に
対
し
て
武
器
を
取
る
者
は
、
自
身
が
戦
争
捕
虜
条
約

に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
る
と
見
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
が
利
益
保
護
国
で
あ
る
と
宣
言
す
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
す

る
で
あ
ろ
う
」
と
し
た
上
で
、
し
か
し
、「
い
か
な
る
政
府
も
そ
の
不
条
理
さ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
、
あ
な
た
方

は
、
考
え
る
だ
ろ
う
か
」
と
法
律
委
員
会
の
出
席
者
を
問
い
質
し
、
疑
問
を
呈
し
て
い
る）

123
（

。

こ
の
疑
問
は
、
戦
争
捕
虜
条
約
に
関
し
て
は
、
政
府
の
視
点
に
立
っ
て
、
そ
の
適
用
問
題
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も

の
で
あ
る
。
政
府
の
側
か
ら
す
る
と
、
叛
徒
が
戦
争
捕
虜
条
約
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
る
（
戦
争
捕
虜
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
）
こ
と
、

さ
ら
に
、
そ
れ
に
伴
っ
て
第
三
国
が
利
益
保
護
国
と
し
て
関
与
す
る
こ
と
を
受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
は
、
極
め
て
疑
わ
し
い）

124
（

。Pesm
azoglou

は
、「
ま
さ
に
そ
の
理
由
か
ら
、
戦
争
捕
虜
条
約
に
お
い
て
、
そ
の
諸
規
定
の
す
べ
て
を
適
用
す
る
こ
と
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
っ

た
く
も
っ
て
不
可
能
で
あ
る
」
と
断
じ
て
い
る）

125
（

。
そ
の
上
で
、「
国
際
戦
争
に
お
い
て
し
か
適
用
可
能
と
な
ら
な
い
条
約
の
諸
規
定
で
は
な

く
、
人
道
の
諸
原
則
を
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
る
」
と
し）

126
（

、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
つ
い
て
は
、「
条
約
の
諸
規
定
」、
す
な
わ
ち
、
条
約

の
す
べ
て
の
規
定
の
適
用
で
は
な
く
、「
人
道
の
諸
原
則
」
の
適
用
に
留
め
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
結
論
付
け
て
い
る
。

次
に
、
同
様
に
、
全
体
会
合
に
お
い
て
、Pesm

azoglou
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。Pesm

azoglou

は
、
政
府
専
門
家
会
議
か

ら
の
一
連
の
経
緯
を
振
り
返
り
、
そ
の
上
で
、「
本
条
約
の
諸
規
定
」
と
い
う
文
言
に
つ
い
て
、「
こ
の
修
正
が
引
き
起
こ
し
得
る
帰
結
」
に

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
列
挙
し
て
い
る）

127
（

。
こ
の
点
に
関
し
て
、
第
一
に
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、「
た
と
え
い
か
な

る
程
度
の
反
乱
が
あ
ろ
う
と
も
、
叛
徒
は
戦
争
捕
虜
と
し
て
見
な
さ
れ
る
」
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
、「
戦
争
捕
虜
条
約
の
第
七

条
が
す
ぐ
さ
ま
適
用
さ
れ
る
、
す
な
わ
ち
、
各
国
の
国
内
問
題
に
介
入
す
る
利
益
保
護
国
が
即
座
に
関
与
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る）

128
（

。
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こ
こ
に
言
う
叛
徒
の
戦
争
捕
虜
と
し
て
の
取
り
扱
い
、
さ
ら
に
そ
れ
に
伴
う
利
益
保
護
国
の
関
与
と
い
う
点
は
、
法
律
委
員
会
に
お
い
て

Pesm
azoglou

が
す
で
に
表
明
し
た
上
記
疑
問
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
、
第
二
に
、「﹇
戦
争
捕
虜
条
約
の
﹈
第
七
四
条
、
第
一
〇
八
条
と
第
一
〇
九
条
か
ら
は
、
ク
ー
デ
タ
ー
ま
た
は
革
命
に
参
加

し
て
い
た
捕
虜
…
に
対
し
て
は
、
武
力
紛
争
の
終
結
と
同
時
に
、
…
我
々
が
作
成
し
て
い
る
条
約
の
結
果
と
し
て
恩
赦
が
与
え
ら
れ
る
」

と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る）

129
（

。
こ
の
こ
と
は
、
叛
徒
が
戦
争
捕
虜
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
結
果
と
し
て
、
そ
れ
以
前
に
叛
徒
が
ク
ー

デ
タ
ー
・
革
命
な
ど
に
関
連
し
て
実
行
し
た
抑
留
国
の
国
内
法
違
反
の
行
為
に
関
し
て
、
恩
赦
の
余
地
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
国
内
法
に

基
づ
く
処
罰
を
免
れ
得
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る）

130
（

。
そ
の
上
で
、「﹇『
本
条
約
の
諸
規
定
』
と
定
め
る
﹈
第
二
条
四
項
が
…

適
用
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
い
か
な
る
政
府
に
と
っ
て
も
、
完
全
に
不
可
能
で
あ
る
」
と
し）

131
（

、
政
府
が
「
本
条
約

の
諸
規
定
」
と
い
う
文
言
を
受
け
入
れ
る
可
能
性
は
ま
っ
た
く
な
い
と
ま
で
断
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
全
体
会
合
に
お
い
て
は
、「
本
条
約
の
諸
規
定
」
と
い
う
文
言
に
関
し
て
「
こ
の
修
正
が
引
き
起
こ
し
得
る
帰
結
」
と
し

て
、
戦
争
捕
虜
条
約
に
関
連
し
て
、
叛
徒
が
戦
争
捕
虜
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
利
益
保
護
国
が
関
与
す
る
こ

と
、
さ
ら
に
叛
徒
が
国
内
法
違
反
の
行
為
に
つ
い
て
は
国
内
法
上
の
処
罰
を
免
れ
得
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
ら
れ
て
い

た
。
そ
の
上
で
、
政
府
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
政
府
が
こ
れ
ら
を
受
け
入
れ
る
可
能
性
は
、
極
め
て
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
た
。
最
終
的
に
、Pesm

azoglou

は
、「
本
条
約
に
含
ま
れ
る
人
道
の
諸
原
則
を
あ
ら
ゆ
る
武
力
紛
争
に
適
用
す
る
と
い
う
こ
と
に
与
え

ら
れ
る
利
益
に
注
意
を
喚
起
し
た
い
」
と
し）

132
（

、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
つ
い
て
は
、「
本
条
約
の
諸
規
定
」
の
適
用
で
は
な
く
、「
本
条
約
に

含
ま
れ
る
人
道
の
諸
原
則
」
の
適
用
に
留
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
法
律
委
員
会
と
全
体
会
合
に
お
い
て
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
め
ぐ
っ
て
、
問
題
視
さ
れ
た
こ
と
は
、
戦
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争
捕
虜
条
約
に
関
連
し
て
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
を
適
用
し
て
し
ま
う
と
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
不
都
合
が
政
府
の
側
に
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
す
で
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

案
を
見
た
よ
う
に
、「
人
道
の
諸
原
則
」（
ま
た
は
「
本
条
約
に
含
ま
れ
る
人
道
の
諸
原
則
」）
の
適
用
に
留
め
る
と
い
うPesm

azoglou

の

提
案
は
、
否
決
さ
れ
る
に
至
っ
て
お
り）

133
（

、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
つ
い
て
は
、「
本
条
約
の
諸
規
定
」
の
適
用
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
が
最

終
的
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
の
出
し
た
結
論
で
あ
っ
た
。
で
は
、
同
会
議
は
、Pesm

azoglou

が
提
起
し
た
疑
問
に
つ
い
て）

134
（

、
ど
の
よ

う
な
対
応
策
を
講
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
想
起
す
べ
き
が
、
次
に
検
討
す
る
相
互
主
義
の
条
件
で
あ
る
。

（
三
）　

相
互
主
義
の
条
件
を
め
ぐ
っ
て

（
１
）　

そ
の
機
能
―
―C

ahen-Salvador
の
見
解
を
中
心
と
し
て

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
案
は
、
戦
争
捕
虜
条
約
に
関
連
し
て
、「
本
条
約
の
諸
規
定
」、
す
な
わ
ち
、
条
約
の
す
べ
て

の
規
定
の
適
用
を
謳
い
つ
つ
、
そ
の
一
方
で
、「
敵
紛
争
当
事
者
も
同
様
に
そ
れ
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
」
と
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

相
互
主
義
の
条
件
を
課
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
そ
の
主
な
特
徴
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
戦
争
捕
虜
条
約
に
関
連
し
て
、
相
互
主
義
の
条

件
を
課
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
機
能
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
に
お
い
て
、
一
定
程
度
の
説
明
付
け
を
行
っ
て
い
る
者
が
、
フ
ラ
ン
ス
赤
十
字
社
の
代
表

で
あ
るCahen-Salvador

で
あ
る
。Cahen-Salvador

は
、
一
九
一
四
年
か
ら
一
九
一
八
年
に
か
け
て
の
フ
ラ
ン
ス
戦
争
省
に
お
け
る
自

身
の
経
験
を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
敵
当
事
者
の
側
か
ら
の
条
約
の
平
等
適
用
を
確
保
す
る
と
い
う
方
法
の
他
に
、
捕
虜
の
境
遇
を
守
る
手
立

て
は
な
い
」
と
し
、
そ
の
上
で
、「
相
互
主
義
が
存
在
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
と
い
う
こ
と
は
、﹇
戦
争
捕
虜
﹈
条
約
の
一
般
的
か
つ
絶
対
的
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な
適
用
に
有
利
に
働
く
」
と
説
い
て
い
る）

135
（

。
こ
の
説
明
に
よ
る
と
、
相
互
主
義
の
条
件
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
の
紛
争
当
事
者
の
双
方

に
戦
争
捕
虜
条
約
を
等
し
く
適
用
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
把
握
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
相
互
主
義
の
条

件
に
よ
っ
て
、
戦
争
捕
虜
条
約
の
完
全
な
適
用
が
図
ら
れ
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
相
互
主
義
の
条
件
に
関
し
て
、Cahen-Salvador

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
敵
対
者
に
よ
っ
て
一
貫
し

て
違
反
さ
れ
る
条
約
を
交
戦
者
の
一
方
が
義
務
的
に
適
用
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
は
、
捕
虜
に
不
利
益
を
及

ぼ
す
の
で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
、
国
際
条
約
の
利
益
を
危
う
く
す
る
も
の
で
あ
る
」
と）

136
（

。
こ
の
説
明
は
、
紛
争
当
事
者
の
一
方
が
戦
争
捕
虜

条
約
に
違
反
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
紛
争
当
事
者
の
も
う
一
方
に
そ
の
遵
守
を
求
め
続
け
る
こ
と
は
、
結
果
と
し
て
、
戦
争
捕
虜

と
そ
の
条
約
全
体
に
不
利
益
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。Cahen-Salvador

が
「
あ
な
た
方
は
、
一
方
が
条
約
に
違
反
し

続
け
る
の
に
対
し
、
他
方
が
条
約
を
厳
格
に
適
用
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
公
平
で
、
当
を
得
て
、
有
効
で
あ
る
と
評

価
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
」
と
法
律
委
員
会
の
出
席
者
に
詰
問
し
て
い
る）

137
（

理
由
は
、
ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
戦
争
捕
虜
条
約
と
の
関
連
に
お
い
て
相
互
主
義
の
条
件
を
課
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
るCahen-Salvador

の
見

解
に
つ
い
て
、
そ
の
本
旨
を
、Pesm

azoglou

が
提
起
し
た
上
記
疑
問
と
併
せ
て
理
解
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
が
で
き

る
。
す
な
わ
ち
、
戦
争
捕
虜
条
約
に
関
連
し
て
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
を
適
用
す
る
結
果
、
叛
徒
を
戦
争
捕
虜

と
し
て
取
り
扱
い
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
利
益
保
護
国
の
関
与
を
認
め
、
さ
ら
に
、
叛
徒
の
国
内
法
違
反
の
行
為
に
関
し
て
処
罰
を
免
れ
得

る
可
能
性
を
与
え
る
こ
と
は
、
政
府
の
側
に
と
っ
て
、
す
べ
て
嫌
悪
さ
れ
る
べ
き
厄
介
な
事
柄
で
し
か
な
い
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
戦
争
捕

虜
条
約
に
関
連
し
て
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
つ
い
て
、「
本
条
約
の
諸
規
定
」、
す
な
わ
ち
、
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
の
適
用
を
認
め
る

に
あ
た
っ
て
は
、
何
ら
か
の
「
操
作
」
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
政
府
の
反
感
を
緩
和
さ
せ
る
必
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要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
の
現
実
的
な
配
慮
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
「
操
作
」
が
、
少
な
く
と
も
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
に
お
い
て
は
、
相
互
主
義
の
条

件
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
戦
争
捕
虜
条
約
と
の
関
連
に
お
け
る
相
互
主
義
の
条
件
の
賦
課
に
つ
い
て
、
あ
る
論
者
が
「
そ

れ
は
、
政
府
の
た
め
ら
い
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
完
全
に
理
解
可
能
と
な
る）

138
（

」
と
評
し
て
い
る
点
は
、
こ
の
こ
と
を
端
的
に
言
い
表
し
て

い
る
。
紛
争
当
事
者
の
双
方
が
と
も
に
、
戦
争
捕
虜
条
約
に
従
う
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
適
用
が
初
め
て
可
能
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
紛
争

当
事
者
の
い
ず
れ
か
一
方
で
も
戦
争
捕
虜
条
約
を
適
用
す
る
こ
と
に
同
意
し
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
適
用
可
能
と
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に

つ
い
て
、Pesm

azoglou

が
提
起
し
た
上
記
疑
問
を
念
頭
に
置
く
な
ら
ば
、
叛
徒
の
側
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
政
府
の
側
に
関
し
て
、
戦

争
捕
虜
条
約
の
適
用
に
同
意
す
る
可
能
性
が
極
め
て
少
な
い
と
理
解
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

相
互
主
義
の
条
件
に
関
す
る
具
体
的
な
提
案
は
、
米
国
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
米
国
の
代
表
の
一
人
を
務
め
るM

ott

は
、「
二

つ
の
当
事
者
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
条
約
に
従
っ
て
い
る
間
、
そ
の
条
約
の
諸
規
定
が
適
用
さ
れ
る
と
述
べ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

我
々
は
、
合
意
に
達
し
て
い
る
」
と
し
た
上
で
、「
そ
れ
故
に
、
相
互
主
義
の
原
則
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
戦
争
捕
虜
条
約
に
関

し
て
、
す
で
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
」
と
し
、「
本
条
約
の
諸
規
定
」
の
適
用
を
認
め
つ
つ
、
相
互
主
義
の
条
件
を
課
す
こ
と
を
戦
争
捕

虜
条
約
と
の
関
連
に
お
い
て
確
認
し
て
い
る）

139
（

。
そ
の
後
、
米
国
の
代
表
の
も
う
一
人
で
あ
るStarr

は
、「
本
条
約
の
諸
規
定
は
、
敵
紛
争
当

事
者
も
そ
れ
に
従
う
と
い
う
条
件
の
下
に
、
紛
争
当
事
者
に
対
し
て
同
じ
よ
う
に
適
用
さ
れ
る
」
と
い
う
内
容
か
ら
構
成
さ
れ
る
テ
キ
ス

ト
を
提
案
し）

140
（

、
同
じ
く
米
国
の
代
表
の
も
う
一
人
で
あ
るYingling
か
ら
、
正
式
に
修
正
案
が
発
議
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る）

141
（

。

勿
論
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
に
お
い
て
、
戦
争
捕
虜
条
約
と
の
関
連
に
お
い
て
、
相
互
主
義
の
条
件
を
課
す
こ
と
に
つ
い
て
、
異
論

が
提
示
さ
れ
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。
相
互
主
義
の
条
件
を
課
す
こ
と
の
危
険
性
は
、ICRC

のPictet

な
ど
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
て
い
た）

142
（

。
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し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
最
終
的
に
同
会
議
が
出
し
た
結
論
は
、
戦
争
捕
虜
条
約
に
関
連
し
て
、「
本
条
約
の
諸
規
定
」
と
い
う
文
言
を
維
持

し
つ
つ）

143
（

、
相
互
主
義
の
条
件
を
課
す
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。
法
律
委
員
会
の
議
長
を
務
め
るSandström

が
「
内
戦
へ
の
条
約

の
適
用
が
敵
当
事
者
も
条
約
の
諸
規
定
に
従
う
と
い
う
条
件
に
服
す
る
と
い
う
提
案
を
今
か
ら
投
票
に
か
け
る
」
と
宣
言
し
た
後
、
こ
の

米
国
提
案
が
二
一
対
九
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る）

144
（

。
こ
の
こ
と
は
、Cahen-Salvadro

の
見
解
と
そ
れ
を
具
体
化
し
た
米
国

提
案
が
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
に
お
い
て
支
持
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う）

145
（

。

（
２
）　

条
約
区
別
論
（
傷
病
者
条
約
・
海
上
傷
病
者
条
約
／
戦
争
捕
虜
条
約
・
文
民
条
約
）

こ
の
よ
う
に
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
案
が
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
て
は
、Pesm

azoglou

が
批
判
を
提
示
し
た
も
の
の
、
そ
の
批
判
を
相
互
主
義
の
条
件
を
課
す
こ
と
に
よ
っ
て
克
服
す
る
試
み
がCahen-Salvador

を
中
心
と
し

て
唱
え
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
は
戦
争
捕
虜
条
約
に
関
連
し
て
述
べ
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
問
題
は
、
戦
争

捕
虜
条
約
に
関
連
し
て
述
べ
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
、
そ
の
他
の
三
つ
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
、
す
な
わ
ち
、
傷
病
者
条
約
、
海
上
傷
病
者

条
約
、
さ
ら
に
文
民
条
約
と
の
関
連
に
お
い
て
、
当
て
は
ま
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
想
起
す
べ
き
は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
案
に
お
い
て
、
相
互
主
義
の
条
件
に
つ
い
て
は
、
四
つ
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約

の
分
野
に
応
じ
て
、
異
な
る
取
り
扱
い
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
相
互
主
義
の
条
件
は
、
傷
病
者
条
約
と
海
上
傷

病
者
条
約
に
関
し
て
は
、
課
さ
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
、
戦
争
捕
虜
条
約
と
文
民
条
約
に
関
し
て
は
、
そ
れ
が
課
さ
れ
て
い
る
。
相
互
主

義
の
条
件
の
可
否
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
れ
を
四
つ
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
の
分
野
に
よ
っ
て
区
別
す
る
「
条
約
区
別
論
」
と
称
す
べ
き
こ
の

や
り
方
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
で
あ
ろ
う
か
。

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
の
審
議
に
お
い
て
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
僅
か
で
は
あ
る
も
の
の
、
一
定
の
示
唆
を
与
え
て
い
る
者
が
、
フ
ラ
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ン
ス
赤
十
字
社
の
代
表
を
務
め
るCahen-Salvador

で
あ
る
。Cahen-Salvador

は
、
傷
病
者
条
約
と
戦
争
捕
虜
条
約
の
二
つ
の
分
野
に

つ
い
て
、「
こ
れ
ら
の
二
つ
の
事
項
が
異
な
っ
て
い
る
と
判
断
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
か
な
る
困
難
も
伴
わ
な
い
」
と
し
た
上
で
、「
傷

病
者
に
関
す
る
場
合
、
そ
れ
は
人
道
の
問
題
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
条
約
の
適
用
を
め
ぐ
っ
て
は
、
相
互
主
義
の
義
務
を
課
さ
な
い
と
い

う
意
見
が
存
続
す
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
、
戦
争
捕
虜
の
分
野
に
関
し
て
は
、
当
て
は
ま
ら
な
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
説
い
て
い
る）

146
（

。
す
な
わ
ち
、Cahen-Salvador

は
、
傷
病
者
条
約
と
戦
争
捕
虜
条
約
が
そ
れ
ぞ
れ
対
象
と
す
る
事
項
を
め
ぐ
っ
て

は
、「
二
つ
の
事
項
の
間
に
視
点
の
一
致
が
あ
る
と
限
ら
な
い
」
と
し）

147
（

、
二
つ
の
事
項
に
同
一
性
が
な
い
と
い
う
理
解
に
立
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

し
か
し
、
こ
のCahen-Salvador
の
説
明
は
、
必
ず
し
も
明
快
で
は
な
い
。
傷
病
者
条
約
の
分
野
が
「
人
道
の
問
題
」
で
あ
っ
て
、
そ

れ
を
相
互
主
義
の
条
件
を
課
さ
な
い
こ
と
の
理
由
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
こ
に
言
う
「
人
道
の
問
題
」
が
何
を
示
し
て

い
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
説
明
だ
け
か
ら
は
、
明
ら
か
と
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
のCahen-Salvador

の
説
明
を
踏

ま
え
た
上
で
、「
条
約
区
別
論
」
に
関
し
て
、
学
説
上
の
評
価
を
探
る
と
、
傷
病
者
条
約
に
関
し
て
は
、「
そ
の
原
則
は
一
八
六
四
年
以
来
普

遍
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る）

148
（

」
と
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
お
い
て
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

149
（

」
と
評
さ
れ
る
の
に
対
し
、

戦
争
捕
虜
条
約
に
関
し
て
は
、「
そ
の
適
用
は
非
常
に
多
く
の
複
雑
な
問
題
を
惹
起
す
る）

150
（

」
と
さ
れ
る
と
同
時
に
、「
国
際
紛
争
の
状
況
と
の

類
推
に
よ
っ
て
で
し
か
国
内
紛
争
に
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い）

151
（

」
と
説
か
れ
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Cahen-Salvador

の
上
記
説
明
に
つ
い
て
、
そ
の
本
旨
を
、
こ
れ
ら
の
学
説
と
併
せ
て
理
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
言
及
さ
れ
る
「
人

道
の
問
題
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
お
け
る
尊
重
と
い
う
と
こ
ろ
に
行
き
つ
く
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
、
傷
病
者
条
約
を
め
ぐ
っ
て
は
、

相
互
主
義
の
条
件
な
し
に
、
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
の
適
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
で
、
戦
争
捕
虜
条
約
を
め
ぐ
っ
て
は
、
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政
府
の
反
感
に
起
因
す
る
複
雑
な
適
用
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
て
、
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
の
適
用
を
認
め
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
を
認
め
る
と
す
る
と
、
政
府
の
反
感
を
鎮
め
る
た
め
に
相
互
主
義
の
条
件
を
課
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
要
す
る
に
、
二
つ
の
事

項
に
同
一
性
が
な
い
と
い
う
見
解
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
つ
い
て
、
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
と

い
う
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
指
標
に
帰
着
す
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
指
標
を
念
頭
に
置
く
と
、「
条
約
区
別
論
」
は
、
次
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
、
傷
病
者
条
約
と
海
上
傷
病

者
条
約
は
、
無
条
件
の
下
に
、
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
の
適
用
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
分
野
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

戦
争
捕
虜
条
約
と
文
民
条
約
は
、
そ
の
よ
う
な
分
野
で
な
い
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
事
実
、
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
、
政
府
専
門
家
会

議
、
さ
ら
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
ま
で
一
貫
し
て
問
題
と
な
っ
た
こ
と
は
、
戦
争
捕
虜
条
約
と
文
民
条
約
を
め
ぐ
っ
て
、
非
国
際
的
武

力
紛
争
に
適
用
す
る
こ
と
の
困
難
な
規
則
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
会
議
に
お
い
て
、
傷
病
者
条
約
と
海
上
傷

病
者
条
約
は
、
特
段
、
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
。
傷
病
者
条
約
と
海
上
傷
病
者
条
約
を
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
に）

152
（

、
戦
争
捕
虜
条
約
と
文
民
条

約
を
も
う
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
に）

153
（

そ
れ
ぞ
れ
収
め
る
「
条
約
区
別
論
」
は
、
こ
の
一
連
の
経
緯
を
先
鋭
化
し
て
表
す
も
の
で
あ
る
と
評
価
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

勿
論
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
に
お
い
て
、「
条
約
区
別
論
」
に
対
し
て
、
ま
っ
た
く
異
論
が
出
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い）

154
（

。
し
か
し
、
最

終
的
に
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
は
、「
条
約
区
別
論
」
に
立
脚
す
る
こ
と
を
結
論
付
け
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
案
が
四
つ
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
の
中
に
二
つ
の
範
疇
の
規
則
の
存
在
を
認
め
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
が
傷
病

者
条
約
と
海
上
傷
病
者
条
約
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
相
互
主
義
の
条
件
を
課
す
こ
と
な
く
、
無
条
件
の
下
に
非
国
際
的
武
力
紛
争
へ
の
条

約
の
す
べ
て
の
規
定
の
適
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
も
う
一
つ
が
戦
争
捕
虜
条
約
と
文
民
条
約
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
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相
互
主
義
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
へ
の
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
の
適
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
四
つ
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
の
中
に
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
へ
の
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
の
適
用
が
直
ち
に
当
て
は
ま
る
分
野
と

そ
う
で
な
い
分
野
の
二
つ
が
別
個
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

三
　
評
価

以
上
、
一
九
四
八
年
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
の
や
り
取
り
を
辿
っ
て
き
た
。
同
会
議
に
お
け
るICRC

提
案
と
法
律
委
員
会
・
全
体
会

合
を
検
討
し
た
結
果
、
次
の
よ
う
に
評
価
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
に
提
出
さ
れ
たICRC

提
案
は
、
こ
れ
ま
で
のICRC

の
方
針
と
異
な
っ
て
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
つ

い
て
、「
条
約
の
諸
原
則
」
の
適
用
で
は
な
く
、「
本
条
約
の
諸
規
定
」、
す
な
わ
ち
、
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
の
適
用
を
認
め
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
。
審
議
の
後
、
最
終
的
に
同
会
議
が
採
択
し
た
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
案
も
、ICRC

提
案
と
同
様
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
つ
い
て
、

「
条
約
の
諸
原
則
」
で
は
な
く
、「
本
条
約
の
諸
規
定
」
の
適
用
を
認
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
政
府
専
門
家
会
議
の
テ
キ
ス
ト
と
比
較

す
れ
ば
、
同
案
は
、
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
の
変
化
を
導
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
主
な

特
徴
の
一
つ
が
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
一
見
す
る
と
、
こ
の
こ
と
は
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
異
論
な
く
受
け
入
れ
た
と
い

う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
、
次
に
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
に
お
い
て
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対

し
て
、
批
判
が
な
か
っ
た
訳
で
は
決
し
て
な
く
、
戦
争
捕
虜
条
約
に
関
連
し
て
、
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
か
ど
う
か
が
疑
問
視
さ
れ
て
い
た
。
具
体
的
に
示
す
な
ら
ば
、
叛
徒
を
戦
争
捕
虜
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
利
益
保
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護
国
の
関
与
を
認
め
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
叛
徒
の
国
内
法
違
反
の
行
為
に
つ
い
て
は
処
罰
免
除
の
可
能
性
を
認
め
る
こ
と
が
、
政
府
の
側

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
問
題
と
す
べ
き
事
柄
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
に
お
い
て
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・

ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
る
こ
と
に
伴
っ
て
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
す
る
こ
と
の
困
難
な
規
則
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
懸
念
が
噴
出
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
事
態
に
直
面
し
て
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
は
、
戦
争
捕
虜
条
約
に
関
連
し
て
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
つ
い
て
、
条
約
の
す
べ

て
の
規
定
の
適
用
を
認
め
つ
つ
、
そ
の
一
方
で
、「
敵
紛
争
当
事
者
も
同
様
に
そ
れ
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
」
と
い
う
相
互
主
義
の
条

件
を
課
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
府
の
側
の
懸
念
を
解
消
す
る
と
い
う
対
応
策
を
講
じ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会

議
に
お
い
て
、
相
互
主
義
の
条
件
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
へ
の
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
の
適
用
に
伴
っ
て
生
じ
る
政
府
の
困
惑
を
鎮
め

る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
つ
い
て
、
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
の
適

用
を
認
め
る
代
償
と
し
て
、
相
互
主
義
の
条
件
を
求
め
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
案
の
主
な
特
徴
の
も
う
一
つ
が
あ

る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
相
互
主
義
の
条
件
に
関
し
て
、
注
目
に
値
す
る
こ
と
は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
案
は
、
四
つ
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
を
二
つ

の
範
疇
（
傷
病
者
条
約
・
海
上
傷
病
者
条
約
／
戦
争
捕
虜
条
約
・
文
民
条
約
）
に
区
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
て
相
互
主
義
の
条
件
を
使

い
分
け
る
と
い
う
「
条
約
区
別
論
」
の
手
法
を
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
傷
病
者
条
約
と
海
上
傷
病
者
条
約
と
の
関
連
に

お
い
て
は
、
相
互
主
義
の
条
件
な
し
に
、
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
の
適
用
が
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
戦
争
捕
虜
条
約
と
文
民
条
約
と
の

関
連
に
お
い
て
は
、
相
互
主
義
の
条
件
を
満
た
し
て
そ
れ
が
初
め
て
認
め
ら
れ
る
。
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
が
、
四
つ
の
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
諸
条
約
に
二
つ
の
範
疇
の
規
則
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
傷
病
者
条
約
と
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海
上
傷
病
者
条
約
は
、
直
ち
に
、
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
の
適
用
が
当
て
は
ま
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
戦
争
捕
虜
条
約
と
文

民
条
約
は
、
相
互
主
義
の
条
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
、
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
の
適
用
を
当
て
は
め
る
こ
と
が
難
し
い
性
格
の
も
の
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
は
、
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
対
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
論
争
を
め
ぐ
っ
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
外
交
会
議

以
前
の
展
開
、
す
な
わ
ち
、
一
九
四
六
年
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
、
一
九
四
七
年
政
府
専
門
家
会
議
、
さ
ら
に
一
九
四
八
年
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
会
議
に
焦
点
を
絞
り
、
共
通
第
三
条
の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
論
争
に
迫
っ
て
い
く
た
め
の
手
が
か

り
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
論
争
の
背
後
に
は
、
ユ
ー
ス
・
イ
ン
・
ベ
ロ
ー
に
お
け

る
紛
争
区
別
の
意
義
、
さ
ら
に
紛
争
分
類
の
判
断
に
関
す
る
実
践
的
な
問
い
の
み
な
ら
ず
、
ユ
ー
ス
・
イ
ン
・
ベ
ロ
ー
の
基
本
構
造
の
理

解
に
関
す
る
理
論
的
な
問
い
も
横
た
わ
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
意
識
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
分
析
視
座
は
、
な
ぜ
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・

プ
ロ
ー
チ
が
否
定
さ
れ
る
と
と
も
に
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
が
肯
定
さ
れ
た
か
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
が
支
持
さ

れ
る
可
能
性
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
か
、
も
し
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
無
条
件
の
下
に
、
そ
れ
と
も
一
定
の
条
件
の
下
に
認
め
ら
れ

た
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

ま
ず
、
一
九
四
六
年
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
に
お
い
て
、ICRC

提
案
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
つ
い
て
は
、「
条
約
」
の
適
用
で

は
な
く
、「
条
約
の
諸
原
則
」
の
適
用
に
留
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
際
的
武
力
紛
争
と
非
国
際
的
武
力
紛
争
の
規
律
に
相
違
を
作
り
出
す
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こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、ICRC

提
案
は
、
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
立
脚
す
る
も
の
と
評

価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
最
終
的
に
同
会
議
が
採
択
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
国
際
的
武
力
紛
争
と
非
国
際
的
武
力
紛
争
の
双
方
と

も
に
「
条
約
」
の
適
用
を
認
め
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
換
言
す
る
な
ら
ば
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に

立
脚
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
と
連
動
す
る
よ
う
に
、
同
会
議
の
テ
キ
ス
ト
の
文
言
も
、「（
国
家
内
部
の
）
内
戦
」
か
ら
「（
国
家

内
部
の
）
武
力
紛
争
」
に
修
正
さ
れ
る
に
至
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
伴
っ
て
「
武
力
紛
争
」
と

い
う
単
一
の
概
念
が
観
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

次
に
、
一
九
四
七
年
政
府
専
門
家
会
議
は
、
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
の
結
論
を
大
き
く
覆
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
政
府
専
門
家
会

議
に
提
出
さ
れ
たICRC

提
案
は
、
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
が
採
択
し
た
テ
キ
ス
ト
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
非
国
際
的
武
力
紛

争
に
つ
い
て
は
、「
条
約
」
の
適
用
を
認
め
る
と
い
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
こ
の
当
時
のICRC

と
し
て
は
、
戦

争
捕
虜
の
概
念
・
規
定
の
よ
う
に
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
を
適
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
困
難
が
生
じ
る
規
則
が

あ
る
と
い
う
懸
念
を
抱
い
て
い
た
。
こ
の
懸
念
が
的
中
し
、
最
終
的
に
政
府
専
門
家
会
議
が
採
択
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
非
国
際
的
武
力
紛

争
に
つ
い
て
は
、「
条
約
」
の
適
用
を
認
め
ず
、「
条
約
の
諸
原
則
」
の
適
用
に
留
め
る
と
い
う
内
容
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
政
府
専
門
家
会
議
の
テ
キ
ス
ト
が
、
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
変
遷
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・

ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
な
ぜ
、
政
府
専
門
家
会
議
が
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
拒
否
し
、
最
終
的
に

ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
選
択
し
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
政
府
専
門
家
会
議
の
審
議
は
、
こ
の
問
い
に
つ
い
て
、
一
定
の

解
答
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
幾
人
か
の
政
府
専
門
家
が
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
し
て
疑
問
視
し
た
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こ
と
は
、
条
約
の
中
に
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
の
困
難
な
規
則
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
文
脈
に
お
い
て
政
府
専
門
家
に
よ
っ
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
規
則
は
、
占
領
国
、
文
民
、
さ
ら
に
抑
留
の
そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
・
規
定
で

あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
文
民
条
約
の
分
野
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。ICRC

の
上
記
懸
念
と
併
せ
て
理
解
す
る
と
、
戦
争
捕
虜
条
約

と
文
民
条
約
が
問
題
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
政
府
専
門
家
は
、
こ
の
非
国
際
的
武
力
紛
争
へ
の
条
約
の
適
用
に
伴
っ
て
生
じ
る
困

難
に
直
面
し
て
、「
条
約
の
諸
原
則
」
に
絞
り
込
み
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
処
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
政
府
専
門
家
会
議
は
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
選
択
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
一
方
で
、
最
後
に
、
一
九
四
八
年

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
は
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
立
脚
す
る
テ
キ
ス
ト
を
採
択
す
る
に
至
っ
て
い
る
。ICRC

提
案
は
、「
条

約
の
諸
原
則
」
で
は
な
く
、「
本
条
約
の
諸
規
定
」
と
い
う
文
言
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に

条
約
の
す
べ
て
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
の
審
議
は
、
こ
のICRC

提
案
を
基
本
的
に
踏

襲
し
、
同
じ
く
「
本
条
約
の
諸
規
定
」
と
い
う
文
言
を
内
容
と
す
る
テ
キ
ス
ト
を
採
択
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
政
府
専
門

家
会
議
が
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
し
て
疑
問
視
し
て
い
た
事
柄
を
ま
っ
た
く
無
視
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
会
議
の
審
議
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
へ
の
適
用
の
困
難
な
規
則
の
存
在
、
と
り
わ
け
、
政
府
の
側
か
ら
見
る
場
合
に
、
適
用
に
伴
っ

て
不
都
合
が
生
じ
る
規
則
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
十
分
に
考
慮
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
重
要
な
こ
と
は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
に
お
い
て
、
戦
争
捕
虜
条
約
に
関
連
し
て
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
へ
の

条
約
の
す
べ
て
の
規
定
の
適
用
の
是
非
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
示
せ
ば
、
叛
徒
を
戦
争
捕
虜
と
し
て
取

り
扱
う
こ
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
利
益
保
護
国
が
関
与
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
叛
徒
の
抑
留
国
の
国
内
法
違
反
の
行
為
に
関
し
て
処
罰

が
免
除
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
の
そ
れ
ぞ
れ
を
理
由
と
し
て
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
戦
争
捕
虜
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
を
適
用
す
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る
こ
と
の
当
否
が
疑
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
問
題
に
答
え
る
た
め
に
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
は
、
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
の
適
用
を
認
め

る
と
同
時
に
、
一
定
の
分
野
の
条
約
に
関
連
し
て
、
相
互
主
義
の
条
件
を
課
す
と
い
う
対
応
策
を
行
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
案
は
、
こ
れ
ま
で
争
わ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
傷
病
者
条
約
と
海
上
傷
病
者
条
約
と
の
関
連
に
お
い
て
は
、
相
互
主
義
の
条
件
を

課
さ
な
い
の
に
対
し
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
に
争
点
と
な
っ
て
き
た
戦
争
捕
虜
条
約
と
文
民
条
約
と
の
関
連
に
お
い
て
は
、
相
互
主
義
の
条

件
を
課
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
外
交
会
議
以
前
の
展
開
、
す
な
わ
ち
、
一
九
四
六
年
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
、
一
九
四
七
年
政
府
専
門

家
会
議
、
さ
ら
に
一
九
四
八
年
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
の
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
取
り
の
分
析
結
果
か
ら
は
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
結
論
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
外
交
会
議
以
前
の
展
開
に
お
い
て
、
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の

対
立
を
め
ぐ
っ
て
、
問
題
と
な
っ
て
き
た
こ
と
は
、
条
約
の
中
に
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
の
困
難
な
規
則
が

少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
一
連
の
諸
会
議
に
お
い
て
、
終
始
、
こ
の
点
に
関
し
て
言
及
さ
れ
て
き
た
規
則
は
、

い
ず
れ
も
戦
争
捕
虜
条
約
と
文
民
条
約
の
分
野
に
属
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
と
の
関
連
に
お
い
て
は
、
戦
争
捕
虜

の
概
念
・
規
定
、
叛
徒
の
戦
争
捕
虜
と
し
て
の
取
り
扱
い
、
利
益
保
護
国
の
関
与
、
さ
ら
に
叛
徒
の
国
内
法
違
反
の
行
為
を
め
ぐ
っ
て
の

処
罰
免
除
の
可
能
性
が
そ
れ
ぞ
れ
問
題
と
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
後
者
と
の
関
連
に
お
い
て
は
、
占
領
国
、
文
民
、
さ
ら
に
抑
留
の
そ

れ
ぞ
れ
の
概
念
・
規
定
が
問
題
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
結
果
と
し
て
、
一
連
の
経
緯
は
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
批
判
す
る

と
同
時
に
、
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
立
脚
す
べ
き
こ
と
を
繰
り
返
し
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
第
二
に
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
が
妥
当
す
る
余
地
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
と
い
う
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こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
傷
病
者
条
約
と
海
上
傷
病
者
条
約
を
め
ぐ
っ
て
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
の

適
用
を
認
め
る
こ
と
に
異
論
が
出
さ
れ
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
条
約
に
関
し
て

は
、
無
条
件
の
下
に
、
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
の
適
用
を
認
め
る
こ
と
を
受
け
入
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
戦
争
捕
虜
条

約
と
文
民
条
約
を
め
ぐ
っ
て
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
の
適
用
を
認
め
る
こ
と
に
異
論
が
出
さ
れ
た
こ
と
は
、

す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
は
、
条
件
付
き
の
下
に
、
こ
れ
を
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
判
断
す

る
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
条
件
こ
そ
が
、
相
互
主
義
の
条
件
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
の
紛
争
当
事
者
の

双
方
と
も
に
、
戦
争
捕
虜
条
約
と
文
民
条
約
に
従
う
こ
と
へ
の
同
意
が
確
保
さ
れ
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
稿
が
対
象
と
し
て
い
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
以
前
の
展
開
、
す
な
わ
ち
、
一
九
四
六
年
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
、
一
九
四
七
年
政

府
専
門
家
会
議
、
さ
ら
に
一
九
四
八
年
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
の
分
析
か
ら
は
、
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・

ア
プ
ロ
ー
チ
の
対
立
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
本
稿
が
示
し
た
こ
れ
ら
の
手

が
か
り
は
、
共
通
第
三
条
の
成
立
過
程
の
最
終
段
階
で
あ
る
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
外
交
会
議
と
の
関
連
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
評

価
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
本
稿
の
問
題
意
識
と
分
析
視
座
に
立
っ
て
、
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
外
交
会
議
の
や
り
取
り
を
分

析
す
る
こ
と
が
次
の
課
題
で
あ
る
。
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〈
注
〉

（
１
） 
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
用
語
に
関
し
て
は
、
一
九
九
八
年
に
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
国
際
刑
事
裁
判
所
の
検
察
局
の
上
級
法
律
顧
問
を
務
め
て

い
たFenrick

が
初
め
て
用
い
た
こ
と
が
、
管
見
の
限
り
に
お
い
て
、
そ
の
起
源
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。W

. Fenrick, “The D
evelopm

ent of the 

Law
 of Arm

ed Conflict through the Jurisprudence of the International Crim
inal Tribunal for the Form

er Yugoslavia,” in M
. Schm

itt and 

L. G
reen (eds.), The Law of A

rm
ed Conflict: Into the N

ext M
illennium

 (U
S N

aval W
ar College, 1998), p. 78.

（
２
） G. A

bi-Saab, “N
on-International A

rm
ed Conflicts,” in U

N
ESCO, International D

im
ensions of H

um
anitarian Law (M

artinus N
ijhoff 

Publishers, 1988), p. 217.

（
３
） 

こ
の
「
ユ
ー
ス
・
イ
ン
・
ベ
ロ
ー
」
と
称
さ
れ
る
規
則
群
は
、
一
般
に
、「
戦
争
法
」、「
武
力
紛
争
法
」、
さ
ら
に
「
国
際
人
道
法
」
と
い
っ
た
様
々
な
用
語

と
し
て
も
、
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
規
則
群
が
ど
の
よ
う
な
価
値
の
実
現
を
指
向
し
て
い
る
か
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
語
に
応
じ
て
、
若
干
、

ニ
ュ
ア
ン
ス
に
違
い
が
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。R. Kolb, Ius in bello: Le droit international des conflits arm

és (H
elbing Lichtenhahn, Bâle 

and Bruylant, Bruxelles, 2009), pp. 11-15. 
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
敢
え
て
こ
れ
ら
の
用
語
を
使
用
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
便
宜
上
、「
ユ
ー
ス
・
イ
ン
・
ベ

ロ
ー
」
と
呼
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
４
） G. D

raper, “H
um

anitarian Law
 and Internal Arm

ed Conflicts,” G
eorgian Journal of International and Com

parative Law, Vol. 13 (1983), 

pp. 254-255.

（
５
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
簡
に
し
て
要
を
得
る
説
明
と
し
て
、D. Akande, “Classification of Arm

ed Conflicts: Relevant Legal Concepts,” in E. 

W
ilm

shurst (ed.), International Law and the Classification of Conflicts (O
xford U.P., 2012), pp. 34-39.

（
６
） 

初
め
て
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
用
語
を
使
用
し
たFenrick

自
身
は
、
こ
の
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
の
批
判
と
い
う
文
脈
に
お
い
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て
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
用
語
を
用
い
て
お
ら
ず
、
そ
の
代
わ
り
に
「
統
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
（unified approach

）」
の
用
語
を
充
て
て
い

る
。Fenrick, supra note 1, p. 78. 

し
か
し
、
少
な
く
と
も
わ
が
国
の
論
考
に
お
い
て
は
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
用
語
を
用
い
る
こ
と
が

ほ
ぼ
定
着
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
真
山
全
「
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
と
戦
争
犯
罪
」『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
九
八
巻
五
号
（
一
九
九
九
年
）

一
二
〇
頁; 
新
井
京
「
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
慣
習
法
規
則
―
―
赤
十
字
国
際
委
員
会
『
慣
習
国
際
人
道
法
』
研
究
の
批
判
的

考
察
―
―
」『
同
志
社
法
学
』
第
六
〇
巻
七
号
（
二
〇
〇
九
年
）
一
一
三
四
頁
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
も
、
こ
れ
に
倣
っ
て
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー

チ
の
用
語
を
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
７
） G. M

cD
onald, “The Eleventh Annual W

aldem
ar A. Solf Lecture: the Changing N

ature of the Law
s of W

ar,” M
ilitary Law Review, Vol. 

156 (1998), pp. 30-51; J. Stew
art, “Tow

ards a single definition of arm
ed conflict in international hum

anitarian law
: A critique of 

internationalized arm
ed conflict,” International Review of the Red Cross, Vol. 85 (2003), pp. 313-350; D. W

illm
ott, “Rem

oving the Distinction 

betw
een International and N

on-International Arm
ed Conflict in the Rom

e Statute of the International Crim
inal Court,” M

elbourne Journal 

of International Law, Vol. 5 (2004), pp. 196-219; L. M
oir, “Tow

ards the U
nification of International H

um
anitarian Law

?,” in R. Burchill, 

N. W
hite and J. M

orris (eds.), International Conflict and Security Law: Essays in M
em

ory of H
ilaire M

cCoubrey (Cam
bridge U.P., 2005), 

pp. 108-128; E. Craw
ford, “U

nequal before the Law
: The Case for the Elim

ination of the D
istinction betw

een International and N
on-

international A
rm

ed Conflicts,” Leiden Journal of International Law, Vol. 20 (2007), pp. 441-465; A
. D

uxbury, “D
raw

ing Lines in the 

Sand: Characterising Conflicts for the Purpose of Teaching International H
um

anitarian Law,” M
elbourne Journal of International Law, 

Vol. 8 (2007), pp. 259-272.

（
８
） ICTY

のTadic

事
件
上
訴
裁
判
部
中
間
判
決
を
め
ぐ
っ
て
は
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
推
進
す
る
手
法
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
同

判
決
が
有
す
る
意
義
を
「
タ
ジ
ッ
チ
の
原
動
力
」
と
形
容
す
る
こ
と
が
あ
る
。C. Kress, “Tow

ards further developing the law
 of non-international 



245

ジュネーブ諸条約共通第三条の成立過程―ジュネーブ外交会議以前をめぐって―

arm
ed conflict: a proposal for a jus in bello interno and a new

 jus contra bellum
 internum

,” International Review of the Red Cross, Vol. 

96 (2014), p. 34.

（
９
） ICTY, Prosecutor v. Tadic, D

ecision on the D
efence M

otion for Interlocutory Appeal on Jurisdiction, Appeals Cham
ber, para. 119.

（
10
） 

同
じ
趣
旨
か
ら
、ICTY

は
、Tadic

事
件
上
訴
裁
判
部
中
間
判
決
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
な
ぜ
、
二
つ
の
主
権
国
家
が
戦

争
に
従
事
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
交
戦
暴
力
か
ら
文
民
を
保
護
し
、
ま
た
は
強
姦
、
拷
問
ま
た
は
病
院
、
教
会
、
博
物
館
も
し
く
は
私
的
財
産
の
破
壊

を
禁
止
し
、
さ
ら
に
不
必
要
な
苦
痛
を
引
き
起
こ
す
兵
器
を
禁
止
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
暴
力
が
主
権
国
家
の
領
域
内
『
の
み
』
に
勃
発
す
る
場
合
に

お
い
て
は
、
同
じ
禁
止
を
規
定
し
ま
た
は
同
じ
保
護
を
与
え
る
こ
と
を
控
え
る
か
」
と
。Ibid., p. 97. 

こ
の
一
節
も
、
国
際
的
武
力
紛
争
と
非
国
際
的
武

力
紛
争
の
各
々
に
適
用
さ
れ
る
規
則
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を
問
題
視
し
つ
つ
、
前
者
と
後
者
に
「
同
じ
」
内
容
の
禁
止
・
保
護
が
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

（
11
） M

em
orandum

 of 22 M
arch 1996 from

 President Antonio Cassese to M
em

bers of the Preparatory Com
m
ittee on the Establishm

ent of an 

International Crim
inal Court, D

efinition of Crim
es and G

eneral Principles of Crim
inal Law

 as Reflected in the International Tribunal’s 

Jurisprudence, para. 11.

（
12
） Ibid., para. 11.

（
13
） 

注
意
を
要
す
る
こ
と
は
、
こ
の
手
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、ICTY

は
、
国
際
的
武
力
紛
争
と
非
国
際
的
武
力
紛
争
の
そ
れ
ぞ
れ
に
適
用
さ
れ
る
規
則

の
収
束
へ
の
道
筋
を
付
け
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
結
論
自
体
に
つ
い
て
は
、
両
者
の
区
別
を
完
全
に
消
失
さ
せ
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、ICTY

は
、Tadic

事
件
上
訴
裁
判
部
中
間
判
決
に
お
い
て
、「
国
際
的
武
力
紛
争
を
規
制
す
る
い
く
つ
か
の
規
則
と
原
則

が
国
内
紛
争
に
拡
大
さ
れ
て
き
た
に
過
ぎ
な
い
」
こ
と
、
さ
ら
に
「
こ
の
拡
大
は
、
こ
れ
ら
の
規
則
の
国
内
紛
争
へ
の
完
全
か
つ
機
械
的
な
移
植
と
い
う

形
式
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
こ
れ
ら
の
規
則
が
内
容
と
す
る
詳
細
な
規
制
で
は
な
く
そ
の
一
般
的
に
本
質
的
な
部
分
が
国
内
紛
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争
に
適
用
可
能
と
な
っ
て
い
る
」
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
点
を
慎
重
に
断
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。Supra note 9, para. 126.

（
14
） Ibid., para. 97.

（
15
） Ibid., para. 97.

（
16
） 

こ
の
点
に
関
す
る
代
表
的
な
論
者
と
し
て
、T. M

eron, “The H
um

anization of H
um

anitarian Law,” The A
m
erican Journal of International Law, 

Vol. 94 (2000), pp. 242-247. 

同
じ
く
、「
戦
争
法
の
『
人
道
法
化
』」
に
言
及
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
と
関
連
付
け
る
よ
う
に
、「
非
国
際
的
武
力

紛
争
に
適
用
さ
れ
る
規
則
の
拡
大
」
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
新
井
京
「
戦
争
法
か
ら
人
道
法
へ
―
―
藤
田
久
一
先
生
の
『
国
際
人
道
法
』
観
―
―
」

『
国
際
法
研
究
』
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
）
四
二
‐
四
四
頁
。
こ
の
論
旨
は
、
藤
田
久
一
の
国
際
人
道
法
観
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
目
的
に
由
来
し
て
い

る
。

（
17
） Supra note 9, para. 97.

（
18
） 

よ
り
広
く
国
際
法
の
基
本
構
造
の
理
解
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
筆
者
は
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
こ
に
、
国
際
法
上
、
ど

の
よ
う
に
「
人
間
」
を
位
置
付
け
る
か
と
い
うPeters

の
問
題
意
識
と
重
複
す
る
も
の
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
認
識
に
立
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し

て
、Peters

は
、「
人
間
を
国
際
法
の
中
心
点
と
捉
え
る
」
こ
と
を
提
唱
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、「
人
間
、
自
然
人
の
幸
福
が
現
在
の
国
際
法
の
倫
理
的
正

当
化
お
よ
び
目
標
設
定
で
あ
る
」
こ
と
、
さ
ら
に
「
人
間
が
主
要
な
国
際
法
主
体
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
国
際
法
の
思
考
方
法
が

倫
理
的
な
基
礎
付
け
を
反
映
・
明
確
化
す
る
」
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
て
い
る
。A. Peters, “D

er M
ensch im

 M
ittelpunkt des Völkerrechts,” in D. 

G
rim

m
, A. Kem

m
erer and C. M

öllers (eds.), Rechtswege: Kontextsensible Rechtswissenschaft vor der transnationalen H
erausforderung 

(N
om

os, 2015), p. 63. 

本
文
に
お
い
て
述
べ
る
よ
う
に
、
本
稿
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
共
通
第
三
条
の
成
立
過
程
（
さ
し
あ
た
っ
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
外

交
会
議
以
前
の
展
開
）
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
対
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
論
争
を
め
ぐ
っ

て
、
そ
れ
に
接
近
す
る
た
め
の
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
よ
り
巨
視
的
な
視
野
に
立
つ
な
ら
ば
、
本
稿
は
、
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国
際
法
の
基
本
構
造
の
理
解
に
関
し
てPeters

が
唱
え
る
上
記
見
解
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
れ
を
や
や
異
な
る
も
う
一
つ
の
角
度
か
ら
検
討
す
る
試
み
で
も
あ
る

と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。こ
の
点
に
関
し
て
近
年
刊
行
さ
れ
たPeters

の
著
書
の
関
連
箇
所
と
し
て
、A. Peters, Jenseits der M

enschenrechte: 

D
ie Rechtsstellung des Individuum

s im
 Völkerrecht (M

ohr Siebeck, 2014), pp. 179-213.

（
19
） 

そ
の
代
表
的
な
論
考
と
し
て
、新
井「
前
掲
論
文
」（
注
６
）一
一
二
六
‐
一
一
三
六
頁; S. Boelaert-Suom

inen, “G
rave Breaches, U

niversal Jurisdiction 

and Internal Arm
ed Conflict: Is Custom

ary Law
 M

oving tow
ards a U

niform
 Enforcem

ent M
echanism

 for All Arm
ed Conflicts?,” Journal 

of C
onflict and Security Law

, Vol. 5 (2000), pp. 74-101; S. D
arcy, Judges, Law and W

ar: The Judicial D
evelopm

ent of International 

H
um

anitarian Law (Cam
bridge U.P., 2014), pp. 111-114.

（
20
） ICTY

の
手
法
と
類
似
す
る
そ
れ
を
と
る
赤
十
字
国
際
委
員
会
「
慣
習
国
際
人
道
法
」
研
究
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
慣
習
国
際
法
の
認
定
方
法
に
批
判
が
集
中

し
て
い
る
と
い
う
点
も
、
基
本
的
に
、
こ
れ
と
同
じ
評
価
に
つ
な
が
る
。
赤
十
字
国
際
委
員
会
「
慣
習
国
際
人
道
法
」
研
究
に
お
け
る
慣
習
国
際
法
の
認

定
方
法
を
問
題
視
す
る
論
考
と
し
て
、
例
え
ば
、I. Scobbie, “The approach to custom

ary international law
 in the Study,” in E. W

ilm
shurst 

and S. Breau (eds.), Perspectives on the ICRC Study on Custom
ary International H

um
anitarian Law (Cam

bridge U.P., 2007), pp. 15-49.

（
21
） 

興
味
深
い
こ
と
に
、
一
八
六
三
年
に
米
国
政
府
が
起
草
し
た
リ
ー
バ
ー
法
典
も
、
国
家
間
戦
争
に
適
用
さ
れ
る
ユ
ー
ス
・
イ
ン
・
ベ
ロ
ー
を
め
ぐ
っ
て
、
そ

れ
を
い
か
な
る
修
正
も
施
す
こ
と
な
く
全
体
と
し
て
米
国
内
戦
に
適
用
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
謳
っ
て
い
た
。D. Akande and L. H

ill-Caw
thorne, “The 

Lieber Code and the Regulation of Civil W
ar in International Law,” Colum

bia Journal of Transnational Law, Vol. 53 (2015), pp. 639-641. 

し
た
が
っ
て
、
当
時
の
米
国
内
戦
を
取
り
巻
く
事
情
に
関
し
て
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
も
の
の
、
リ
ー
バ
ー
法
典
も
、
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ

ロ
ー
チ
の
考
え
方
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
を
規
律
す
る
ユ
ー
ス
・
イ

ン
・
ベ
ロ
ー
が
実
定
法
と
し
て
結
実
し
た
と
い
う
観
点
か
ら
、
本
文
に
述
べ
る
よ
う
に
、
本
稿
は
、
一
九
四
九
年
に
成
立
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
共
通

第
三
条
を
出
発
点
に
置
く
こ
と
と
す
る
。
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（
22
） Kress, supra note 8, p. 32.

（
23
） P. La Pradelle, “Les perspectives d’avenir du droit hum

anitaire,” in H
. Kipp, F. M

ayer and A. Steinkam
m
 (eds.), U

m
 Recht und Freiheit: 

Festschrift für Friedrich A
ugust Freiherr von der H

eydte zur Vollendung des 70. Lebensjahres (D
uncker &

 H
um

blot, 1977), p. 469.

（
24
） Abi-Saab, supra note 2, p. 220; 

新
井
「
前
掲
論
文
」（
注
６
）
一
一
三
四
‐
一
一
三
五
頁
。

（
25
） Projets de Conventions revisées ou nouvelles protégeant les victim

es de la guerre établis par le Com
ité International de la Croix-Rouge avec 

le Concours d’Experts des Gouvernem
ents, des Sociétés nationales de la Croix-Rouge et d’autres A

ssociations hum
anitaires (G

enève, M
ai 

1948), pp. 6, 35-36, 54, 156-157.

（
26
） 

こ
のICRC

提
案
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
れ
が
、
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
す
べ
て
の
規
定
を
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後

者
に
適
用
さ
れ
る
も
の
を
「
最
大
化
」
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
手
法
を
「
マ
キ
シ
マ
リ
ス
ト
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。Abi-Saab, supra 

note 2, p. 220; 

新
井
「
前
掲
論
文
」（
注
６
）
一
一
三
五
頁
。

（
27
） 

共
通
第
三
条
の
成
立
過
程
を
扱
っ
た
論
考
は
、
す
で
に
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
、
同
条
の
「
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
」
と
い

う
文
言
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
範
囲
・
敷
居
を
有
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
視
座
か
ら
、
分
析
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

例
え
ば
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
藤
田
久
一
「『
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
』
―
―
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
共
通
第
三
条
を
め

ぐ
っ
て
（
一
）
―
―
」『
金
沢
法
学
』
第
一
四
巻
二
号
（
一
九
六
九
年
）
一
八
‐
三
三
頁; 

同
「『
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
』
―
―
一
九
四
九
年

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
共
通
第
三
条
を
め
ぐ
っ
て
（
二
）
―
―
」『
金
沢
法
学
』
第
一
六
巻
一
・
二
号
（
一
九
七
一
年
）
七
〇
‐
一
〇
二
頁; A. Cullen, The 

Concept of N
on-International A

rm
ed Conflict in International H

um
anitarian Law (Cam

bridge U.P., 2010), pp. 27-51. 

確
か
に
、
同
条
が
非

国
際
的
武
力
紛
争
の
概
念
の
定
義
を
置
い
て
お
ら
ず
、
そ
の
定
義
に
関
し
て
多
様
な
見
解
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
傾
向
自
体
は
、
十
分
に

納
得
の
行
く
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
稿
は
、
こ
の
傾
向
に
立
つ
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
本
文
に
述
べ
た
分
析
視
座
か
ら
、
同
条
の
成
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立
過
程
を
取
り
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
外
交
交
渉
の
記
録
か
ら
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
の
概
念
に
関
し
て
、
特
に
興
味
深
い
や
り
取
り
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
た
場
合
は
、
適
宜
、
脚
注
に
お
い
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
28
） L. M

oir, “The H
istorical Developm

ent of the Application of H
um

anitarian Law
 in N

on-International Arm
ed Conflicts to 1949,” International 

and Com
parative Law Q

uarterly, Vol. 47 (1998), p. 353. 

こ
の
点
に
関
し
て
、ICRC

コ
メ
ン
タ
リ
ー
は
、「
赤
十
字
が
担
っ
た
役
割
に
言
及
す
る
こ

と
の
な
い
ま
ま
に
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
に
つ
い
て
、
特
に
そ
の
内
戦
へ
の
適
用
に
つ
い
て
、
語
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
」
と
ま
で
評
し
て
い
る
。J. 

Pictet (ed.), G
eneva Convention relative to the Protection of Civilian Persons in Tim

e of W
ar: Com

m
entary (ICRC, 1958), p. 26.

（
29
） 

こ
のICRC

の
主
導
権
は
、
一
九
一
二
年
の
第
九
回
赤
十
字
国
際
会
議
（
ワ
シ
ン
ト
ン
）、
一
九
二
一
年
の
第
一
〇
回
赤
十
字
国
際
会
議
（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
）、

一
九
三
八
年
の
第
一
六
回
赤
十
字
国
際
会
議
（
ロ
ン
ド
ン
）
と
い
う
順
に
駒
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
赤
十
字
国
際
会
議
を
め
ぐ
っ

て
は
、
主
と
し
て
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
赤
十
字
の
役
割
と
い
う
観
点
か
ら
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
へ
の
ユ
ー
ス
・
イ
ン
・
ベ
ロ
ー
の
適
用
の

問
題
が
論
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
会
議
の
や
り
取
り
を
本
稿
の
分
析
視
座
か
ら
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
と
い
う
論
点
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
、
興
味
深

く
、
い
ま
だ
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
稿
は
、
こ
の
論
点
に
立
ち
入
る
こ
と
に
つ
い
て
は
控
え
、
条
文
作
成
の

動
き
が
具
体
化
す
る
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
の
展
開
に
焦
点
を
絞
る
こ
と
と
し
た
い
。
さ
し
あ
た
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
の
展
開
を
詳
細
に
検
討

し
た
論
考
の
一
つ
と
し
て
、
一
九
七
三
年
にRosem

ary Abi-Saab

が
ハ
ー
グ
国
際
法
ア
カ
デ
ミ
ー
の
研
究
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
た
も
の
を
挙
げ
て
お
く
。

R. Abi-Saab, H
istoire Législative de l’A

rticle 3 Com
m
un aux Q

uatre Conventions de G
enève du 12 A

oût 1949 (Centre de Recherche de 

l’Académ
ie de D

roit International de la H
aye, 1973), pp. 4-13.

（
30
） J. Siotis, Le droit de la guerre et les conflits arm

és d’un caractère non-international (Librairie générale de droit et de jurisprudence, 1958), 

p. 187.

（
31
） A. Schlögel, “La G

uerre Civile,” Revue Internationale de Croix-Rouge, Vol. 52 (1970), pp. 141-142.
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（
32
） 

本
稿
と
同
様
の
分
析
視
座
に
立
っ
て
、
一
九
世
紀
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
非
国
際
的
武
力
紛
争
を
規
律
す
る
ユ
ー
ス
・
イ
ン
・
ベ
ロ
ー
の
史
的
展
開
を

跡
付
け
る
近
年
の
重
要
な
著
書
と
し
て
、S. Sivakum

aran, The Law of N
on-International A

rm
ed Conflict (O

xford U.P., 2012), pp. 9-100. 

も
っ

と
も
、
筆
者
は
、
本
書
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
共
通
第
三
条
の
成
立
過
程
に
関
す
る
限
り
（ibid., pp. 30-42

）、
そ
れ
が
断
片
的
な
も
の
に
留
ま
っ
て
い
る

と
い
う
評
価
を
有
し
て
い
る
。

（
33
） 

し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
、
共
通
第
三
条
の
成
立
過
程
を
条
約
法
条
約
第
三
二
条
の
「
条
約
の
準
備
作
業
」
と
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
条
に
関
す
る
条

約
解
釈
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
ま
し
て
、
諸
会
議
に
お
け
る
各
国
の
発
言
な
ど
を
「
国
家
慣
行
」
と
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

非
国
際
的
武
力
紛
争
に
関
す
る
慣
習
国
際
法
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
も
な
い
。
本
文
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
稿
の
目
的
は
、
同
条
の
成
立
過

程
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
対
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
論
争
に
迫
っ
て
い
く
た
め
に
必
要
と
な
り
得

る
手
が
か
り
を
拾
い
上
げ
て
い
く
と
こ
ろ
に
あ
る
。

（
34
） 

な
お
、
今
日
、
ユ
ー
ス
・
イ
ン
・
ベ
ロ
ー
の
実
体
的
規
則
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
戦
闘
手
段
・
方
法
の
規
制
の
分
野
と
武
力
紛
争
（
戦
争
）
の
犠
牲
者
の

保
護
の
分
野
に
分
け
て
説
明
す
る
こ
と
が
通
例
で
あ
る
。
例
え
ば
、A. Cassese, International Law (O

xford U.P., 2005), pp. 411-424; E. D
avid, 

Principes de droit des conflits arm
és (Bruylant, 2008), pp. 267-611; 

新
井
京
「
武
力
紛
争
法
」
浅
田
正
彦
（
編
）『
国
際
法
』（
東
信
堂
、
二
〇
一
一

年
）
四
一
四
‐
四
二
一
頁
。
こ
の
論
じ
方
に
従
う
な
ら
ば
、
本
稿
は
、
一
九
四
九
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
の
う
ち
の
そ
の
共
通
第
三
条
の
成
立
過
程
を

取
り
上
げ
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
、
武
力
紛
争
の
犠
牲
者
の
保
護
の
分
野
に
そ
の
分
析
を
限
定
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク

ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
対
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
論
争
は
、
戦
争
手
段
・
方
法
の
規
制
の
分
野
と
の
関
連
に
お
い
て
も
、
生
起
し
て
い
る
。
こ

の
点
に
関
し
て
は
、
一
九
七
七
年
の
二
つ
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
追
加
議
定
書
と
一
九
九
八
年
のICC

規
程
の
戦
争
犯
罪
規
定
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成

立
過
程
を
本
稿
の
分
析
視
座
か
ら
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
成
立
過
程
の
分
析
に
関
し
て
は
、
別

稿
に
譲
り
た
い
。
さ
し
あ
た
り
、
次
の
論
考
を
参
照
せ
よ
。Sivakum

aran, supra note 32, pp. 42-52.
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（
35
） ICRC

、
赤
十
字
社
連
盟
、
さ
ら
に
四
五
ヶ
国
の
赤
十
字
社
の
代
表
が
一
九
四
六
年
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
に
参
加
し
た
。Rapport sur les travaux de 

la Conférence prélim
inaire des Sociétés nationales de la Croix-Rouge pour l’étude des Conventions et de divers problèm

es ayant trait à la 

Croix-Rouge, G
enève, 26 juillet-3 août 1946 (G

enève, Janvier 1947), pp. 3-10.

（
36
） Conférence prélim

inaire des Sociétés nationales de la Croix-Rouge pour l’étude des Conventions et de divers problèm
es ayant trait à la 

Croix-Rouge, G
enève, 26 juillet-3 août 1946, D

ocum
entation fournie par le Com

ité International de la Croix-Rouge, Vol. I, p. 26.

（
37
） R. A

bi-Saab, D
roit H

um
anitaire et Conflits Internes: O

rigines et évolution de la réglem
entation internationale (Institut H

enry-D
unant, 

G
enève and Editions A. Pedone, Paris, 1986), p. 44.

（
38
） Supra note 36, p. 2.

（
39
） Conférence prélim

inaire des Sociétés nationales de la Croix-Rouge pour l’étude des Conventions et de divers problèm
es ayant trait à la 

Croix-Rouge, G
enève, 26 juillet-3 août 1946, Procès-Verbaux, Vol. II, p. 4.

（
40
） 

こ
の
点
は
、
一
九
三
七
年
の
専
門
家
委
員
会
の
作
業
か
ら
も
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
文
に
示
し
た
テ
キ
ス
ト
を
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
に
提

案
す
る
に
あ
た
っ
て
、ICRC

のPictet

は
、「﹇
各
国
赤
十
字
社
に
﹈
配
布
さ
れ
た
﹇
草
案
﹈
資
料
が
一
九
三
七
年
の
作
業
の
ま
さ
に
不
可
欠
の
要
素
で
あ
っ

た
」
こ
と
、
さ
ら
に
、「
一
九
三
七
年
の
作
業
が
﹇
各
国
赤
十
字
社
に
﹈
提
出
さ
れ
た
草
案
の
作
成
の
た
め
の
土
台
と
な
っ
た
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。Ibid., p. 3. 

こ
の
説
明
に
関
連
し
て
、
専
門
家
委
員
会
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
委
員
会
は
、
条
約
が
国
家
間
の
あ
ら
ゆ
る
武
力

紛
争
に
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
人
道
的
な
諸
原
則
が
、
た
と
え
条
約
が
法
的
に
適
用
可
能
と
な
ら
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、

あ
ら
ゆ
る
状
況
に
お
い
て
、尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
全
会
一
致
に
よ
っ
て
承
認
し
た
」と
。Docum

ent nº 11, XVI Conférence internationale 

de la Croix-Rouge, Londres, juin 1938, Rapport relatif à l’interprétation, la revision et l’extension de la Convention de Genève du 27 juillet 

1929, p. 8. 

専
門
家
委
員
会
は
、「
内
戦
」
を
「
条
約
に
よ
っ
て
法
的
に
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
」
場
合
と
捉
え
て
い
る
（ibid., p. 8

）
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
言
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う
「
あ
ら
ゆ
る
状
況
」
の
中
に
「
内
戦
」
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
、
想
定
さ
れ
て
い
る
。

（
41
） Pictet, supra note 28, p. 28.

（
42
） Ibid., p. 29. 

こ
の
当
時
、ICRC

は
、
紛
争
当
事
者
が
適
用
に
関
す
る
明
示
の
宣
言
を
行
う
こ
と
を
拒
否
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
認
識
を

持
っ
て
い
た
。Ibid., p. 29.

（
43
） Ibid., p. 28.

（
44
） 

こ
の
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ
てICRC

副
総
裁
のH

uber

が
行
っ
た
演
説
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
の
作
成
に
対
す
るICRC

の

当
時
の
基
本
姿
勢
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
、
注
目
に
値
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
明
ら
か
に
、
人
道
的
な
理
想
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
赤
十
字
が
政
府
の
想
定

す
る
提
案
よ
り
も
大
胆
な
も
の
を
示
す
な
ら
ば
、
そ
の
こ
と
は
、
赤
十
字
の
特
別
の
任
務
に
よ
っ
て
、
完
全
に
正
当
化
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
赤
十

字
は
、
…
実
定
国
際
法
に
お
い
て
通
用
し
、
か
つ
、
批
判
的
な
時
代
に
実
現
す
る
見
込
み
の
あ
る
解
決
策
だ
け
を
追
い
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
実
の

世
界
に
身
を
置
く
こ
と
を
熟
知
し
て
い
る
」と
。Conférence prélim

inaire des Sociétés nationales de la Croix-Rouge pour l’étude des Conventions 

et de divers problèm
es ayant trait à la Croix-Rouge, G

enève, 26 juillet-3 août 1946, Procès-Verbaux, Vol. I, pp. 4-5; A
llocution prononcée 

par M
. M

ax H
uber, président a.i. du C.I.C.R. à la séance d’ouverture de la Conférence prélim

inaire des Sociétés nationales de la Croix-

Rouge, G
enève, 26 juillet 1946, p. 4. 

こ
の
発
言
は
、
赤
十
字
と
い
う
団
体
の
性
質
上
、ICRC

が
一
般
に
諸
国
よ
り
も
大
胆
な
提
案
を
行
う
傾
向
が
あ

る
中
で
、
実
定
法
と
し
て
実
現
す
る
見
込
み
の
あ
る
（
諸
国
の
受
け
入
れ
可
能
な
）
提
案
だ
け
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
少
な
く
と
も
一
九
四
六
年
当
時
、ICRC
は
、
実
定
法
と
し
て
の
実
現
の
可
能
性
を
何
よ
り
も
模
索
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
結
果
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
関
し
て
も
、
本
文
に
述
べ
た
よ
う
に
、
相
当
に
慎
重
な
立
場
を
と
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。Sandoz

は
、「
理
想
主
義
者

で
あ
るH

uber

は
、
現
実
主
義
の
強
い
気
質
も
有
し
て
い
た
」
と
評
し
て
い
る
。Y. Sandoz, “M

ax H
uber and the Red Cross,” The European Journal 

of International Law, Vol. 18 (2007), p. 184.
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（
45
） 

第
一
委
員
会
が
傷
病
者
条
約
の
改
正
を
、
第
二
委
員
会
が
戦
争
捕
虜
条
約
の
改
正
と
文
民
条
約
の
作
成
を
、
そ
し
て
、
第
三
員
会
が
赤
十
字
の
特
別
の
問

題
を
そ
れ
ぞ
れ
審
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。Supra note 35, p. 13.

（
46
） Rapport résum

é sur les travaux de la Conférence prélim
inaire des Sociétés nationales de la Croix-Rouge, G

enève, 26 juillet-3 août 1946 

(G
enève, Septem

bre 1946), p. 4.

（
47
） D. Elder, “The H

istorical Background of C
om

m
on A

rticle 3 of the G
eneva C

onvention of 1949,” C
ase W

estern Reserve Journal of 

International Law, Vol. 11 (1979), p. 42.

（
48
） 

本
節
は
、
第
一
委
員
会
が
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
の
実
質
的
な
討
議
の
場
と
な
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
第
一
委
員
会
の
採
択
し
た
テ
キ
ス
ト
が
翌
年
の

政
府
専
門
家
会
議
に
お
い
て
審
議
の
原
案
と
な
っ
た
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
考
慮
し
て
、
第
一
委
員
会
の
や
り
取
り
を
中
心
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

（
49
） Supra note 39, pp. 4-5.

（
50
） Ibid., p. 7.

（
51
） Ibid., p. 5.

（
52
） Ibid., p. 5.

（
53
） Ibid., p. 7.

（
54
） 

各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
に
お
い
て
、「（
国
家
内
部
の
）
内
戦
」
の
文
言
か
ら
「（
国
家
内
部
の
）
武
力
紛
争
」
の
そ
れ
に
修
正
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
は
、

本
文
に
述
べ
た
点
に
加
え
て
、
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
赤
十
字
社
が
表
明
し
た
よ
う
に
（ibid., p. 6

）、「
内
戦
」
の
概
念
が
非
常
に
曖
昧
で
あ
る
と
い
う
懸
念

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
同
会
議
に
お
い
て
「
内
戦
」
の
概
念
を
定
義
す
る
試
み
が
あ
っ
た
点
は
、
興
味
深
い
。
第
一
委
員
会
の
議

長
を
務
め
、
国
際
法
学
者
と
し
て
も
著
名
なSchindler

は
、
国
際
戦
争
を
「
国
家
間
の
も
の
」
と
定
義
し
た
上
で
、「
内
戦
は
、
少
な
く
と
も
当
事
者
の
一

方
が
国
家
で
な
い
二
つ
の
当
事
者
間
の
戦
争
で
あ
る
と
表
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
完
全
に
消
極
的
に
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
て
い
る
。Ibid., p. 
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7. 

こ
の
定
義
は
、「
内
戦
」
を
「
国
家
間
の
も
の
」
で
な
い
と
消
極
的
に
把
握
し
、
国
際
的
武
力
紛
争
の
反
対
語
と
し
て
捉
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同

様
の
定
義
は
、
近
年
、
非
国
家
主
体
へ
の
越
境
攻
撃
に
関
連
し
て
、H

am
dan

事
件
米
国
連
邦
最
高
裁
判
決
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「﹇
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
諸
条
約
﹈
共
通
第
三
条
が
規
定
す
る
紛
争
は
、
そ
れ
が
（
署
名
国
で
あ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
）
国
家
間
の
衝
突
を
伴
わ
な
い
が
故
に
、
共
通
第
二

条
に
規
定
さ
れ
る
紛
争
か
ら
区
別
さ
れ
る
」
と
。K. G

reenberg and J. D
ratel (eds.), The Enem

y Com
batant Papers, A

m
erican Justice, the 

Courts, and the W
ar on Terror (Cam

bridge U.P., 2008), p. 586. 

同
判
決
は
、
国
際
的
武
力
紛
争
か
ら
の
消
極
的
な
方
法
に
よ
っ
て
非
国
際
的
武
力

紛
争
を
定
義
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
非
国
家
主
体
へ
の
越
境
攻
撃
を
非
国
際
的
武
力
紛
争
と
し
て
性
格
付
け
る
こ
と
を
可
能
と
し
て
い
る
。
各
国
赤
十

字
社
予
備
会
議
に
お
い
てSchindler

の
上
記
発
言
に
関
し
て
は
そ
れ
以
上
の
進
展
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
近
年
の
重
要
な
解
釈
と
類
似
す
る
も
の
が
す
で

に
共
通
第
三
条
の
成
立
過
程
に
提
示
さ
れ
て
い
た
点
は
、
注
目
に
値
し
よ
う
。

（
55
） Supra note 39, p. 6.

（
56
） Ibid., p. 6.

（
57
） Ibid., p. 6.

（
58
） F. Siordet, “Les Conventions de G

enève et la guerre civile,” Revue Internationale de Croix-Rouge, Vols. 374-375 (1950), p. 12.

（
59
） 

例
え
ば
、
エ
ジ
プ
ト
赤
十
字
社
は
、「
紛
争
当
事
者
の
一
方
が
明
示
に
反
対
の
意
見
を
述
べ
な
い
限
り
」
と
い
う
文
言
を
提
案
し
（supra note 39, p. 9

）、

イ
ラ
ン
赤
十
字
社
も
、「
明
示
的
な
拒
絶
が
あ
る
場
合
を
除
き
」
と
い
う
文
言
に
再
修
正
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
（ibid., p. 11

）。

（
60
） Ibid., p. 6.

（
61
） Ibid., p. 9.

（
62
） 

こ
の
こ
と
は
、
本
テ
キ
ス
ト
に
関
し
て
、
た
と
え
そ
の
定
式
が
変
わ
っ
て
も
、「
相
互
主
義
の
実
践
を
法
的
基
礎
と
す
る
」（L. M

oir, The Law of Internal 

A
rm

ed Conflict (Cam
bridge U.P., 2002), pp. 22-23

）
も
の
と
評
さ
れ
る
所
以
で
あ
ろ
う
。



255

ジュネーブ諸条約共通第三条の成立過程―ジュネーブ外交会議以前をめぐって―

（
63
） Supra note 35, p. 17.

（
64
） 
第
二
委
員
会
は
、
ほ
と
ん
どICRC

提
案
を
討
議
し
な
い
ま
ま
に
、「
条
約
諸
規
定
は
、
当
事
者
に
よ
っ
て
戦
争
状
態
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
か
か

わ
ら
ず
、
武
力
紛
争
の
開
始
か
ら
自
動
的
に
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
条
約
諸
規
定
は
、
内
戦
お
よ
び
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
占
領
の
場
合
に
お
い
て
、

等
し
く
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
テ
キ
ス
ト
を
採
択
し
た
。Conférence prélim

inaire des Sociétés nationales de la Croix-Rouge pour 

l’étude des Conventions et de divers problèm
es ayant trait à la Croix-Rouge, G

enève, 26 juillet-3 août 1946, Procès-Verbaux, Vol. III, p. 

203. 

こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
「
条
約
諸
規
定
」、
す
な
わ
ち
、
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
の
適
用
を
認
め
る
こ
と
を
そ
の
内
容
と
し
て
い

る
。
こ
の
点
は
、
第
一
委
員
会
の
テ
キ
ス
ト
と
同
じ
趣
旨
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
第
一
委
員
会
の
テ
キ
ス
ト
が
、
相
互

主
義
の
条
件
を
（
停
止
条
件
か
ら
解
除
条
件
に
変
更
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
）
著
し
く
緩
和
し
て
い
る
の
に
対
し
、
第
二
委
員
会
の
テ
キ
ス
ト
は
、
こ
の
点

に
つ
い
て
、
何
も
触
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
が
全
体
会
合
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
た
。
ベ
ル
ギ
ー
赤
十
字
社
代
表
のLeynseele

は
、
第
一
委
員
会
と
第

二
委
員
会
の
い
ず
れ
の
テ
キ
ス
ト
も
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
へ
の
条
約
の
適
用
を
認
め
て
い
る
も
の
の
、
前
者
と
異
な
っ
て
、
後
者
に
「
敵
対
当
事
者
の

一
方
が
拒
否
す
る
こ
と
を
明
示
的
に
宣
言
し
な
い
限
り
」
の
文
言
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
を
注
意
深
く
指
摘
し
て
い
る
。Conférence prélim

inaire des 

Sociétés nationales de la Croix-Rouge pour l’étude des Conventions et de divers problèm
es ayant trait à la Croix-Rouge, Genève, 26 juillet-3 

août 1946, Procès-Verbaux, Vol. VII, p. 13. 

こ
れ
を
受
け
て
、
全
体
会
合
は
、
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
に
齟
齬
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
文
言
を
追
加
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
赤
十
字
社
代
表
のSkbsted
は
、「
原
則
と
し
て
」
と
い
う
文
言
を
挿
入
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
受
入
れ
ら
れ
る

に
至
っ
て
い
る
。Ibid., p. 15. 

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
経
緯
を
勘
案
す
れ
ば
、
第
一
委
員
会
と
第
二
委
員
会
の
テ
キ
ス
ト
は
、
表
現
ぶ
り
こ
そ
異
な
る

も
の
の
、
基
本
的
に
同
じ
内
容
を
有
す
る
も
の
と
し
て
作
成
さ
れ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
65
） Abi-Saab, supra note 37, p. 46.

（
66
） P. La Pradelle, La conférence diplom

atique et les nouvelles conventions de G
enève du août 1949 (Les éditions internationales, 1951), p. 
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211. ICRC

コ
メ
ン
タ
リ
ー
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
は
、ICRC

提
案
を
認
め
な
か
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
そ
れ
を
推
し

進
め
た
の
で
あ
っ
た
」。Pictet, supra note 28, p. 29.

（
67
） 

こ
の
点
に
関
し
て
、ICRC

コ
メ
ン
タ
リ
ー
も
、「
同
会
議
の
テ
キ
ス
ト
が
政
府
の
集
ま
り
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
。Ibid., p. 29.

（
68
） ICRC

と
一
五
ヶ
国
の
諸
国
が
一
九
四
七
年
政
府
専
門
家
会
議
に
参
加
し
て
い
る
。Rapport sur les travaux de la Conférence d’experts gouvernem

entaux 

pour l’étude des Conventions protégeant les victim
es de la guerre, G

enève, 14-26 avril 1947 (G
enève, D

écem
bre 1947), pp. 2-5.

（
69
） Com

m
ission d’experts gouvernem

entaux pour l’étude des Conventions protégeant les victim
es de la guerre, G

enève, 14-26 avril 1947, 

D
ocum

entation prélim
inaire fournie par le Com

ité International de la Croix-Rouge, Vol. II, p. 236.

（
70
） Pictet, supra note 28, p. 29.

（
71
） 

勿
論
、ICRC

は
、
本
テ
キ
ス
ト
に
関
し
て
、「
間
違
い
な
く
利
点
を
示
す
解
決
策
が
そ
こ
に
あ
る
」
と
説
き
（supra note 69, p. 237

）、
そ
れ
を
支
持
す

る
見
解
も
表
明
し
て
い
る
。
事
実
、
例
え
ば
、「
内
戦
に
お
い
て
当
事
者
の
一
方
に
よ
っ
て
捕
え
ら
れ
る
捕
虜
が
、
国
際
戦
争
に
お
い
て
捕
え
ら
れ
る
そ
れ

と
同
じ
よ
う
に
、
保
護
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。Ibid., p. 237. 

し
か
し
、
本
文
に
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
れ
と
同
時

に
、ICRC

が
本
テ
キ
ス
ト
に
対
し
て
疑
問
を
提
示
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
72
） Ibid., p. 237.

（
73
） 

本
文
に
述
べ
た
点
と
は
別
に
、ICRC

が
提
起
し
た
も
う
一
つ
の
問
題
点
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
第
三
者
機
関
が
な

い
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、ICRC

は
、「
多
く
の
場
合
、
条
約
が
事
実
と
し
て
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
内
戦
に
お
い
て
起
こ
り
得
る
と
い

う
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
（ibid., p. 237

）、
非
国
際
的
武
力
紛
争
の
存
否
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
の
決
定
に
困
難
が
伴
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
そ
の
解
決
策
と
し
て
、ICRC

は
、「
外
部
の
手
続
き
を
闘
争
中
の
当
事
者
に
対
し
て
発
動
す
る
こ
と
が
非
常
に
有
用
で
あ
る
」
と
し
、
例
え
ば
、「
二



257

ジュネーブ諸条約共通第三条の成立過程―ジュネーブ外交会議以前をめぐって―

つ
の
当
事
者
に
対
し
て
調
停
を
提
供
す
る
第
三
国
の
政
府
」、「ICRC

な
ど
の
中
立
的
な
仲
介
者
」、「
国
連
な
ど
の
す
で
に
形
成
さ
れ
た
国
家
間
機
構
」
を

関
与
さ
せ
（ibid., p. 238

）、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
の
存
否
に
関
す
る
決
定
を
行
わ
せ
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

（
74
） Ibid., p. 238.

（
75
） 

第
一
委
員
会
が
、
傷
病
者
条
約
の
改
正
を
、
第
二
委
員
会
が
、
戦
争
捕
虜
条
約
の
改
正
を
、
そ
し
て
、
第
三
委
員
会
が
、
文
民
条
約
の
作
成
を
そ
れ
ぞ
れ

審
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。Supra note 68, pp. 1-2.

（
76
） Rapport som

m
aire sur les travaux de la Conférence d’experts gouvernem

entaux pour l’étude des Conventions protégeant les victim
es de la 

guerre, G
enève, 14-26 avril 1947 (G

enève, Juin 1947), pp. 7, 40, 126.

（
77
） Elder, supra note 47, p. 42. 
同
様
に
、ICRC

コ
メ
ン
タ
リ
ー
は
、
本
テ
キ
ス
ト
に
関
し
て
、「
こ
の
提
案
は
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
の
そ
れ
に
決
し
て

達
す
る
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
」
と
評
価
し
て
い
る
。Pictet, supra note 28, p. 29.

（
78
） Conférence d’experts gouvernem

entaux pour l’étude des Conventions protégeant les victim
es de la guerre, Genève, 14-26 avril 1947, Procès-

Verbaux, Vol.II, pp. 4-5.

（
79
） Ibid., p. 5.

（
80
） Ibid., p. 5.

（
81
） Ibid., p. 5.

（
82
） Ibid., p. 6.

（
83
） Ibid., p. 6.

（
84
） 

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
各
国
赤
十
字
社
予
備
会
議
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
も
う
一
つ
の
変
化
と
し
て
、「（
国
家
内
部
の
）
武
力
紛
争
」
の
文
言
が
「（
締
約
当

事
者
の
本
国
ま
た
は
植
民
地
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
の
）
内
戦
」
の
そ
れ
に
修
正
さ
れ
た
点
が
意
味
を
持
つ
の
か
も
し
れ
な
い
。
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
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チ
か
ら
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
の
変
化
に
連
動
さ
せ
る
よ
う
に
、
同
会
議
が
「（
国
家
内
部
の
）
内
戦
」
の
文
言
を
「（
国
家
内
部
の
）
武
力

紛
争
」
の
そ
れ
に
修
正
し
た
と
い
う
点
は
す
で
に
確
認
し
た
。
こ
の
点
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
上
記
の
通
り
、
政
府
専
門
家
会
議
が
「
武
力
紛
争
」
の
文

言
を
「
内
戦
」
に
再
び
戻
し
た
背
景
を
め
ぐ
っ
て
は
、
同
じ
よ
う
に
ワ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
ツ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
の
変
化

に
連
動
す
る
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
は
、
外
交
交
渉
の
記
録
か
ら
は
、
直
接
に
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
あ
く
ま
で
も
推
論
に
留
ま
っ
て
い
る
。

（
85
） Conférence d’experts gouvernem

entaux pour l’étude des Conventions protégeant les victim
es de la guerre, Genève, 14-26 avril 1947, Procès-

Verbaux, Vol.IV, p. 190.

（
86
） Ibid., p. 190.

（
87
） 

こ
の
点
に
関
し
て
、Bourquin

は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
交
戦
団
体
承
認
が
あ
る
場
合
、「
合
法
政
府
と
そ
れ
に
対
立
し
て
い
る
当

局
の
い
ず
れ
も
交
戦
団
体
の
資
格
を
有
し
て
い
る
」
か
ら
、「
そ
の
法
的
状
況
は
、
国
際
戦
争
の
場
合
と
同
様
に
明
確
で
あ
る
」
と
。Ibid., p. 191. 

交
戦
団

体
承
認
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
の
紛
争
当
事
者
を
交
戦
団
体
の
資
格
を
有
す
る
対
等
な
関
係
に
変
化
さ
せ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
、
国
際
的
武
力

紛
争
と
異
な
ら
な
い
状
況
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
場
合
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
を

め
ぐ
っ
て
は
、
特
段
の
問
題
は
生
じ
な
い
。

（
88
） Ibid., p. 191.

（
89
） Ibid., p. 191.

（
90
） Ibid., p. 191.

（
91
） Ibid., p. 191.

（
92
） R. O

’Keefe, The Protection of Cultural Property in Arm
ed Conflict (Cam

bridge U.P., 2006), pp. 98-99; H
. Gasser, “Protection of the Civilian 
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Population,” in D. Fleck (ed.), The Handbook of International Hum
anitarian Law (O

xford U.P., 2008), p. 272; Y. Dinstein, The International 

Law of Belligerent O
ccupation (Cam

bridge U.P., 2009), pp. 33-34.

（
93
） Supra note 85, p. 192.

（
94
） Ibid., p. 192.

（
95
） Ibid., p. 193.

（
96
） Ibid., p. 192. 

た
だ
し
、
少
な
く
と
も
当
初
、Castberg

は
、「
占
領
に
関
す
る
規
則
と
特
に
抑
留
に
関
す
る
規
則
は
、
内
戦
に
お
い
て
も
適
用
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
こ
と
、
さ
ら
に
「
こ
れ
ら
の
規
則
が
適
用
さ
れ
な
い
と
宣
言
す
る
能
力
を
当
事
者
が
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
こ
と
を

そ
れ
ぞ
れ
指
摘
し
、
占
領
と
抑
留
に
関
す
る
規
則
の
適
用
可
能
性
を
肯
定
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。Ibid., p. 188.

（
97
） Sivakum

aran, supra note 32, pp. 72-77, 296-300.

（
98
） Supra note 85, p. 193.

（
99
） Ibid., p. 192. 

こ
の
点
に
関
し
て
、Castberg
は
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
を
挙
げ
て
い
る
。Ibid., p. 192.

（
100
） 

こ
の
「
適
合
」
の
あ
り
方
と
し
て
、Bourdet

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
も
う
一
つ
の
方
法
を
提
示
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
お
そ
ら
く
内
戦
を
め
ぐ
っ

て
は
﹇
こ
の
『
適
合
』
に
関
す
る
」
方
法
が
存
在
し
て
い
る
。
…
そ
の
も
う
一
つ
は
、
条
約
が
、
…
類
推
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
と
示
す
こ
と
で
あ
る
」
と
。

Ibid., p. 193. 

こ
の
「
条
約
」
の
類
推
適
用
の
方
法
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
の
下
に
退
け
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
外
交
交
渉
の
記
録
か
ら
、
明
ら
か
に
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
文
に
述
べ
た
通
り
、
結
論
と
し
て
は
、「
条
約
」
の
類
推
適
用
で
は
な
く
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
へ
の
適
用
を
「
条

約
の
諸
原
則
」
に
留
め
る
と
い
う
方
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
決
着
を
つ
け
て
い
る
。

（
101
） J. Pictet (ed.), Geneva Convention for the Am

elioration of the Condition of the W
ounded and Sick in Arm

ed Forces in the Field: Com
m
entary 

(ICRC, 1952), p. 42.
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（
102
） Supra note 78, p. 6.

（
103
） Ibid., pp. 6-7.

（
104
） Conférence d’experts gouvernem

entaux pour l’étude des Conventions protégeant les victim
es de la guerre, Genève, 14-26 avril 1947, Procès-

Verbaux, Vol.I, p. 32.

（
105
） Ibid., p. 35.

（
106
） 

本
文
に
述
べ
て
い
る
点
に
加
え
て
、
政
府
専
門
家
会
議
に
関
し
て
は
、
も
う
一
つ
の
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、ICRC

コ
メ

ン
タ
リ
ー
が
説
明
す
る
よ
う
に
、「
政
府
が
自
国
の
国
内
問
題
と
の
関
連
に
お
い
て
自
身
に
国
際
義
務
を
課
す
こ
と
を
思
い
止
ま
る
理
由
は
あ
っ
た
」
に
も

か
か
わ
ら
ず
、「
一
九
四
七
年
にICRC

に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
政
府
専
門
家
会
議
は
、
こ
の
立
場
を
取
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
に
密
接
に
関
連
し
て
い

る
。Pictet, supra note 101, p. 42. 
す
な
わ
ち
、（
赤
十
字
社
で
は
な
く
）
各
国
の
政
府
代
表
が
、
本
来
、
国
内
問
題
で
あ
る
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
、「
条

約
の
諸
原
則
」
と
は
い
え
、
一
定
の
義
務
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
認
め
た
こ
と
の
意
義
は
小
さ
く
な
い
。Siordet, supra note 58, p. 16.

（
107
） ICRC

、
五
〇
ヶ
国
の
諸
国
、
さ
ら
に
五
二
ヶ
国
の
赤
十
字
社
の
代
表
が
一
九
四
八
年
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
に
参
加
し
た
。Projets de Conventions 

revisées ou nouvelles protégeant les victim
es de la guerre, Textes approuvés et am

endés par la XVII Conférence international de la Croix-

Rouge (G
enève, O

ctobre 1948), p. 5.

（
108
） Supra note 25, pp. 6, 35-36, 54, 156-157.

（
109
） Ibid., p. 6.

（
110
） Ibid., p. 6.

（
111
） 

こ
の
点
に
関
し
て
、
注
意
を
要
す
る
の
は
、ICRC

提
案
を
め
ぐ
っ
て
は
、
英
語
版
と
仏
語
版
と
の
間
に
標
記
上
の
違
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
英

語
版
に
よ
れ
ば
、「
本
条
約
の
諸
原
則
（the principles of the present Convention
）」
と
示
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
仏
語
版
に
よ
る
と
、「
本
条
約
の
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諸
規
定
（les dispositions de la présente Convention

）」
と
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
標
記
の
違
い
は
、
本
文
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
テ
キ
ス
ト
の
内
容

に
直
接
に
関
連
し
て
お
り
、
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
英
語
版
が
上
記
表
現
と
な
っ
た
原
因
が
仏
語
版
か
ら
の
翻
訳
ミ
ス
に
あ
っ
た
と
い

う
経
緯
を
考
慮
す
る
と
、ICRC

提
案
の
内
容
と
し
て
は
、
仏
語
版
の
標
記
に
沿
っ
て
理
解
す
る
方
が
正
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
実
際
、
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
会
議
の
法
律
委
員
会
に
お
い
て
、ICRC

の
代
表
を
務
め
るSchoenholzer

は
、「ICRC

提
案
に
お
い
て
、
翻
訳
の
誤
り
が
あ
る
」
と
し
た
上
で
、

「
英
語
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
『
諸
原
則
』
と
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
っ
て
、『
諸
原
則
』
の
文
言
が
『
諸
規
定
』
に
取
っ
て
代
え
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
明
言
し
、
英
語
版
の
標
記
が
間
違
い
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。Com

m
ission juridique de la XVII Conférence internationale de 

la Croix-Rouge, Stockholm
, août 1948: sténogram

m
e des séances, p. 46. 

こ
の
翻
訳
ミ
ス
に
気
付
か
ず
、
誤
解
に
基
づ
い
た
ま
ま
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
会
議
の
審
議
を
検
討
し
て
い
る
論
者
と
し
て
、Elder, supra note 47, pp. 42-43.

（
112
） Supra note 25, p. 6.

（
113
） ICRC

提
案
に
つ
い
て
は
、
本
文
に
述
べ
た
諸
点
に
加
え
て
、「
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
」
と
い
う
文
言
が
新
た
に
登
場
し
た
と
い
う
点
に
注
目

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
ま
で
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
を
規
律
す
る
ユ
ー
ス
・
イ
ン
・
ベ
ロ
ー
の
適
用
の
た
め
の
概
念
と
し
て
、

「
内
戦
」
と
い
う
文
言
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
か
ら
は
、
主
に
「
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
」
と
い
う

文
言
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
外
交
会
議
に
お
け
る
採
択
ま
で
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
こ
の
文
言
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
共
通
第
三
条
の
成
立
過
程
を
検
討
し
た
論
考
の
多
く
は
、「
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
」
と
い
う
文
言
が
ど

の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
点
に
関
心
を
寄
せ
て
き
た
。
そ
の
代
表
的
な
論
者
の
一
人
で
あ
るCullen

が
「
得
ら
れ
る
法
的
保
護
の
範
囲
を
拡
大

す
る
主
導
権
は
、
一
九
四
八
年
八
月
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
お
け
る
第
一
七
回
赤
十
字
国
際
会
議
に
な
っ
て
初
め
て
実
を
結
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
」
と
し

（Cullen, supra note 27, p. 28

）、
自
身
の
検
討
を
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
の
や
り
取
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
（
す
な
わ
ち
、
そ
れ
以
前
の
展
開
に
関
し

て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
な
い
）
と
い
う
手
法
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
点
は
、「
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
」
と
い
う
文
言
が
同
会
議
に
お
い
て
初
め
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て
現
れ
た
と
い
う
上
記
経
緯
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
確
か
に
、
こ
の
手
法
の
意
義
は
、
十
分
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど
も
、

本
稿
が
、
こ
れ
と
は
別
の
分
析
視
座
か
ら
、
共
通
第
三
条
の
成
立
過
程
に
迫
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

（
114
） Pictet, supra note 101, p. 43.

（
115
） Ibid., p. 42.

（
116
） Supra note 107, pp. 9-10, 32.

（
117
） Ibid., pp. 51-52, 116.

（
118
） J. Pictet (ed), G

eneva Convention relative to the Treatm
ent of Prisoners of W

ar: Com
m
entary (ICRC, 1960), p. 31.

（
119
） 

本
文
に
記
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
案
の
特
徴
と
し
て
、
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、ICRC

提
案
の
「
特
に
、
内
戦
、
植
民
地
紛
争
、
宗

教
戦
争
の
場
合
に
お
い
て
」
と
い
う
例
示
列
挙
が
（
四
つ
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
に
共
通
し
て
）
削
除
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
近

年
、
非
国
家
主
体
へ
の
越
境
攻
撃
に
関
連
し
て
、H

am
dan

事
件
米
国
連
邦
最
高
裁
判
決
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
改
め
て
脚
光
を
浴
び
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
同
判
決
は
、
越
境
紛
争
が
共
通
第
三
条
の
範
囲
に
入
る
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
例
示
列
挙
の
削
除

を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
事
実
、
共
通
第
三
条
を
『
特
に
、
内
戦
、
植
民
地
紛
争
、
ま
た
は
宗
教
戦
争
の
場
合
に
お
い
て
』
適
用
可
能
と
し
た
制
限

的
文
言
は
、
同
条
の
最
終
規
定
か
ら
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
、
そ
れ
以
前
に
提
案
さ
れ
た
も
の
よ
り
も
、
…
広
範
な
適
用
範
囲
を
結
実
さ

せ
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
。G

reenberg and D
ratel, supra note 54, pp. 586-587. 

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
に
関
す
る
外
交
交
渉
の
記
録
か
ら
興
味
深
い

こ
と
は
、
こ
の
例
示
列
挙
の
削
除
に
先
立
っ
て
、
む
し
ろ
、
例
示
列
挙
を
追
記
す
る
と
い
う
提
案
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
否
決
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
例
示
列
挙
を
追
記
す
る
と
い
う
提
案
は
、
世
界
ユ
ダ
ヤ
人
会
議
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
点
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、M

em
orandum

 

of the W
orld Jew

ish C
ongress on the D

raft C
onvention for the Protection of C

ivilian Persons in Tim
e of W

ar subm
itted to the XV

II 

International Red Cross Conference, pp. 4-5

）。
法
律
委
員
会
に
お
い
て
、
世
界
ユ
ダ
ヤ
人
会
議
の
代
表
で
あ
るRiegner

は
、「
国
際
的
性
質
を
有
し



263

ジュネーブ諸条約共通第三条の成立過程―ジュネーブ外交会議以前をめぐって―

な
い
武
力
紛
争
」
の
列
挙
事
由
と
し
て
、
す
で
に
記
さ
れ
た
「
内
戦
」「
植
民
地
紛
争
」「
宗
教
戦
争
」
に
加
え
て
、「
国
民
的
、
人
種
的
お
よ
び
宗
教
的
な
集

団
を
対
象
と
す
る
暴
力
ま
た
は
騒
擾
に
帰
す
べ
き
緊
急
の
場
合
」
を
追
記
す
べ
き
こ
と
を
唱
え
て
い
る
。Supra note 111, p. 37. 

そ
の
趣
旨
は
、
例
え
ば
、

一
九
三
八
年
に
ド
イ
ツ
に
お
い
て
発
生
し
た
騒
動
の
よ
う
に
、「
当
事
者
の
一
方
が
手
段
を
有
し
な
い
が
故
に
抵
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
内
部
戦
争
の
場

合
を
カ
バ
ー
す
る
」
と
い
う
点
に
あ
っ
た
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。Ibid., p. 37. 

す
な
わ
ち
、
た
と
え
攻
撃
さ
れ
る
当
事
者
の
側
に
そ
れ
に
抵
抗
す
る
だ
け

の
能
力
が
な
く
と
も
、
人
道
上
の
保
護
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、ICRC

の
代
表
で
あ
る

Pilloud

は
、「
あ
ま
り
に
詳
し
く
説
明
し
よ
う
と
す
る
と
、
常
に
規
定
を
弱
め
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
し
（ibid., p. 41

）、
議
長
を
務
め
るSandström

も
、「
と
り
わ
け
、
定
義
付
け
る
こ
と
が
非
常
に
難
し
い
事
実
状
況
が
問
題
と
な
る
場
合
、
こ
の
種
の
条
約
を
あ
ま
り
に
詳
述
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
少
し

危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
ら
な
い
か
」
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
（ibid., pp. 41-42

）。
こ
れ
ら
の
批
判
を
受
け
て
、
最
終
的
に
、
本
提
案
は
、
反
対
一
〇
・

棄
権
三
に
よ
っ
て
否
決
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。Ibid., p. 42. 

こ
の
例
示
列
挙
の
追
記
の
や
り
取
り
と
ほ
ぼ
平
行
し
て
、
例
示
列
挙
の
削
除
が
、
フ
ラ
ン

ス
赤
十
字
社
か
ら
、
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
代
表
で
あ
るCahen-Salvador

は
、「
簡
素
な
テ
キ
ス
ト
の
ま
ま
に
す
る
こ
と
に
利
益
が
あ
る
と
考
え
る
」

と
し
、「『
宗
教
戦
争
』
と
い
う
文
言
を
削
除
す
る
」
と
提
案
し
て
い
る
。Ibid., p. 40. 

こ
の
理
由
と
し
て
、Cahen-Salvador

は
、「『
宗
教
戦
争
』
を
詳
し

く
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
そ
れ
を
記
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
以
外
の
動
機
を
有
し
得
る
こ
れ
以
外
の
内
戦
へ
の
本
規
定
の
適
用
を
退

け
る
主
張
を
引
出
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
述
べ
て
い
る
。Ibid., p. 40. 

要
す
る
に
、
例
示
列
挙
を
置
い
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
に
該
当
し
な
い
こ
と

を
根
拠
に
、
条
約
が
不
適
用
と
な
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
提
案
は
、
一
般
論
と
し
て
、
次
の
提
案
に
発
展
す
る
こ
と
と
な

る
。
す
な
わ
ち
、「『
宗
教
戦
争
』
と
い
う
文
言
だ
け
で
な
く
『
特
に
、
内
戦
、
植
民
地
紛
争
、
宗
教
戦
争
の
場
合
に
お
い
て
』
と
い
う
文
言
も
削
除
す
る
こ

と
を
今
や
要
請
す
る
」
と
。Ibid., p. 43. 

こ
の
提
案
に
関
し
て
、Cahen-Salvador

は
、「
文
言
が
絶
対
的
で
、
明
確
で
、
簡
潔
で
、
詳
し
く
な
け
れ
ば
な

い
ほ
ど
、
我
々
は
目
的
達
成
の
機
会
を
得
る
」
の
で
あ
っ
て
、「
そ
れ
故
に
、
私
は
、
想
定
さ
れ
な
い
事
態
に
お
い
て
条
約
違
反
を
助
長
す
る
こ
と
に
な
る

す
べ
て
の
追
加
的
文
言
に
反
対
す
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。Ibid., p. 43. 

こ
こ
で
も
、
例
示
列
挙
が
詳
細
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
れ
に
当
た
ら
な
い
こ
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と
を
根
拠
に
、
条
約
が
不
適
用
と
な
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
提
案
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
赤
十
字
社
の
支
持
も
受
け
（ibid., p. 44

）、
最

終
的
に
、
賛
成
二
四
・
反
対
七
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
て
い
る
（ibid., p. 45

）。
こ
れ
ら
の
一
連
の
経
緯
に
関
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
例
示
列
挙
の
追
記
の

否
定
に
せ
よ
、
例
示
列
挙
の
削
除
の
肯
定
に
せ
よ
、
同
じ
懸
念
に
起
因
し
て
結
論
が
導
か
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
例
示
列

挙
を
詳
細
に
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
あ
る
事
態
が
そ
れ
を
構
成
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
口
実
に
条
約
が
適
用
さ
れ
な
い
状
況
を
招
い
て
し
ま
う
と
い
う
懸
念

で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
で
き
る
限
り
簡
素
な
規
定
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、「
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
」
と
い
う
文
言
だ

け
を
そ
の
ま
ま
残
す
と
い
う
判
断
に
至
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、H

am
dan

事
件
米
国
連
邦
最
高
裁
判
決
の
よ
う
に
、
共
通
第
三
条
に
関
し
て
、「
広

範
な
適
用
範
囲
を
結
実
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
こ
と
は
、
越
境
紛
争
が
同
条
の
範
囲
に
入
る
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
と
無
関
係
で
あ
る
と
い
う
点
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
120
） M

. Bothe, “Conflits arm
és internes et droit international hum

anitaire,” Revue général de droit international public, Vol. 82 (1978), p. 84.

（
121
） R. Bartels, “Tim

elines, borderlines and conflicts: The historical evolution of the legal divide betw
een international and non-international 

arm
ed conflicts,” International Review of the Red Cross, Vol. 91 (2009), p. 60.

（
122
） 

よ
り
正
確
に
表
現
す
る
と
、
法
律
委
員
会
の
小
委
員
会
に
お
い
て
初
め
てPesm

azoglou

が
提
案
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
つ
い
て
、「
条

約
の
人
道
的
な
諸
原
則
」
の
適
用
を
認
め
る
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。Com

m
ission juridique de la XVII Conférence internationale de la 

Croix-Rouge, Stockholm
, août 1948: Résum

é des débats des sous-com
m
issions de la Com

m
ission juridique, pp. 20-22.

（
123
） Supra note 111, p. 53.

（
124
） 

同
じ
趣
旨
か
ら
、
法
律
委
員
会
に
お
い
て
、Pesm

azoglou

は
、「
戦
争
捕
虜
条
約
は
、
特
に
、
利
益
保
護
国
の
関
与
を
想
定
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
革

命
、
ク
ー
デ
タ
ー
ま
た
は
暴
動
の
度
に
、
合
法
政
府
に
対
し
て
武
器
を
取
る
あ
ら
ゆ
る
者
が
戦
争
捕
虜
条
約
の
諸
規
定
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
、
か
つ
、
合

法
政
府
か
ら
自
身
を
保
護
す
る
た
め
に
利
益
保
護
国
の
関
与
を
要
請
し
得
る
と
い
う
こ
と
を
合
法
政
府
が
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
、
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我
々
は
判
断
し
た
」
と
も
述
べ
て
い
る
。Ibid., p. 39.

（
125
） Ibid., p. 53.

（
126
） Ibid., p. 53.

（
127
） D

ix-Septièm
e Conférence internationale de la Croix-Rouge tenue à Stockholm

 du 20 au 30 août 1948: Com
pte Rendu, p. 75.

（
128
） Ibid., p. 75. 
戦
争
捕
虜
条
約
第
九
〇
条
以
下
の
条
文
に
つ
い
て
、Pesm

azoglou

は
、「
こ
れ
ら
の
条
文
の
観
点
か
ら
は
、
い
か
な
る
司
法
手
続
も
利
益
保

護
国
の
援
助
な
し
に
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
し
、
司
法
手
続
と
の
関
連
で
も
、
利
益
保
護
国
の
関
与
が
入
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
確
認
し
て

い
る
。Ibid., p. 75.

（
129
） Ibid., p. 75.

（
130
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
本
文
の
発
言
に
列
挙
さ
れ
る
戦
争
捕
虜
条
約
第
七
四
条
は
、「
捕
虜
と
な
る
前
に
実
行
し
た
行
為
に
関
し
て
抑
留
国
の
法
律

に
よ
っ
て
訴
追
さ
れ
た
戦
争
捕
虜
は
、
た
と
え
そ
の
行
為
が
有
罪
と
さ
れ
て
も
、
本
条
約
の
利
益
を
享
受
し
続
け
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。Supra note 

107, p. 83.

（
131
） Supra note 127, p. 75.

（
132
） Ibid., p. 75.

（
133
） 

例
え
ば
、
傷
病
者
条
約
に
関
連
し
て
、
法
律
委
員
会
は
、「
本
条
約
の
人
道
の
諸
原
則
」
と
定
め
る
提
案
に
つ
い
て
、
一
七
対
九
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
否
決

し
て
い
る
。Supra note 111, p. 46.

（
134
） 

一
九
四
六
年
か
ら
一
九
四
九
年
に
か
け
て
、
ギ
リ
シ
ャ
は
、
内
戦
を
抱
え
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
ギ
リ
シ
ャ
内
戦
を
め
ぐ
っ
て
、ICRC

は
、
一

定
の
人
道
的
な
任
務
を
果
た
す
こ
と
が
許
さ
れ
た
も
の
の
、
ギ
リ
シ
ャ
は
、
ユ
ー
ス
・
イ
ン
・
ベ
ロ
ー
に
従
う
こ
と
を
拒
否
し
続
け
て
い
た
。J. Bond, The 

Rules of Riot: Internal Conflict and the Law of W
ar (Princeton U

niversity Press, 1974), pp. 58-59. 

本
文
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ギ
リ
シ
ャ
の
代
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表
で
あ
るPesm

azoglou

が
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
つ
い
て
、
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
の
適
用
で
は
な
く
、「
条
約
の
諸
原
則
」
の
適
用
に
留
め
る
こ
と
に

固
執
し
た
背
景
的
な
事
情
と
し
て
、
当
時
、
ギ
リ
シ
ャ
自
体
が
内
戦
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
国
際
環
境
が
あ
っ
た
と
推
測
し
得
る
。

（
135
） Supra note 111, p. 50.

（
136
） Ibid., p. 57.

（
137
） Ibid., p. 58. 
し
た
が
っ
て
、Cahen-Salvador

は
、「
平
和
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
国
際
条
約
に
つ
い
て
、
署
名
国
の
一
方
が
そ
れ
に
違
反
す
る
場
合
、
署
名

国
の
他
方
は
そ
の
約
束
か
ら
解
放
さ
れ
る
」
と
し
（ibid., p. 59

）、
紛
争
当
事
者
が
双
方
と
も
に
従
う
こ
と
が
条
約
適
用
の
た
め
の
条
件
で
あ
る
と
理
解

し
て
い
る
。
な
お
、
本
文
に
記
し
た
よ
う
に
、Cahen-Salvador

は
、
一
九
一
四
年
か
ら
始
ま
る
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
、
フ
ラ
ン
ス
戦
争
省
に
お
い
て
、

戦
争
捕
虜
を
取
り
扱
う
実
務
経
験
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
経
験
に
関
し
て
は
、
一
九
二
九
年
にCahen-Salvador

が
執
筆
・
公
表
し
て
い
る
次
の
著
書
を

参
照
せ
よ
。G. Cahen-Salvador, Les prisonniers de guerre (1914-1919) (Payot, 1929).

（
138
） Siotis, supra note 30, p. 193.

（
139
） Supra note 111, p. 40.

（
140
） Ibid., p. 48.

（
141
） Ibid., p. 49.

（
142
） ICRC

のPictet

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
互
主
義
の
条
件
を
課
す
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
危
険
性
を
警
告
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
相

互
主
義
の
概
念
を
導
入
す
る
こ
と
が
規
定
か
ら
あ
ら
ゆ
る
意
味
を
奪
う
こ
と
に
な
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
交
戦
者
は
、
敵
が
あ
れ
や
こ

れ
や
の
諸
点
に
関
し
て
条
約
を
適
用
し
な
か
っ
た
と
主
張
す
る
目
的
か
ら
、
相
互
主
義
を
援
用
し
、
そ
の
事
実
に
基
づ
き
、
条
約
を
適
用
し
な
い
か
ら
で

あ
る
。
…
予
め
相
互
主
義
の
条
件
に
適
用
を
従
わ
せ
る
こ
と
…
は
規
定
か
ら
あ
ら
ゆ
る
意
味
を
奪
う
性
質
の
も
の
で
あ
る
」
と
。Ibid., p. 44.

（
143
） 

法
律
委
員
会
の
審
議
は
、
戦
争
捕
虜
条
約
に
関
連
し
て
、「
本
条
約
の
諸
規
定
」
を
「
本
条
約
の
人
道
的
諸
原
則
」
に
取
っ
て
代
え
る
修
正
案
を
一
九
対
七
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に
よ
っ
て
否
決
し
、
結
果
と
し
て
、「
本
条
約
の
諸
規
定
」
と
い
う
文
言
を
維
持
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
。Ibid., p. 55.

（
144
） Ibid., pp. 56-57.

（
145
） 

こ
の
点
に
関
し
て
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
代
表
で
あ
るM

oll

は
、「
お
そ
ら
くCahen-Salvador

の
主
張
は
、
内
戦
に
関
し
て
は
、
極
め
て
正
確
で
あ
る
」
と
し
、

そ
の
上
で
、「﹇
相
互
主
義
の
条
件
を
課
し
て
い
る
﹈
米
国
提
案
が
、
内
戦
に
お
い
て
、
最
も
良
く
現
実
に
対
応
し
て
い
る
」
と
し
、Cahen-Salvador

の
見

解
と
米
国
提
案
へ
の
支
持
を
最
も
明
確
に
表
明
し
て
い
る
。Ibid., p. 52.

（
146
） Ibid., pp. 49-50

（
147
） Ibid., p. 50.

（
148
） Siordet, supra note 58, p. 20.

（
149
） Abi-Saab, supra note 37, p. 48.

（
150
） Siordet, supra note 58, p. 20.

（
151
） Abi-Saab, supra note 37, p. 48.

（
152
） 

法
律
委
員
会
の
議
長
を
務
め
るSandström

が
「
海
上
傷
病
者
条
約
の
条
文
に
つ
い
て
は
、
傷
病
者
条
約
に
関
し
て
採
択
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
満
足
す
る
と

い
う
こ
と
が
最
良
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
」
と
し
（supra note 111, p. 64

）、
投
票
に
進
ん
だ
結
果
、
こ
の
提
案
は
二
一
対
三
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
。

Ibid., p. 64.

（
153
） 「﹇
文
民
条
約
の
第
二
条
に
関
し
て
は
﹈
戦
争
捕
虜
に
関
す
る
原
則
と
同
じ
も
の
を
採
択
す
る
こ
と
が
自
然
で
あ
る
と
考
え
る
」
と
い
う
意
見
（ibid., p. 61

）、

さ
ら
に
、「
文
民
条
約
の
第
二
条
に
関
し
て
は
、
も
し
異
議
が
な
け
れ
ば
、
戦
争
捕
虜
条
約
の
第
二
条
に
関
し
て
採
択
さ
れ
た
定
式
が
同
様
に
採
択
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
意
見
（ibid., 62

）
が
法
律
委
員
会
の
議
長
を
務
め
るSandström

に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
い
か
な
る
異
議
も
な
か
っ
た

た
め
、
こ
の
提
案
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
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（
154
） 「
条
約
区
別
論
」
へ
の
異
議
は
、ICRC

のPictet

を
中
心
と
し
て
、
提
示
さ
れ
て
い
る
。Pictet

は
、Cahen-Salvadro

に
反
論
す
る
よ
う
に
、「
傷
病
者
条

約
に
つ
い
て
採
択
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
は
、
同
様
に
、
戦
争
捕
虜
条
約
、
海
上
傷
病
者
条
約
と
文
民
分
条
約
に
関
し
て
採
択
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

し
（ibid., pp. 50-51

）、
相
互
主
義
の
条
件
の
な
い
テ
キ
ス
ト
が
四
つ
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
に
共
通
し
て
当
て
は
ま
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

同
じ
趣
旨
の
発
言
は
、
例
え
ば
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
代
表
で
あ
るH

olm
gren

（ibid., p. 59

）
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
代
表
で
あ
るCastberg

（ibid., p. 60

）

か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。


